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  エピローグ


  あとがき



  　この小説には暴力シーンやその他過激な表現が含まれます。未成年の観賞に関しては、

  周囲の大人、保護者の皆様のご配慮をお願い致します。


  


  プロローグ

  

  　真しん珠じゆの輝きのような満月の夜。月を背景に、二つの人影が飛翔した。

  　人影は、真っ直ぐ守りの固そうな山城に向かっていく。

  　一人は男で、もう一人は女だ。男女は、城へと続く山道を駆け抜けていく。その走る速さが、尋じん常じようではなかった。まるで、狼おおかみや豹ひようの全力疾走だ。

  　この大陸の武術には、「軽けい功こう」と呼ばれる技術が存在する。特殊な修行を積むことで体を軽くし、並の人間には不可能な運動を行うのだ。軽功に長たけた武術家は、一跳びで大木を飛び越え、屋根の上を飛び移り、壁の側面を走り抜けることができる。闇夜を走る男女は、明らかにどちらも軽功の達たつ人じんであった。

  　男の名はクラン、女の名はシャムハ。

  　二人は、どちらも黒くろ装しよう束ぞく姿である。薄い布が体に密着しているので、鍛きたえ抜かれた筋肉の線が服の上からでも見て取れる。クランは、童顔で背が低く、見るからに身軽そう。シャムハは脚が長く、長い黒髪を後ろで結んでいる。

  　跳び上がった二人は、このあたりで一番高い木の頂点に立った。

  「ここか」

  「間違いないわ」

  　二人の視線の先には、山城の城壁がそびえている。

  　山城は、正確には宗教施設――教堂であった。

  　崩ほう天てん教きよう、という。崩天教の幹部と武装信徒が、この教堂で暮らしている。

  「油断するな、シャムハ」

  「はい」

  　クランとシャムハは、義ぎ賊ぞくとしてその名を轟とどろかせていた。幼なじみで、同じ流派の武術を学んだ二人は、あくどい連中を襲い、資産を奪い、貧しい人々に分け与えていた。人呼んで「双そう飛ひ燕えん」。そんな二人が今回目をつけたのが、悪名高い崩天教だ。崩天教の幹部は、朝ちよう廷ていも恐れるほどの絶対的な暴力を背景にやりたい放題。毎月数千人という無実の人々が、崩天教に殺されたり奴ど隷れいにされたりしているという。

  　義賊が盗むのは、悪党の資産だけではない。必要なら、悪党の命も盗とる。

  

  　先端が尖とがった山が、ハリネズミの背のように連つらなっている。そんな険しい地形を利用して、崩天教は要よう塞さいというに相応ふさわしい教堂を建こん立りゆうしていた。しかしいくら守りが固くとも、それは軽功の達人を想定したものではなかった。クランとシャムハは山の側面を走り抜けて、軽々と城壁を飛び越えて中に侵入を果たした。

  　クランとシャムハほどの盗ぬす人つとになると、簡単な下調べと観察だけで建物内部の大体の構造がつかめる。寄り道はせず、崩天教の主の部屋を目指す。二人は軽功を駆使して気配を殺し、足音を立てない。警備の目をかわして、教堂の奥へ奥へと進んでいく。

  　やがてクランとシャムハは、巨大な扉とびらの前にたどり着いた。二人は顔を見合わせて、目で会話する。この部屋で、間違いなさそうだ。

  　二人で力を合わせて、扉を開ける。

  「……っ！」

  　部屋の中の光景を見て、二人は目を見張った。

  　二人の読み通り、そこは教主の部屋であった。

  　異常な部屋だ。

  　広く、天てん井じようが高い。まるで王宮の謁えつ見けんの間のように豪ごう奢しやな造りだが、奥に寝台と天てん蓋がいがあるところを見るとここは寝室だろう。

  　ただの寝室と違うのは、広さ豪華さだけではなかった。この教主の寝室には、多数の檻おりが置かれていた。熊くまや虎とらを入れるために使う頑がん丈じような檻の中に、全ぜん裸らの少女たちが監かん禁きんされているのだ。しかも少女たちは、ほとんどが後ろ手に拘こう束そくされ、猿さる轡ぐつわをかけられ、股こ間かんには媚び薬やくが塗られた男根そっくりの張り形デイルドーが挿入されていた。

  　ほとんどが、無理やりさらわれてきた娘たちだった。彼女らは、教主と教団幹部の慰み者にされる。

  　しかも、娘たちの近くには死体が吊り下げられていた。死体のほとんどはある程度年をとった男性だ。「崩天教の教主はさらってきた娘を監禁し、その近くには家族の死体を吊るす」という密ひそかなウワサがあったが、クランもシャムハもまさか本当にやっているとは思っていなかった。

  「なんと恐ろしい……」

  　思わず、シャムハが呻うめく。

  　人を人とも思わないやり方に、クランとシャムハは憤いきどおった。

  　そんな二人の耳に、流りゆう麗れいな音色が飛び込んでくる。

  　二胡アルフーの楽曲だった。琴ことの筒つつに二本の弦が張られていて、それを弓ゆみで弾く楽器だ。琴筒は、ニシキヘビの皮で覆おおわれている。

  　弾いているのは、一人の女であった。

  　立派な寝台の端に腰掛けて、二胡の弓を小刻みに、時に大胆に動かしている。

  　その女こそ、崩天教主だった。

  　名は、ジャホウセン。

  　髪は短く背が高く、筋骨隆りゆう々りゆうとしていてたくましい。露出度の高い薄うす絹ぎぬの着物で、己おのれの鍛きたえ抜いた筋肉を誇こ示じしている。柔にゆう和わな笑顔は女神のようであったが、それが見せかけだけということはクランやシャムハから見れば明らかだった。

  　ジャホウセンが持っている二胡も、ただの二胡ではなかった。琴筒は巨大な槌ハンマーのようであり、弓は刃物のように鋭するどい。

  「……ネズミが二匹、忍び込んできたようだ」

  　と、ジャホウセンが二胡アルフーを弾くのをやめて口を開いた。

  「崩ほう天てん教きよう主しゆ、貴様の悪逆非道を知らぬものはいない」

  　クランが叫ぶ。

  「貴様を殺して、財宝をいただく。貧しい人々の役に立て」

  　シャムハも吠える。

  　ジャホウセンは呵か呵かと大たい笑しようした。

  「道理がわからぬ愚おろか者どもめが！」

  「なんだとッ」

  「このジャホウセンを悪逆非道とぬかしたか！」

  「お前を悪逆非道と言わずして、何が悪逆非道か！」

  　クランは激げつ昂こうした。

  「崩天教とはッ――！」

  　しかし、ジャホウセンの声はそれより大きく、迫力があった。

  「偽いつわりの道理を崩し、真の道を究める。偽りの政道を崩し、真の道を究める。天に道理なし地に正義なし！　悪逆非道などとんでもない。このジャホウセンの言葉だけが正義であり真実なのだ！」
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  「なんと身勝手な！」

  　と、シャムハ。

  「なにが身勝手か！　そこのネズミ二匹！　お前たちは間違っている！」

  　ジャホウセンが怒鳴る。

  「強きをくじき、弱きを助けることの何が間違っている！」

  　クランが怒鳴り返す。

  「なぜ弱いものを助けるのが正しいのだ？」

  「――なんだと!?」

  「貧しいものは、知識も少なく力もないから貧しいのだ！　そんな彼らを育てることなく、金銀財宝を分け与えているお前たちは、ただの偽ぎ善ぜんだ。弱者をただ堕だ落らくさせているに過ぎない！」

  「ほざけっ！」

  　――もはやこれ以上は問もん答どう無む用よう。

  　クランとシャムハは、武器を構えてジャホウセンに打ちかかった。

  　二人は、同じ武器を使う。「軟なん剣けん」という。その名の通り、特殊な軟やわらかい金属でできている。力を込めて振るうと、軟剣は鞭むちのようにしなる。剣先は、独特の軌き道どうを描く。高速でしなる軟剣の剣筋を見切るのは難しい。北ほく天てん派飛ひ燕えん軟剣を修得した二人は、連戦連勝だった。

  　クランとシャムハの軟剣が、風を切り、しなりつつジャホウセンに迫った。剣先で、ジャホウセンの血管や筋をかき回すことを狙う。ジャホウセンは、その速度に反応できない。というか、微動だにしない。軟剣の剣先が、ジャホウセンの皮ひ膚ふに触れる。クランの剣はジャホウセンの首筋に、シャムハの剣はジャホウセンの肘ひじの裏に。どちらも、鍛きたえにくい軟やわらかい場所だ。二人は同時に「殺やった」と確信したが、次の瞬間顔が蒼あお褪ざめた。

  　ジャホウセンの皮膚が、剣をはね返したのだ。

  「――っ！」

  　皮膚を硬くする気き功こうか、と疑う。しかし、それにしても硬すぎる。軟剣は軟らかい金属でできているが、切れ味が鈍にぶいわけではない。

  「そのような剣は、この私の金きん蚕さん功こうには通じんぞ」

  　そう言って、ジャホウセンは二胡アルフーを武器として振るった。琴こと筒づつでシャムハを殴り、弓ゆみでクランに切りつける。

  　ジャホウセンの気功がこもった二胡の弓は、クランの体を易やす々やすと両断した。胴体を横に真っ二つにされて、こぼれた内臓が宙を舞った。

  　シャムハは琴筒の一撃を腹に浴びて、吹き飛ばされた。壁に叩きつけられる。クランは即死だったが、シャムハは手加減されていたので生き延びた。

  「ああ……」

  　一撃で、シャムハの体の自由が利かなくなった。圧倒的な実力差に、シャムハは怯おびえ、恐れおののく。

  「よく見れば、可愛かわいい顔をしたネズミだな」

  　と、ジャホウセンは好色そうな笑みを浮かべる。

  「ひっ」

  　ジャホウセンが近寄ってきて、シャムハは小娘のように身を強こわ張ばらせた。

  　ジャホウセンは、シャムハの点てん穴けつをいくつか突いた。

  　人間の体には、生命力の源みなもとである「気力」が流れている。その気の流れが、気脈だ。血が血管の中を流れるように、気は気脈の中を流れる。点穴とは、気脈を操作するためのポイントのことだ。点穴は、攻撃にも回復にも使える。今ジャホウセンが突いたのは、体の自由を封じ、顎あごの力を弱くする点穴だった。

  　ただでさえ弱っていたシャムハは完全に動けなくなり、だらしなく口を半ば開いてしまう。それを見たジャホウセンの股こ間かんが、むくりと起き上がってきた。

  「！」

  「驚いたか。薬で生やした男根よ」

  　ジャホウセンは着物の前を開き、肉の凶器を取り出した。ジャホウセンの陰いん核かくが膨ふくらむ形で、見事な男根がそこに生えている。短い槍やりのような棒に、太い血管が浮かび上がっている。

  　点穴を突かれて動けないシャムハの口に、ジャホウセンは己おのれの男根をねじ込んだ。

  「んむッ……！　ふっ……」

  　喉のどまで一気に貫つらぬかれて、シャムハは喘あえいだ。噛んでやろうとしたが、ジャホウセンの男根は恐ろしく硬いので文字通り歯が立たない。ジャホウセンは乱暴に腰を動かし、男根の先端がぬるぬるとした喉に締め付けられる感覚を楽しんだ。その息苦しさに、シャムハの双そう眸ぼうから涙がこぼれる。

  　やがて――、

  　シャムハの表情に、ゆっくりと変化が訪れた。

  　瞳が欲望の色に蕩とろけて、頬が淫みだらに上気する。いつの間にかシャムハは、自みずから進んでジャホウセンの男根に奉仕していた。ぴちゃぴちゃといやらしく舌を使い、ジャホウセンの男根に何度も頬ずりをする。そんなバカなと思いつつも、今はジャホウセンの男根を自分の秘所に入れて欲しくてたまらない。

  （おかしい……私……こんな悪党に口を犯おかされて感じるなんて……）

  　そんなシャムハの疑ぎ念ねんを見み透すかしたように、ジャホウセンは言った。

  「はは、私の男根は特別だ。白はく蛇じや淫いん功こうという修行によって、先端から女を淫みだらにする液体が滲にじみ出るようになっている。これが体を巡れば、臨りん終じゆう間際の老女でも性の快感を求めて惨みじめに腰を振るのだ」

  　ジャホウセンの言葉は真実だった。男根をしゃぶっているだけなのに、シャムハの秘所は淫みだらな滝となって濡れている。相手が悪党だと頭は判っているのに、体は快感を求めて暴走しつつあった。そして頭は、体の言うことには逆らえぬものだ。

  「ああ、ネズミの喉のどは気持ちいいな……実にいい」

  「ああ……むう……」

  　ジャホウセンはシャムハの喉から男根を引き抜き、シャムハに四つん這ばいの姿勢をとらせた。ジャホウセンは乱暴にシャムハの服を破り、胸と尻と股こ間かんを露ろ出しゆつさせる。シャムハの薄うす紅べに色の花弁は、愛液で濡れて照り輝いていた。屈くつ辱じよく的なその姿勢に、シャムハは色っぽい悲鳴をあげた。

  「動きの素早いネズミだけあって、体はよく引き締まっているな」

  　シャムハの尻を抱えて、ジャホウセンは彼女の贅ぜい肉にくのなさを褒ほめた。

  　ジャホウセンの白はく蛇じや淫いん功こうは強力だ。シャムハは、もう我慢の限界だった。シャムハは四つん這いの姿勢から腰を高く上げ、物欲しげに腰を振って言った。

  「どうか……どうかお慈じ悲ひを……」

  「そんなはしたないおねだりをされたのでは、無視するわけにもいかんな」

  　ジャホウセンは大たい儀ぎそうにシャムハの尻をつかみ、強い握力で固定した。じっくりと狙いを定めてから、シャムハの秘所にずぶりと突き刺す。

  「いぎぃッ！　大きい……！」

  　その圧力に、シャムハは悲鳴をあげた。

  「すぐ、こちらにも白蛇淫功が効いてくるぞ……」

  「ああ、そんな……もう、だめ……」

  　シャムハの下腹部全体が熱くなった。ジャホウセンの責めは強烈だった。

  　ジャホウセンの男根、亀き頭とうのくびれは一段と激しい。ジャホウセンの男根のくびれの部分が、シャムハの秘所を抉えぐり、かき回す。シャムハは、内臓を引き抜かれるような、激痛寸前の快感を味わった。

  　ジャホウセンの男根が、シャムハの愛液で濡れて輝く。卑ひ猥わいな棒が出入りするたびに、シャムハは舌を伸ばし、涎よだれをまき散らして下品なよがり声をあげた。

  「あひッ、あぐッ、すごいッ……！　死んじゃう……！」

  　ジャホウセンの腰とシャムハの尻が激しくぶつかって、パンッパンッパンッと乾いた音が絶え間なく響く。

  「相あい棒ぼうの死体の隣となりで犯おかされる気分はどうだ。ん？」

  　ジャホウセンは訊いた。

  　しかし――、

  「あひぃ、あひ……気持ちいいぃ……」

  　その質問は、すでにシャムハの耳に届いていなかった。

  「もう、話もできないほどよがり猛っているか。いいだろう、そろそろイかせてやろう。私の精を浴びて、この世の真理に目ざめるがいい！」

  　ジャホウセンほどの達たつ人じんになると、相手をいつ絶頂に導みちびくかも思いのままだ。

  　ジャホウセンは股こ間かんの気を解き放ち、熱い精液を放った。

  「！」

  　子し宮きゆうに直撃を受けて、シャムハは絶頂に達する。

  「あ……ひ……」

  　ジャホウセンがシャムハから肉の棒を抜くと、シャムハは死んだように床に突つっ伏ぷした。瞳に光はなく、口はだらしなく開けたままだ。巨大なジャホウセンの男根によって蹂じゆう躙りんされたシャムハの女性器から、ごぽりと白い精液のかたまりがこぼれる。

  「なんと惨みじめな姿か。気に入った。少し可愛かわいがってやろう」

  　ジャホウセンはシャムハに嘲ちよう笑しようを浴びせた。

  　嘲笑がやがて大たい笑しように変わり、豪ごう奢しやな寝室に響き渡った。
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  　少女――リョウカは、山奥での平和で安定した生活を捨て、旅に出た。自分の体に秘められた龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの謎を解き、幻まぼろしの母との約束を果たすための旅。リョウカは師し匠しようと出会い、強敵との戦いを通して体の秘密の手がかりを手に入れた。

  　それを切っ掛けにして、リョウカは母の名前を思い出したのだ。

  　ランスウ。

  　名前を思い出してからは、時間が経過するごとに母と過ごした時間の記憶が鮮明になっていった。忘れていた記憶、忘れかけていた記憶が次々とよみがえっていく。

  　ランスウは、美しい女性ひとだった。眉は細く、顎あごも細く、繊せん細さいな美び貌ぼうの持ち主だったが、体は大地の精のように豊満だった。母からは、暖かい太陽と花の香りがした。いつも透すき通るように美しい薄い衣服を身に着けていた。子供の頃のリョウカは、ランスウの膝ひざ枕まくらで耳かきをしてもらうのが大好きだった。

  　ランスウは、リョウカの耳を優しく掃除しながら子守唄を歌った。

  「くろがねの民たみが石舞台に集まりて、新月の祭事は厳おごそかに――」

  　しかし、そんな幸せな時間は、朝ちよう廷てい軍の刺し客かくによって破壊された。

  　突とつ如じよ現れた、凄すご腕うでの五人組の刺客。

  　戦場で拾われたリョウカは、母も戦場で死んだと思っていた。しかし、事実は違った。戦争に巻き込まれたのではない。獲え物ものを狩るように、殺されたのだ。

  　――五人は、全員が「鎖くさり」を武器としていた。五人の鎖が母に巻きつき、豊満な肉体に食い込んで拘こう束そくする。肉が歪ゆがんで骨が軋きしみ、ランスウは「ああッ――！」と絞り出すような悲鳴をあげた。

  「器き解かい族ぞくに生まれたその身の不運を呪のろうがいい」

  　鎖を使う刺客の一人が、告げる。

  　ばちん、と不気味な音がした。肉が千切れ、骨がねじ切れる音だ。母は、鎖に締め付けられてバラバラにされた。頭部、胴体、両手両足。一人の人間が六つに分かれたのだ。不思議なほど流血は少なかった。

  「――母かあ様さまッ！」

  　リョウカは跳ね起きた。たっぷりと寝汗をかいていた。

  　まだ、心臓が激しく脈打っている。

  「夢……」

  　目覚めたリョウカは、全ぜん裸らだった。全裸のまま、寝台に横になっていた。

  　リョウカの隣となりには、やはり全裸の師匠――レイ・シュンライが安らかな寝息を立てている。そんなシュンライの髪型は乱れ、口の周囲には涎よだれを垂たれ流した痕こん跡せきがある。昨晩、激しく愛と体を交わした名な残ごりだ。

  　ここは、街道沿いの宿場町。適当に入った宿屋の二階だ。右みぎ隣どなりの部屋には軍師のホウショウとその召使リランが、左隣の部屋にはシュンライの妹分オンリンと捕ほ虜りよのヒュンラが泊まっている。

  　窓の格こう子しの隙すき間まから、ごく弱い陽光が射さし込んできた。夜が明けたばかりのようだ。

  「……ふう」

  　喉のどが渇いていた。リョウカは、ゆっくりと立ちあがる。一いつ糸しまとわぬ姿のリョウカ。肉にく饅まん頭じゆうのような弾力を持った乳ち房ぶさが、微かすかに揺れた。リョウカの尻の肉は、運動が得意な少年のように引き締まっている。シュンライとの修行の日々のおかげだろう。リョウカの体には、少しずつだが戦うための筋肉がつき始めていた。

  　リョウカが立つと、その気配を察したシュンライも目を覚ました。

  　シュンライがいきなり「むくり」と上体を起こしたので、リョウカは驚く。

  「あっ」

  「おはよう、リョウカ」

  

  　早朝。朝食前の鍛たん錬れんの時間が始まった。

  　リョウカとシュンライは服を着てから外に出る。宿屋の中庭が、鍛錬にちょうどよかった。さすがに、この時間に他に起きている人間は少ない。

  「内ない力りきの話をしよう」

  　と、シュンライは切り出した。

  「人間の体は、力を秘めている。だが、ほとんどの人間は、秘められた力を使わずに人生を終える」

  「秘められた……力？」

  「そうだ。秘められた力は、普通の人間には開放することはできない。本能がそれを許さないのだ。人間が本来の力をすべて発揮すれば、修行をしていない人間の体など簡単に壊れてしまう」

  「…………」

  「我々武術家は、当然すべての力を引き出す必要がある。そのために必要なのが、内ない功こう、発はつ勁けいだ。我々の体内を流れる気脈を煉ねり上げて、内側から自分の体を支える。そうすれば、人間が持つ力をすべて開放するのも自由自在だ」

  「内功には、多少の心こころ得えが」

  「そう。それがリョウカの強みだ」

  　リョウカは、旅に出るまで仙せん人にんの修行を積んでいた。だから、気を煉り上げてそれを体内で操作する術には長たけている。

  「上丹たん田でん、中丹田、下丹田。三つの丹田で気を煉ねり気を発し、それを全身に巡らせ、そして拳こぶしへと気脈をつなげる。それを強く意識しつつ――」

  　説明しながらシュンライは誰もいない方に向けて構えをとった。

  　はっ、とシュンライは息を調ととのえる。

  「拳けん法ぽうの套とう路ろ（型）にしたがって、綺麗な姿勢から突きを放つ」

  　そう言って、シュンライは拳を突き出した。それは空くうを切ったが、内ない力りきがこもっていたので衝撃波が生じた。衝撃波は直進し、少し離れた草むらに突き刺さる。

  　バシッ、と葉っぱが四散して、草むらに大きな穴が穿うがたれた。

  「――すごい！」

  「この通りの威力だ。この衝撃波を『拳けん風ぷう』と言う。武術家には通じないが、ザコを蹴け散ちらす役には立つ。伝説では、この拳風のみで数十人の兵士を一気に打ち殺した達たつ人じんもいたそうだ。まだ、私でさえその域には達していない」

  「これが……いつか私にもできるようになるのでしょうか？」

  「今、ちょっとやってみるといい。リョウカは、すでに北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの虎こ牙が短たん打だを修得している。内ない功こうもよくできている。私の言った通りにやれば、いい突きが出るかもしれん」

  「は、はい……！」

  　北天派獣形拳には、二十四の戦法が用意されている。リョウカは、そのうちの一つ、虎こ佼こう式しきに構えた。虎佼式は、虎牙短打という套路によって修得できる。リョウカは虎牙短打三十二の動作の中から、虎こ打だ拳けんをやってみることにした。

  「ふう……」

  　リョウカは大きく深呼吸をする。調ちよう息そく、という。仙せん人にんにとっても武術家にとっても重要な行為だ。シュンライに言われた通り、丹田で気を煉りつつ、気脈と経けい絡らくを意識して内ない功こうの力を拳に集めていく。

  　リョウカは、中庭の大木に狙いを定めた。

  　一歩踏み出しつつ、縦たてに握った拳を突き出す。

  「ハッ！」

  　思わず、リョウカの口から気合の声が漏れた。

  　リョウカとシュンライの視線が、狙った大木の幹に集まる。

  　そこには、何の変化も生じていなかった。さすがにまだ修行が足りなかったか、とリョウカが諦あきらめかけた、次の瞬間――、

  「――あっ」

  　ビシッ、という音がして、大木の幹にひび割れが走った。リョウカの突きから、確かに拳風が生まれていたのだ。それはシュンライの拳風に比べればまるでそよ風に過ぎなかったが、リョウカはあまりにも嬉うれしくて飛び跳ねそうになった。

  「まあまあだ。上達が早い」

  　と、シュンライは愛いとしい弟で子しの頭を撫なでた。

  　リョウカは、満面の笑顔でそれに応える。

  「……はい！　お師し匠しよう様の教え方がいいからです」

  「そんなものかな」

  「そうなんですよ！」

  　リョウカは、強くなりたい。

  　母は、バラバラにされたがまだ死んでいないかもしれない。器き解かい族ぞくの巫み女この体の部位は、切り離された時点で武器に変化する。その武器をつなぎ合わせれば、母が復活する可能性は十分ある。

  　どんな願いでもかなう武術大会の優勝者――双そう天てん武ぶ王おうとなり、皇帝から「母」を返してもらうのだ。
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  　早朝から収しゆう穫かくがあったリョウカは上じよう機き嫌げんで宿の部屋に戻った。

  　この宿はいわゆる素泊まり、食事はついていない。今から皆で一番広いホウショウとリランの部屋に集まって、これから食べに行くかそれとも誰かが買ってくるか決める。

  　この宿場町にも朝ちよう廷ていの役人はいたが、シュンライとオンリンに殺されることを恐れてどこかに身を隠してしまった。せっかくなので、もぬけの殻からとなった役人の屋敷から金銀財宝をいただいた。しばらく、旅費に困ることはなさそうだ。

  　大陸西南部の街ギョウサイを出たリョウカたち一行は、朝廷軍と戦いつつルカン朝の都みやこ八はつ卦け封ほうを目指している。険しい山岳地帯を迂う回かいして、大陸西部を通る街道を使う予定だ。そうすると、オンリン率ひきいる義ぎ賊ぞく団のアジトにも寄ることができる。旅はあまり急がず、仲間を増やしたりリョウカを鍛きたえることを重視する。

  　リョウカとシュンライは、ホウショウとリランの部屋に向かった。ホウショウたちもすでに目を覚まし、身み支じ度たくを整えている。

  　ホウショウには、両腕がない。罰せられて、切り落とされたという。リランは幼く、生まれつき声を出せないが、ホウショウに身を粉こにして仕つかえている優秀な召使だ。

  「おはよう、リョウカさん、シュンライさん。朝から稽けい古ことはさすがです」

  「いえ……私が本当に修行不足なので……本当に時間がいくらあっても足りません」

  「リョウカは、本当に呑み込みが早い」

  　シュンライは、そう言って腕を組み、満足げにうなずいた。

  「仙せん人にんの修行のおかげだろうが、それにしてもスジがいい。鉄てつ砂さ掌しようの鍛たん錬れんも上う手まくいっている」

  　鉄砂掌。牛革の袋に、豆粒の類たぐいを詰めて木の幹にでもくくりつける。そしてそれを、殴る。拳こぶしから血が出るまで。そのうち拳が強くなる。それが鉄砂掌だ。専用の治ち療りよう薬やくがなければ実行できない。ある程度拳が硬くなってきたら中身を砂粒に。最終的には、中には鉄の粉を詰める。

  　今、リョウカは砂の粒でやっている。少しずつだが、戦うための硬い拳になってきた。あと数カ月で、鉄の粉に移る。

  「全身防御用の外がい功こう、硬こう気き功こうに入ってもいいかもな」

  　シュンライが言った。すると、

  「全身防御……まずは岩がん皮ぴ功こうあたりからですか」

  　ホウショウがその話題に乗った。

  「詳しいな」

  「軍師といえども、最低限の武術の知識はないと」

  「こ……硬気功？」

  　リョウカは、最低限の知識も自分が持っていないことが判って恥ずかしい。

  「腕のいい武術家なら、例外なくやっている。そうでなければ、相手の攻撃で即死してしまう。お前は鉄砂掌をやっているが、あれは左右の拳を鍛えるためのものだ。硬気功、岩皮功は、全身を鍛える」

  「全身を……」

  「それだけに困難な修行を伴うが、これを修得しなければ双そう天てん武ぶ王おうなど夢のまた夢だ。今、リョウカは内ない功こう、軽けい功こう、套とう路ろ、鉄砂掌の修行を積んでいる。それだけ極めれば、手っ取り早く戦えるようにはなる。一般の兵士や普通の武術家にはまず負けん。だが、武ぶ侠きよう同士の戦いには全身の硬気功が必ひつ須すなのだ」

  「シュンライ様も岩皮功を？」

  「ずいぶん前にやった。今は、より上級の全身硬気功をやっている」

  「色々あるのですか」

  「そうだ。最も初歩的な全身外功が岩皮功。その上が、玄げん武ぶ功こう、竜りゆう鱗りん功こう、鉄てつ皮ぴ功こう、金こん剛ごう功こう。それぞれの外功に一長一短があり、特性はいずれ説明しよう。単純な防御力ならば、オンリンがやっている鉄皮功が最強とされている。鉄皮功より上の外功は金きん蚕さん功こう、如によ来らい盾じゆん功こうくらいだが、その二つは実在すら危あやぶまれている」

  「そういえば、オンリンさんがなかなか来ませんね」

  　と、ホウショウ。

  「私が呼んできますね」

  　すぐに手を挙げて、リョウカは部屋の外に出た。皆がそろそろ腹を空かし始めていると思って、急いだ。とてとてと小走りで廊ろう下かを渡り、オンリンの部屋の戸を叩く。オンリンからの返事はなかったが、代わりに捕ほ虜りよとなった女将軍、ヒュンラの悲鳴が聞こえてきた。

  　嫌な予感がしたリョウカは、部屋の戸に手をかける。鍵かぎはかかっていなかった。

  「ああ、リョウカか」

  「……オンリンさん……！」

  　部屋の中に入ると、オンリンが朝からヒュンラを犯おかしていた。

  　オンリンは女だが、煉れん丹たん術の秘技を使って擬ぎ似じ男根を生やしている。その男根は、リョウカの天然ものほどではないにしても、そんじょそこらの男では話にならぬほどたくましい。そんなオンリンの凶悪な肉の棒が、寝台に大の字に鎖くさりで固定されたヒュンラの秘所を出たり入ったりしている。

  　リョウカは驚き、頬を朱に染めた。

  「何の用だ。リョウカ」

  「あの……その……もう、朝ごはんのためにみんな集まってるんですが……」

  「あ、そっか。姉あね者じやを待たせるのはまずい」

  　オンリンは、散々責め立てていたのに急に中断した。

  「はあ、はあ……」

  　盛大なよがり声をあげていたヒュンラが、荒い息をついていた。賭と身しん戦せんといわれる一いつ騎き打うちで負けた彼女は、オンリンからモノのように扱われている。ほぼ毎日激しく凌りよう辱じよくされて、普通の女ならば理性を失っていくところだが、ヒュンラは責めが一段落つくとまだまだ反抗的な態度を見せる。

  「帰ってきたらまた犯してやるから待ってろ」

  　と、オンリンはヒュンラの腹に拳こぶしを打ち込んだ。

  「いぎっ……！」

  　油断していたところに重い一撃を食らい、ヒュンラは苦く悶もんし、呼吸困難の末に気絶した。

  「…………」

  　それを見て、リョウカは眉をひそめた。

  　シュンライは、すでにヒュンラにあまり興味を持っていない。賭身戦でヒュンラを所有物にしたのはシュンライだが、ギョウサイの街での戦いのために駆けつけてきたオンリンに褒ほう美びとして与えてしまった。

  　シュンライやオンリンには、人の命のやりとりに関しておおらか過ぎるところがある。リョウカには、たまにそれが引っかかる。しかし、ヒュンラが敵だったのは確かだし、以前リョウカも一度だけヒュンラを犯すのには参加したことがあるので、あまり彼女たちを強くは否定できないのがもどかしい。

  

  　五人で、朝食のために宿を出た。小さな宿場町なので、まともな食事処は少ない。そこで五人は、屋や台たいが集まる広場に向かった。広場には青空の下に食卓や椅い子すが置かれていて、屋台で買ったものをそのまま食べることができる。五人はそれぞれ好みの屋台で朝食を買い、また集まった。シュンライとオンリンは、地じ鶏どりの丸焼きを三個ずつ買った。一日最初の食事とは思えない量だ。リョウカは酢す豚ぶたと野菜炒いためを注文。ホウショウは麻マー婆ボー豆ドウ腐フ、リランは揚げ豆腐の煮込みだ。

  「今、どの街に向かってるんでしたっけ？」

  　と、リョウカは酢豚を箸はしでつまみながら訊いた。

  「九きゆう谷こく関かんだ」

  　ホウショウが答えた。

  「九谷関はその名の通り関せき所しよの町だ。関所の九谷関城門を中心に、門前町とでも言うべきものが栄えている。踏とう破は不能の山岳地帯を避けて西回りで都みやこに向かうためには、どうしてもこの街を通る必要がある」

  　説明し終えたホウショウの口に、リランがレンゲで食べ物を運んだ。

  「朝ちよう廷てい軍の関所を破るのか！」

  　オンリンが盛り上がった。

  「いや」

  　ホウショウが首を横に振る。

  「九谷関を支配しているのは、反朝廷勢力。『崩ほう天てん教きよう』という」

  「反乱軍か！　そいつは心強い！　俺たちの味方じゃねぇか！」

  　オンリンが無む邪じや気きに喜んだが、ホウショウは苦い顔をした。

  「それがそうでもないんですよ。崩天教は、朝廷に負まけず劣おとらず民衆を苦しめているという話だ。崩天教主ジャホウセンは武術の達たつ人じんであり、やりたい放題だとか」

  「どっちみち」

  　と、シュンライ。

  「破れば、ただの関所だ。関係ない」

  　リョウカは、いかにもシュンライらしい物言いだ、と思った。シュンライは、物事を単純化する名人だ。何事にも迷わない。迷わない人間は、強い。

  　そんな会話を交わしながら、五人で屋台の朝食をとっていると、徐々に周囲に人が集まってきた。最初は気にならなかったが、いつの間にか数十人という規模になっていてリョウカは怖くなってくる。

  「これは……なんで人が集まってくるんでしょうか？」

  「路上で寝ていた難民だな」

  　リョウカの問いに、シュンライが答えた。

  「異民族ですね。朝ちよう廷てい軍の略りやく奪だつにあったのでしょう」

  　ホウショウが、シュンライの言葉を補足する。

  「この大陸では、様々な民族が暮らしています。しかし朝廷は、現在大陸主流派のラカン民族以外を弾だん圧あつしている。故郷を失った者は、働く所もなく街から街を渡り歩いて物もの乞ごいして生計を立てるしかないのです」

  「まったく……」

  　と、シュンライは渋い顔で財布を取り出した。そして、不ふ機き嫌げんそうに彼らに向かって小こ銭ぜにをばらまく。

  　物乞いたちは、地面に散らばったシュンライの小銭を必死で奪い合う。

  　シュンライは、施ほどこしを嫌う。施しを与えるのも、施しを受けるのも、だ。今日ばらまいたのは、彼らにさっさと離れて欲しかったからだろう。

  「物乞いとはなさけねぇ。どうして勝負に出ねぇんだ」

  　オンリンが、彼らの不ふ甲が斐いなさに腹を立てた。

  「朝廷のやり方は容よう赦しやがない。逆らえば赤ん坊でも殺されて木に吊るされる。戦わない難民に腹を立てる気持ちは理解できるが、やはり一番悪いのは朝廷さ」

  　そう言って、ホウショウは遠くに目をやった。その視線の先では、ホウショウの言葉通り、大木にたくさんの人間の死体が吊り下げられている。かなり距離があるので判りにくいが、恐らく子供の死体も交じっている。

  「本当に、朝廷の連中は害虫以下だぜ……！」

  　オンリンは怒ど気きもあらわに吐き捨てた。

  　まずい流れだ、とリョウカは思った。オンリンは持ち前の正義感から、激しく朝廷を憎んでいる。その憎ぞう悪おが、ヒュンラに向けられるのだ。ヒュンラは朝廷軍の女将軍。責任がないといえば嘘になる。
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  　捕ほ虜りよとはいえ、ヒュンラにも朝食が必要だった。

  　リョウカたちは、屋台でヒュンラの分の朝食も買って、持ち帰ることにした。朝食は、肉まんだ。

  　宿の前に着くと、

  「捕虜のメシは外で食わせよう、連れてくる」

  　オンリンがそんなことを言い出した。

  「何をするつもりなんでしょうか……？」

  　リョウカは不安げに瞳を揺らす。

  　オンリンが、ヒュンラを連れてきた。

  　ヒュンラは、頑がん丈じような鎖くさりで後ろ手に縛られていた。その首には革かわ紐ひもがかけられて、まるでオンリンの飼い犬のようだ。革かわ紐ひもで引っ張られて、ヒュンラは苦しそうにオンリンについていく。

  　本来、ヒュンラは毅き然ぜんとした絶世の美女である。それだけに、乱暴に扱われる姿は痛々しかった。

  　筋肉質の少女が、拘こう束そくした美女を連れ回す――。異様な光景だが、この大陸では奴ど隷れい売買はごく一般的に行われているし、それを見せびらかすように連れて歩くのも珍しい話ではない。仮に注意しようと思っても、このあたりでオンリンに文句が言えるのはシュンライだけだ。

  　オンリンは地面に買ってきた肉まんをばらまいた。

  「ほら、そのままひざまずいて、手は使わずに食うんだ」

  「――なっ！」

  　オンリンの命令に、ヒュンラは「きっ」と目つきを険しくした。気き丈じような女将軍だったヒュンラの心の奥底には、虐いじめられることを喜ぶマゾの気が眠っていたが、それが表に出るのは今のところ媚び薬やくが効いている時だけだ。

  「なんだその反抗的な目は」

  　オンリンは、ヒュンラの腹を蹴った。ヒュンラは後ろ手に拘束されているので、かわすことも受けることもできない。多少の外がい功こうは身につけているヒュンラだが、無防備なところにオンリンの蹴りをもらったのではたまらない。

  「ぐっ！」

  　ヒュンラは、くぐもった呻うめき声をあげてのたうち回った。

  「次は蹴り殺すぞ」

  「く……くそ……」

  　ヒュンラはひざまずき、手を使わずに地面に落ちた肉まんを食べ始めた。自然と、お尻を高く上げた姿勢になってしまう。

  　その屈くつ辱じよくに、ヒュンラは悔くやし涙を滲にじませた。

  「あの……オンリンさん……！」

  　たまらず、リョウカは前に出て声をあげた。

  「なんだ？」

  「……やりすぎじゃないでしょうか？」

  「甘っちょろいことぬかすなよ。朝ちよう廷てい軍がどれだけ民衆を苦しめてると思ってるんだ」

  「でも……いくらなんでも、抵抗できない相手をここまでいたぶるなんて！」

  「いいか。俺はまだリョウカのことをよく知らないし、認めたこともねぇ」

  　オンリンは、リョウカに顔を近づけた。

  　オンリンの瞳には力がこもっていて、まるで火が燃えているかのようだ。その迫力に、リョウカは思わず「うっ……」と身を引いた。

  「俺は、自分より強い人間の言うことしか聞かねぇ」

  　オンリンは、強く言い放った。

  「つまり、シュンライ姉あね者じやの言うことなら何でも聞く。だが、この世に姉者より強い人間なんていねぇし、俺より強い人間もいねぇ。そういうこった」

  「でも、ヒュンラさんに勝ったのはシュンライ様じゃないですか」

  　リョウカも、つい意地になって皮肉っぽく言った。

  　オンリンの片方の眉が「ぴくり」とはねる。

  「なるほどな……『まともにやったらオンリンよりヒュンラの方が強いかも』と、リョウカはそう言いたいわけか」

  「い、いえ……そんな……」

  「いいだろう」

  　うなずいて、オンリンはヒュンラの背後に回った。

  　そして、彼女の拘こう束そくを解く。

  「――え？」

  　ヒュンラを後ろ手に拘束する鎖くさりには、リョウカが作った『気き功こう封ふうじの札ふだ』が貼ってあった。札は武ぶ侠きようの力を弱め、鎖の結合力を高める効果があるのだ。仙せん人にん修行の賜たま物ものだった。オンリンは、その札を剥はがしたのだ。

  「勝負してやる。ヒュンラが俺に勝ったら、そのまま自由の身。俺がヒュンラに勝ったら、もうリョウカにも文句は言わせない。――それでいいですよね、姉者？」

  　同意を求められたシュンライは、オンリンとリョウカの板いた挟ばさみになって、珍しく困ったような表情になっていた。

  　すると――、

  「私からも頼む……この生意気な小娘を叩きのめしてやる」

  　そう言って、ヒュンラが立ち上がった。

  　互いの同意があった以上、決闘を止めるのはシュンライの主義に反する。

  　シュンライは「よし、判った」とうなずいた。

  　拘束を解かれたヒュンラは、久しぶりの自由に感激し、拳こぶしを握り締めた。その表情に、常勝不敗と呼ばれていた頃の覇は気きがよみがえっていく。

  「お互い、素す手でで文句はないな」

  　と、指の骨を鳴らしながらオンリン。

  「なんだと？」

  「それともあれか。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しとやらがないと何もできないか」

  「私をあまり侮あなどるなよ……後こう悔かいするぞ」

  　広い道の真ん中で、オンリンとヒュンラが対たい峙じする。

  「お前は、奴ど隷れい生活で体が鈍にぶってるかもしれないからな。最初の五〇手までは、俺は一切反撃しない。ただ、受けるだけだ」

  　オンリンは言った。

  「ふざけるのもそこまでだ！」

  　激げつ昂こうしたヒュンラが、オンリンに仕掛けた。

  　ヒュンラの動きは速かった。リョウカ、ホウショウ、リランといった武術経験の浅い者の目では、何が起きているのか理解するのでやっとである。

  　間合いを詰めたヒュンラは、牽けん制せいの下段蹴りのあと、飛び上がって回転しながら本命の蹴りを打った。旋せん風ぷう脚きやくである。ヒュンラの長い足の先端が、オンリンの首筋に突き刺さる。

  「蹴りはまあまあだな」

  　しかし、オンリンは平然としていた。

  「――っ！」

  　オンリンの筋肉は通常よりも膨ふくらみ、金属のような光こう沢たくを放ち始めている。

  　人間の防御力を飛躍的に向上する「鉄てつ皮ぴ功こう」だ。

  　ヒュンラの技は鋭するどいが、腕力はシュンライやオンリンの半分以下。普通の兵士を千人単位で殺すことはできても、鉄皮功を打ち破ることは不可能に近い。

  　まずい、と思ったヒュンラは攻撃を拳こぶしに切り替えた。

  　左右の拳の連打をオンリンの顔面に加えるが、びくともしない。

  　そこでヒュンラは、掌てのひらを使って発はつ勁けいの力をオンリンの中身に送り込むことにした。勁けい力りよくは、皮ひ膚ふや筋肉を貫通して内臓に直接ダメージを与える。鉄皮功も役に立たないはずだ。

  　ヒュンラは、掌しよう底てい打だをオンリンの腹部に打ち込み、勁力を送った。

  　ところが、オンリンはそれを予測していた。自分も丹たん田でんから勁力を放ち、ヒュンラの一撃を完全に打ち消してしまう。

  「突きは、軽すぎる」

  「くっ！」

  　体内での発勁を、「内ない勁けい」という。オンリンは内勁も強力だった。

  　万ばん策さく尽きたヒュンラは、指を伸ばして目め潰つぶしを狙った。

  　眼球は、どんな外がい功こう、硬こう気き功こうでも鍛きたえにくい。

  　ただ、目潰しを避けるのは簡単だ。他の攻撃と組み合わせて、連係の中に組み込んでこそ目潰しはその威力を発揮する。しかし、ありとあらゆる攻撃を防がれたヒュンラはただ直線的に目潰しを打つだけだ。オンリンは、頭を軽く左右に振るだけでいい。

  「旋風血けつ滴てき子しがなければ、その程度か」

  「くううっ……！」

  　ヒュンラは歯は軋ぎしりをした。

  「鉄てつ皮ぴ功こうを破らない限り、お前に勝ち目はないぞ」

  　オンリンは、ヒュンラの目潰しの連打をかわしきった。

  「五十手過ぎた。俺の番だな」

  　言うなり、オンリンは無造作に前蹴りを打った。

  　ヒュンラは咄とつ嗟さにそれを両腕を交差させて受けた。

  　が、蹴りの威力が強すぎて、ヒュンラはそのまま後方に吹き飛ばされてしまう。

  　数メートル飛んだあと、なんとか着地して踏ん張るヒュンラ。

  「くそ！」

  　体勢を立て直そうとするが、次の瞬間、オンリンはすぐ目の前に迫っていた。

  「！」

  　オンリンは、右腕を回すようにして殴った。

  　ヒュンラの脇わき腹ばらを、岩よりも硬い拳こぶしが抉えぐる。

  　ヒュンラは、今度は横に吹き飛ばされた。土ど塀べいに叩きつけられて、「かはっ」とかすれた悲鳴をあげる。

  　武器を持っての戦いならば、ヒュンラに分ぶがあったかもしれない。しかし、捕ほ虜りよに愛用の武器を渡すほどオンリンもお人好しではない。すべては、強力な武器に頼った戦い方に溺おぼれていたヒュンラの落ち度であった。

  「とまあ、こういうわけだ」

  　オンリンは得意げに微笑ほほえんだ。

  「これで晴れてヒュンラは俺のもの。二度と反抗しないように、両手両足の骨をへし折っておくか……」

  　物ぶつ騒そうなことを言いながら、意識朦もう朧ろうとしているヒュンラに近づいていく。

  　そこへ――、

  「……オンリンさん……！」

  　リョウカが、両手を広げて割って入った。オンリンの前に、立ち塞ふさがる。

  　これには、庇かばってもらったヒュンラも驚いた。

  「なんのつもりだ……？」

  　オンリンは、眉み間けんに深いシワを刻んだ。

  「もう、勝負はつきました。これでいいでしょう」

  「まだよく判ってねぇみたいだな。俺は、自分より強いヤツの言うことしか聞かないんだって」

  　と、オンリンは睨にらみつける。

  「……判りました」

  　リョウカは、オンリンの目を真っ直ぐに見つめ返した。

  「じゃあ、私がオンリンさんに勝てばいいんですね？」

  　そう言われて、オンリンは最初きょとんとした。理解できなかったのだ。

  　数秒後、その言葉の意味を呑み込んで、オンリンはバカ笑いを始めた。

  「笑わせてくれるぜ……お前が俺に勝つ？　無理だよそれは」

  「今は無理かもしれませんが、一カ月後に私と試合をしてください。それでどうですか」

  「…………」

  　リョウカの真っ直ぐな視線と真剣な口調に、オンリンは笑うのをやめた。

  「どうやらマジみたいだな」

  「もちろん、本気です。私は」

  「こんなこと言ってますが、いいんですかい姉あね者じや？」

  　オンリンはシュンライに話を振った。

  「……リョウカがそう言ってるんだ。一カ月後に試合すべきだろう」

  　と、困った顔のシュンライ。

  「ういっす。決まったぜ、おちびちゃん」

  　戦いが決まったオンリンは、なぜか上じよう機き嫌げんだ。

  「これから一カ月は、そのクソ度胸に免じてヒュンラの身柄は姉者に返しておこう。ただし、決闘の前に逃がしたりすんじゃねぇぞ。それに、いざ試合となったら、俺は容よう赦しやしねぇからな。覚悟するんだな」

  　ごくり、とリョウカは生なま唾つばを飲み込んだ。無む謀ぼうなことをしたのは、本人も判っている。勝てるわけがないのだ――常識的に考えれば。そして恐らく、オンリンは本当に手加減を知らないタチの人間だ。

  　オンリンは、宿の部屋に戻っていった。

  　リョウカには、シュンライが近づいてくる。

  「とんでもない約束をしたものだ」

  「すみません……シュンライ様」

  「謝ることはない。だが、なぜ敵のために体を張った？」

  「私には、あの女将軍がそれほどの悪人とは見えないのです。心を込めて優しく接すれば、気持ちが変わって朝ちよう廷ていに反抗する仲間になってくれるかも」

  　そう言って、リョウカはヒュンラに目をやった。ヒュンラは、まだオンリンから受けたダメージから立ち直っていない。ホウショウとリランが、ヒュンラの様子を見つめる。

  「リョウカは、懐ふところが広いな」

  　と、シュンライ。

  「しかし、それでもやはりオンリンに決闘を申し込んだのはいただけない。オンリンが武術を始めたのは三歳の頃。この私でも、オンリンが三人いれば勝てるかどうかは判らない。それほどの凄すご腕うでだ」

  　単純計算で、オンリンの力はシュンライの三分の一……。いくらなんでもこの計算は単純すぎるにしても、それがとんでもない強さだということはリョウカにも理解できる。シュンライは、たった一人でも数万の軍隊を壊かい滅めつできる。オンリンも、一万人程度ならどうにかなるということだろう。

  「この試合は、二人の同意の上で行われるものだ。だから、私はどちらの味方もしないぞ」

  　そんなシュンライの言葉に、リョウカは迷わずうなずいた。

  「もちろんです……私は、ただいつものようにシュンライ様に鍛きたえていただければ、それでいいんです」

  　リョウカの覚悟は固まっていた。とにかく、ヒュンラがかわいそうで仕方なかったのだ。一カ月後どうなっているのかは判らないが、とりあえずヒュンラを助けることができてリョウカはほっとしていた。

  「そうか。よく言った」

  　シュンライは、リョウカの頭を撫なでた。

  「リョウカは、強い心を持っている。自分の道を信じる心だ」

  「そんな……」

  「ますますリョウカのことが好きになった」

  「へへへ……」

  　シュンライに褒ほめてもらえるのなら、勇気を出したかいがあったというものだ。

  　とはいえ、オンリンと戦うのは恐ろしい。勝ち目がないのは自分でも判っているが、一カ月全力を尽くすしかないだろう。とりあえず、いくらなんでも同じ拳けん神しん雷らい一門、殺されることはない。それだけが救いだ。

  

  　大型の馬車の荷台に、神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうと再び拘こう束そくしたヒュンラを積み込んで、リョウカたち一行は旅を続けた。

  　リョウカたちが移動に使う馬車は二台。軍馬六頭立ての大型戦車に四人、二頭立ての普通の馬車に二人乗り込む。

  　隊商の一団などとすれ違いつつ街道を進んでいくと、険しい山並みが見えてくる。街道から見て、右手側がローカン山脈、左手側がコウクン山脈だ。どちらも、鳥以外は獣けものですら棲むのを嫌がる難所中の難所である。深しん山ざん幽ゆう谷こくとはまさにこのこと。鋭するどい針葉樹と尖とがった岩がん盤ばんが、人の侵入を固く拒こばんでいる。

  　そんな二つの山脈の間を縫うようにして、細い道が走っている。細い道の入り口を塞ふさぐようにして、巨大な城門がそびえ立つ。

  　朝ちよう廷ていが莫大な資金と奴ど隷れいを投入し完成させた守りの要かなめ、九きゆう谷こく関かん城門である。今ではその門前町も含めて、崩ほう天てん教きように支配されているという。
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  　リョウカたち一行は九きゆう谷こく関かんの門前町に到着した。

  　門前町の周囲には、見張りのための物もの見み櫓やぐらがたっていた。確かに朝ちよう廷てい軍の兵士ではなく、より軽装の民みん兵ぺいが見張りについている。

  　リョウカたちは異様な集団だ。リョウカ、ホウショウ、リランの三人はともかく、シュンライとオンリンは有名人だし巨大な武器を持っている。ここが朝廷軍の支配地ならば、見張りが応援を呼んでいきなり戦闘になるところだが、崩ほう天てん教きようの民兵は賞金首の存在に気づいても何も言ってこなかったし、行く先を遮さえぎろうともしなかった。崩天教は、リョウカたちを敵とは見ていないらしい。しかし、ホウショウの話によれば崩天教も朝廷と変わらぬ非道の連中とのこと。油断はできない。

  　九谷関門前町の大通り。このあたりには特産品などはないが、店や市場は賑にぎわっていた。なにしろ、大陸西南部から西部へ移動するには、ここ九谷関城門を抜ける以外の選択肢がないのだ。海路という手がないではないが、船の建造や運航は朝廷に厳しく管理されていて一般市民はまず使うことができない。よって自然と九谷関門前町をたくさんの旅人が利用するようになり、旅費を落としていくようになった。行き交う隊商の数も多く、店の品揃えは豊富で、[image: ]ひよう局きよく（隊商のガードマン）の仕事にも困らない。

  「これだけの大都市、要よう害がいを手中に収めて、朝廷軍に奪だつ回かいを許さないとは……崩天教の勢力は侮あなどりがたいものですな」

  　と、ホウショウがつぶやいた。

  　馬車で進んでいくと、異様な一団が通りの向こうからやってきた。

  　黒衣の男女が、銅ど鑼らや太たい鼓こを鳴らしながら行進している。

  　行列の先頭の男は、「崩天教」と大きく書かれた旗はた指さし物ものを持っていた。

  「あれが……崩天教団か」

  　そう言って、シュンライが目を細める。

  　崩天教団の人間は、口々にその教理を大声で叫ぶ。

  「偽いつわりの道理を崩し、真の道を究めよ！」

  「偽りの政道を崩し、真の道を究めよ！」

  「天に道理なし地に正義なし！　崩せぬ道理は、ジャホウセン様の教えのみなり！」

  　そして彼らは、紙の札をばらまいた。商売繁はん盛じよう、無病息そく災さいを願ったありふれた札だ。リョウカのような仙せん人にんの修行をしていたものには、それがただの紙切れだと一目で判る。しかし街の人々は、争うようにしてその札を拾い集め、崩天教団の人間に御お布ふ施せの金きん子すを差し出している。

  「あんまり関わりたくねぇ連中だな……」

  　オンリンが言った。

  「関せき所しよ破りはいつでもできる。まずは、宿を探そう」

  　と、シュンライ。

  

  　――数分後。

  「あそこがいい」

  　オンリンが宿を見つけた。オンリンが指差したのは、三階建ての大きな宿だった。吹き抜けの酒場を中心に、二階と三階に客室がある造りの宿だ。

  　宿の名前は、『月げつ女じよ楼ろう』といった。

  「よさそうだな」

  　と、シュンライも同意を示す。この時点で、泊まるのは決まった。

  　しかし、リョウカは一いち抹まつの不安を覚えていた。嫌な予感、と言っていい。月女楼の看板には、女同士が絡み合ういやらしい絵が描かれていたからだ。

  　馬車を馬屋につないでおく。神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうはそのまま荷台の上だ。どうせ、これを盗める人間など滅多にいない。仮に怪かい力りきのものが盗もうとしても、あの大きさだ。すぐに気づく。

  　店の中に入って、リョウカの予感は的中した。月女楼は、ただの宿ではなく、このあたりでは有名な女同士専門の娼しよう婦ふ館でもあったのだ。吹き抜けの酒場には、女の給きゆう仕じ係兼娼婦がうろついている。彼女らは、上はちゃんとした服を着ているが、下は極めて布地の面積が小さい水着をはいているだけだ。

  　店の客にはやはり旅の途中の女武術家が多く、シュンライとオンリンには否いやが応おうでも注目が集まった。その注目は悪い意味ではなく、ほとんどが尊敬のまなざしである。

  　リョウカたちは円卓を囲んで、椅い子すに座った。ヒュンラもいるが、相変わらず後ろ手に拘こう束そくされている。首輪の革かわ紐ひもの先を握っているのは、シュンライだ。

  　酒場にいるのは、客と給仕係だけではない。踊り子もいる。踊り子たちは皆、紐のような水着姿で、限りなく全ぜん裸らに近い。豊満な体を過激な衣装で包んだ美女美少女たちが、腰を振り、乳ち房ぶさを揺らし、艶なまめかしい振り付けの踊りを酒場のあちこちで披ひ露ろうしている。

  　あまりの過激さにオンリンは口笛を吹き、リョウカは顔を真っ赤にした。

  「いらっしゃいませ」

  　給仕係の一人がやってきた。

  「当店は、半額を前払いになっておりますが……何日ほどこの宿をご利用なさいますか？」

  「これで適当に。二日ほど頼む」

  　シュンライが、銀貨が詰まった袋を給仕係の娘に投げ渡した。朝ちよう廷ていの役人などから奪い取った金銀財宝の一部だ。この宿が一泊いくらか知らないが、恐らくシュンライが渡した額は相場の数倍だろう。

  「は、はい……！　ありがとうございます！」

  　給きゆう仕じ係は何度も頭を下げて、慌あわてて帳ちよう場ばへ走っていった。

  　その結果、店がリョウカたちを上客と認めた。すぐに、リョウカたちの円卓に踊り子や娼しよう婦ふを兼ねた給仕係の娘たちが集まってきた。

  　ヒュンラとリランを除く四人に、一人ずつ娘がついた。リョウカの前にひざまずいたのは、短い髪で赤い水着を着た美女だった。リョウカよりもずっと年上で、恐ろしく胸が大きい。

  「クリネよ、よろしくね」

  「あ、あの……私……」

  　リョウカはさすがに恥ずかしくて遠慮しようとしたが――、

  「女の武術家は強いほど、女を抱きたがるもの……たっぷりと楽しんでいってくださいませ」

  　クリネは素早く唇を重ねて、それを遮さえぎった。リョウカの唇を割って、クリネの舌が侵入してくる。先端と先端が触れ合って、リョウカの体が「びくん！」と震える。クリネの舌は長かった。さらに、クリネの舌がからみつく。

  「しゅ、シュンライさまぁ……」

  　キスから解放されたリョウカは、助けを求めてシュンライの方を見た。

  　しかし――、

  「リョウカ、こういう時は、楽しめ。これも女武ぶ侠きようのたしなみだ」

  　シュンライはシュンライで、すでに娼婦とキスを交わし、椅い子すの上で抱き締め合っている。

  　シュンライの相手は、おしとやかそうな長髪の美少女だ。名前は、リコといった。

  　武術のために気き功こうを煉ねれば煉るほど、体内の精力も高まっていく。なので、気功に長たけた武侠ほど性欲は旺おう盛せいになる。

  　オンリンは、すでに円卓の上に踊り子のハランを押し倒していた。

  　その踊り子――ハランは、長身で筋肉質。肌は褐かつ色しよくで、目つきが鋭するどい。よく体を鍛えた気の強そうな美少女だったが、早くもオンリンの愛あい撫ぶに喘あえぎ始めている。

  　リランは、娼婦とともにホウショウを楽しませているが、かわいそうなのはヒュンラだった。周囲で激しい性交が始まっているのに、自分は奴ど隷れいだから誰にも相手にしてもらえない。しかしまさか自分の口から「私も」と哀願するわけにもいかず、太ふと腿ももの内側を擦こすり合わせてもじもじするだけだ。

  　気がつけば、他の客も思い思いの相手と盛り上がっている。

  

  　クリネが立ち上がって、紐のような水着を横にずらして乳ち首くびを露ろ出しゆつさせた。

  「ねぇ……吸って……」

  　山やま葡萄ぶどうの実のような、熟した乳首だ。あまりに美味そうで、リョウカは思わずむしゃぶりついてしまう。口の中で含んで転がすと、クリネが色っぽい悲鳴をあげた。

  　次の瞬間、クリネの乳にゆう頭とうから液体が迸ほとばしってリョウカは驚いた。

  「あっ」

  「驚いた……？」

  「牛ぎゆう煉れん功こう、というの。その気功を極めると、妊にん娠しんしていなくても母乳が出るのよ。そうやってできた母乳には、性感を高める効果があるの……九きゆう谷こく関かんの腕のいい娼しよう婦ふなら必ず使える技よ」

  「牛煉功……」

  　クリネの母乳の効果はてきめんであった。踊り子たちを見てすでに勃ぼつ起きしていたリョウカの男根が、さらに反って硬さを増す。

  　リョウカは、たまらず下着をずらし、勃起した男根を取り出した。

  　それを見たクリネの瞳が、好色そうに潤うるむ。

  「あら……あなたは龍りゆう鳳ほう双そう具ぐなのね」

  「はい……薬で生やしました」

  　話がややこしくならないように、リョウカは嘘をついた。

  「いい薬を使ったのね……こんな立派なのは、初めて……」

  　クリネはまず、乳首の先端でリョウカの男根を撫なでた。根本から裏スジまでを、何度も往復して丹たん念ねんに刺激する。たくましい男根が、牛煉功の母乳に塗まみれる。

  　乳首による愛あい撫ぶがあまりに気持ちよくて、リョウカの腰が砕けそうだ。

  　クリネは、豊満な乳房でリョウカの男根を挟はさんだ。しっとりと、吸い付くような肌の感触。素晴らしい弾力に刺激されて、男根の先端に先走りの汁が滲にじむ。

  　クリネが、胸を上下に揺すって男根をしごき始めた。牛煉功の母乳が潤じゆん滑かつ油ゆの役目を果たし、ねちょねちょと淫いん猥わいな音を立てる。

  「んっ、んっ……」

  「くっ……気持ちいい……！」

  　胸でしごきつつ、クリネは男根の先端――鈴すず口ぐち（尿によう道どう口）――に舌を這はわせた。

  　リョウカの腰に、電流のような快感が走る。

  「ああ……素敵なイチモツ……もっと感じさせてあげる」

  　クリネはさらに、舌先でカリ首の部分をなぞった。たっぷりと男根をいたぶってから、歯が当たらないようにくわえて頬の内側にこすりつける。頭を上下し、強く吸引する。

  　――た、たまらない！

  　リョウカは瞼まぶたを閉じ、唇を噛み締めた。

  　快感が爆発して、リョウカは腰を引いた。クリネの口から男根が解放された瞬間、精液が放たれる。

  「あッ――！」

  　濃密な液体を顔にかけられて、クリネは興奮し、声をあげた。

  　その匂いを嗅かいで、クリネは無意識のうちに舌した舐なめずりをしてしまう。

  「す、すみません……顔に……」

  「いいのよ……すごくいい……」

  　クリネは、顔にかかった精液を指でとり、口に運んだ。

  

  「……まだ勃ぼつ起きしてる……」

  「ごめんなさい……」

  「謝らなくていいのよ。私もいかせて……お願いします」

  　クリネは、円卓の上で仰向けになって大きく脚を開いた。

  　その局部はしとどに濡れていて、熱くなっている。

  　女性器も尻の穴も、餌えさを求める魚の口のようにひくひくしていた。

  　大きな円卓は、今は性交用の寝台と化していた。リョウカの隣となりでは、シュンライとリコが相あい舐なめ（シックスナイン）の体勢で、お互いの女性器を刺激し合っている。そのまた隣では、オンリンが四つん這ばいのハランを背後から薬で生やした男根で突きまくっている。ホウショウは、リランと娼しよう婦ふに前後の穴を同時にえぐられて息も絶え絶えだ。

  　リョウカは、クリネの濡れた女性器に男根を当てて、一気に突き込んだ。

  「――ッ！」

  　クリネは、声にならないよがり声をあげた。

  　ぎゅ、と締め付けられて、リョウカは呻うめいた。さすが踊り子。シュンライほどではないが、腰や足の筋肉がよく鍛えられているので締まりがいい。リョウカは、高まった性欲と肉の快感に任せて腰を振り続けた。

  「突いて、突いて、突いて……突き殺してぇ……！」

  　快感に溺おぼれて、クリネの足は指先まで反り返った。女が本当に感じているかどうかは、足の指を見れば判る。

  　リョウカの肉の棒が、「ゴッ、ゴッ」と奥まで犯おかす。

  　クリネは、ほとんど無意識のうちに腰をあげてリョウカを歓迎する。じゅっぽ、じゅっぽと二人の結合部で出し入れの卑ひ猥わいな音が響くたびに、クリネの開きっぱなしの口から涎よだれが飛び散った。

  「すごい……もう、腰が止まらないよぉ……！」

  「……ああ、もう、いきそう……いっちゃう……！」

  　クリネが絶頂の悲鳴をあげ、リョウカもクリネの中で二度目の射精をした。
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  　結局、ヒュンラ以外は三時間も性交を楽しみ、娼しよう婦ふたちのほとんどが失神し、それからようやく食事と飲み物を注文した。リョウカたちは服装を正し、注文したものが届くのを待つ。今も、店のあちこちでは娼婦と客との痴ち態たいが繰り広げられている。リョウカが仙せん人にんの修行をしていた霊れい峰ほうコルンでは、絶対に有り得ない光景だった。ギョウサイにもこのような店はあったのだろうが、すぐに太たい守しゅランガンとの戦いが始まってしまったので行く暇ひまがなかった。初めての「プロ」との性交に、リョウカの興奮はなかなか収まらなかった。

  「楽しんだようだな」

  　シュンライが、リョウカに向かって言った。

  「は、はい……」

  　リョウカはうなずき、そしてシュンライの耳元に口を寄せ、ささやく。

  「でも、シュンライ様とが一番です……」

  「んっ」

  　性交の時以外は無表情なことが多いシュンライが、珍しく小娘のように頬を赤くした。

  　それに気づいたオンリンが、むっとしたような表情をみせる。

  　外は、段々暗くなってきた。夜が近づくにつれてさらに客も増え、月げつ女じよ楼ろうは益ます々ます盛り上がっていく。

  「どうも皆様」

  　と、店の奥から妙みよう齢れいの美人が出てきた。

  　女は、よく通る声で続ける。

  「店の主あるじのメハランと申します。この月女楼をひいきにしてくださり、まこと感謝の極み。今日は特別な催もよおし物がございます」

  　特別な催し物、と聞いて店内が少し静かになった。

  「旅の踊り子、麗うるわしのアルシャの舞ぶ踏とうをご覧ください……！」

  　よく見れば、この酒場の中央は舞台のようにせりあがっている。

  　幕を潜って花道を歩いて、一人の少女が舞台の上に現れた。

  　白鳥が水辺を進むような、優ゆう雅がな歩き方だ。その時点で、並の踊り子ではないことが判った。

  　踊り子の少女――アルシャ。

  　少女は金髪で、瞳が赤い。肌が、透すき通るように白い。長い髪を、後ろで大きく二つに分けている。リョウカより年下で華きや奢しやな感じだが、四し肢しはほどよく引き締まっている。胸は発展途上といったところだが、むしろそこに危あやうい色香が漂ただよう。

  　乳ち首くびや股こ間かんを隠すだけの過激な衣装が、少女の妖精のような魅力を際きわ立だたせていた。その衣装には、お尻のあたりに鳥の尻尾しつぽのような飾りがついていた。そして少女はもう一枚、天てん女によの羽は衣ごろものような薄い布地を身にまとっている。

  　アルシャの物腰には、神秘性と高貴さが同時に備わっていた。

  

  　アルシャが、蠱こ惑わく的な瞳で店内を見渡した。

  　若さに似合わない迫力で、客たちの欲望をわしづかみにする。

  　アルシャの視線がシュンライを見て、止まった。

  「……っ！」

  　ほんの一瞬だけ、アルシャが驚いたように目を微かすかに丸くする。

  　店の奥から音楽が鳴り出して、アルシャの舞ぶ踏とうが始まった。

  　アルシャは動きがしなやかで、ただ腰を振るだけでも華があった。その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに、観客の目が釘くぎ付づけになる。胸、足、尻を強調する独特の振り付けは、西部海岸地帯仕込みの舞踏のように見えた。

  　舞台の中心には、一本の細い柱がたっていた。アルシャは、その柱を上う手まく使って観客たちをさらに魅み了りようしていく。

  　アルシャは、右手を柱に添えてバランスをとり、立ったまま左足を大きく持ち上げた。開いた足の角度はほとんど一八〇度で、長さとしなやかさが強調される。

  　不思議なことに、アルシャの動きに合わせて、彼女がまとっている羽衣が生き物のように動いた。その不思議さも加わって、アルシャの舞踏はこの世のものとは思えない美しさだ。
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  　やがてアルシャは、舞台を下りた。踊りながら、客と客の間を歩く。

  　段々と、アルシャがリョウカたちの円卓に近づいてくる。

  　アルシャは、明らかにシュンライを見ている。

  　とうとう、アルシャはリョウカたちの円卓に飛び乗った。

  　目の前でアルシャの肉体が躍動し、リョウカは「ごくり」と生なま唾つばを飲み込んだ。

  　アルシャは四つん這ばいの姿勢で尻を振って挑発し、かと思えばすぐに立ち上がって足を高く上げる。激しい舞ぶ踏とうで、アルシャの肌にはうっすらと汗が滲にじみ始めている。

  　アルシャは、膝ひざを曲げたまま足を広げた。Ｍ字開脚だ。

  　その姿勢から、シュンライに向かって股こ間かんを突き出す。腰を振る。
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  　アルシャの艶なまめかしい舞踏が終わり、リョウカたち一行はこれから泊まる部屋に案内された。その頃には、すっかり夜になっていた。

  　シュンライが気前よく宿代を払ったおかげだろう。一行は、月げつ女じよ楼ろうの三階にある最上級の大部屋に通された。六人がいっぺんに泊まることのできる部屋だ。

  　四人が同時に横になれそうな、天てん蓋がいつきの大きな寝台が二台。豪華な家具のほとんどは、材質が暗あん赤せき色しよくの紫し檀たんで統一されている。床には西せい域いきの特産品である分厚い絨じゆう毯たん。きらびやかな照明。調度品は地元の職人たちによる手作りの品。ほとんど温泉のような広い内風呂まである。部屋に入ってくつろいだだけで、王侯貴族になったような気分だ。

  「今から、リョウカは私と稽けい古こだ」

  「……はい！」

  「俺はもう少し下で娼しよう婦ふを抱いてくる」

  　と、オンリンは不ふ機き嫌げんそうな顔で部屋を出て行った。

  　ホウショウとリランは、ずっともじもじしているヒュンラがかわいそうなので少し可愛かわいがってやるそうだ。それを聞いたヒュンラは、少し複雑そうな顔をしたものの、素直に股またを開いて特製の媚び薬やくを受け入れた。

  　リョウカとシュンライは宿の女主人――メハランをつかまえて、どこか近くにいい拳けん法ぽうの稽けい古こ場所がないか訊たずねた。

  「ならば、この宿の地下を使うとよいでしょう」

  　なにしろ、シュンライは金払いがいい。余計な頼みごとをしても、メハランは満面の笑顔を浮かべたままだ。

  「本当は秘密の快楽を求めるための部屋なのですが、今はちょうど利用者もおりません。どうぞ、ご自由にお使いください」

  　と、地下室の鍵かぎをくれた。

  

  　食料倉庫の裏にある隠し扉とびらを抜けて、階段を下り、月げつ女じよ楼ろうの地下室へ。

  　地下室は、皆で泊まっている大部屋と同じ造りだった。内装も似通っているが、違うのは性交用の様々な道具が揃っていること。たくさんの張り形デイルドーが壁に飾られているのを見て、リョウカは色々と妄もう想そうしてしまう。

  「少し待て」

  　シュンライは、机の上に白い紙を敷いた。その上に、腰にさげていた麻あさ袋ぶくろの中身をぶちまける。袋には、旅の途中で買い集めた薬草が入っていた。

  　シュンライは厨ちゆう房ぼうで借りてきた乳にゆう鉢ばちと乳棒を使って、薬草の圧あつ搾さくと粉ふん砕さいを始めた。

  「何かを作るんですか？」

  「今日から、リョウカを本当に強くするための外がい功こうを始めたいと私は思っている」

  　作業しながら、シュンライは言う。

  「リョウカは今までに、内ない功こうと軽けい功こうの修行を積んでいる。鉄てつ砂さ掌しようも順調だ。しかし、いくら套とう路ろを覚えて勁けい力りよくを使いこなし拳こぶしを硬くしても、全身硬こう気き功こう――最低でも岩がん皮ぴ功こう――を会え得とくしていなければ武ぶ侠きようの戦いに混ざることはできない。しかし、ここで問題がある。岩皮功を会得するには、かなりの危険がつきまとうのだ」

  「覚悟の上です……！」

  　リョウカは即答した。迷いはなかった。

  「覚悟していても、ケガをする時はケガをする。本当に危険なんだ」

  　さらに、シュンライは念を押してきた。

  　しかし、リョウカの覚悟はもう揺るがない。

  「もう……私は、分かれ道で戦いの道を選びました。今更引き返せるはずがありません！」

  「よく言った。それでこそ私の命の恩人だ」

  　シュンライは、満足げに微笑ほほえんだ。

  　シュンライは握力が強いので、薬草をすり潰すのも速い。すり潰した薬草を瓶びんに移し、そこに薬液や油を加える。鉄砂掌の修行を積んでいるリョウカには、それが何なのか大体見当がついた。武術家秘ひ伝でんの治ち療りよう用香こう油ゆだ。

  「では、岩皮功の修行に入る」

  「……はい！」

  「岩皮功も、基本は鉄砂掌と同じだ。痛めつけて、治療して、強くする。鉄砂掌はそれを拳とてのひらでやったが、今度はそれを全身でやる。リョウカ、とりあえず全ぜん裸らになりなさい。下着もだ」

  

  「…………」

  　リョウカは、ゆっくりと服を脱いでいった。

  　二人とも全ぜん裸らならともかく、リョウカだけがそうだとなんとなく恥ずかしい。胸と股こ間かんを腕で隠す。

  　うっすらと筋肉がつき始めたリョウカの裸体。シュンライや他の女性たちと性交を繰り返すうちに、胸と尻がボリュームを増した気がする。リョウカの股こ間かんの男根は、平常時は二寸すん（六センチ）ちょっとの長さだ。

  　シュンライは、腰を屈かがめて床を触った。軽く叩いて床の材質の硬さを確かめてから、「よし、ここでいいな」とうなずいた。

  「では、何をするか説明しよう。リョウカ、その椅い子すの上に立ちなさい」

  「は、はい……」

  　リョウカは椅子の上に立った。椅子の高さは一尺しやく四寸ほど。

  「椅子から、飛び降りる。それを繰り返す」

  「……っ！」

  「たかが椅子の高さだが、慣れないうちは下へ手たをすると怪け我がをする。飛び降りるときは体を真っ直ぐにして、余計なことをしてはいけない。ただし、顔面と後頭部は腕で守っておくこと。頭部を鍛える外がい功こうはまた別の種類だ。何か質問は？」

  「あ、ありません……！」

  「そうか、ならば……」

  「いきます」

  　覚悟を決めて、リョウカは椅い子すから飛び降りた。確かにたかが椅子の高さだが、リョウカは数メートルを飛び降りた気分だ。全身を床で打つと、かなり効いた。その痛さに、リョウカは驚く。甘く見ていた。

  「いつつ……」

  「ケガはないか」

  「だ、大丈夫です……」

  「なら、続けろ。やっているうちに、衝撃の瞬間無意識に勁けい力りよくを使い、体の内側で受身をとるようになる」

  「はい……！」

  　また椅子を上がり、飛び降りる。体を打つ。また上がる、飛び降りる――。腕から落ちると、シュンライに叱しかられた。相手に攻撃されそうな場所を鍛えなければ意味がない。二時間ほど落ち続けて、ようやくシュンライは「そこまで」と言った。

  「ああ……」

  　リョウカは、痛みと疲労を吐き出すように深く呼吸した。全身の節ふし々ぶしが痛む。全裸の肉体のほぼ全面が赤く腫はれている。このまま放っておけば、内出血と打だ撲ぼくで修行どころではなくなるだろう。ここで、シュンライ特製の治ち療りよう用香こう油ゆの出番だ。

  「寝台で、横に」

  　リョウカは、言われた通りにした。横になって、少し楽になった。

  　シュンライはリョウカの傍かたわらに立ち、香油をてのひらですくいとった。そして、リョウカの肌に優しく塗りつける。

  「あっ……」

  　ひんやりとした香油の感覚に、リョウカは思わず嬌きよう声せいをあげた。

  「……もし、香油だけで心配なようなら、自分に治ち癒ゆの霊れい符ふを貼ってから寝るといい」

  「は、はい……」

  　香油を溜めたシュンライの手が、リョウカの白い肌の上を滑る。たちまちリョウカの全身が香油のせいでてらてらと光りだした。椅子から飛び降りた痛みは消えて、入れ替わるようにリョウカの男根が反応した。

  「あっ……そんな……」

  「恥ずかしがることはない……香油にまみれて興奮するのはよくあることだ」

  「ああ……シュンライ様」
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  　シュンライも、全ぜん裸らになった。

  　香油の瓶びんを傾けて、自分自身に塗りつける。

  「残りの香こう油ゆは、私の体を使って塗ろう……」

  　シュンライは、リョウカに覆おおいかぶさった。

  　香油まみれの二人の体が密着し、粘ねん着ちやく質しつな音を立てる。

  「気持ちいい……」

  　香油のせいだろうか。リョウカは自分の感度が上がったのではないかと思った。それほどの快感だった。

  　シュンライの手が伸びて、リョウカの男根の亀き頭とうを撫なで回した。香油のおかげで、いつもより滑らかだ。ぬめぬめとした感触に、リョウカの男根がどんどん硬さを増していく。リョウカは修行で疲れていたが、もう欲望が止まらない。シュンライは、リョウカの肉の棒を指でもてあそんだ。焦じらすようにしごかれて、リョウカは泣きそうだ。

  「シュンライ様の手……上下に動いて……もっと……」

  「まだまだ。気をやるのは早いぞ……」

  　シュンライは、リョウカの体の上を前後した。とろり、と二人の乳ち房ぶさと乳首がからみ合う。同時に、よがり声をあげる。肌のすべてが性感帯になってしまったかのようだ。

  　二人は舌を伸ばして、ディープなキスを交わした。

  「ん、ふっ……シュンライ様……」

  「リョウカ……」

  　ここで、シュンライは急に体を反転させた。リョウカと、足と体の向きが逆になる。

  　リョウカの目の前には、シュンライの局部。

  　シュンライの目の間には、リョウカの男根。

  　相あい舐なめ、シックスナインの体位だ。

  　完全に勃ぼつ起きしたリョウカの男根の長さは、一尺しやく（三〇センチ）近い。太さはそれほどでもないが、エラがはっていてまるで鉤かぎ爪づめだ。

  　リョウカの男根も油に濡れているので、シュンライの喉のどの奥までスムーズに呑み込まれていった。充血した亀頭が、シュンライの喉でさらに膨ふくらむ。快感と息苦しさで、シュンライの両目に涙が溜まった。

  　普段とは向きが逆のフェラチオに、リョウカの腰が思わず浮いた。男根の裏筋と口の粘膜が触れ合って、気絶しそうなほどの快感だ。ちょうど、リョウカの女性部分にシュンライの荒い鼻息がかかって、それもまたたまらない。

  　リョウカも、舌を伸ばした。生まれて初めて、女性の局部に顔を埋うずめて愛あい撫ぶする。シュンライの陰核クリトリスを刺激すると、反対側から甘い悲鳴があがった。リョウカはすっかり楽しくなって、シュンライの秘所に舌をさし込んだ。リョウカの顔にシュンライの愛液が降りかかり、油と混ざってさらに照り輝く。「ぴちゃ、ぴちゃ……」と、二人が口と舌を使う淫みだらな演奏が続く。

  「リョウカの……熱くて大きい……今日も最高……」

  　シュンライは口をすぼめて、リョウカをしごく。

  　リョウカの舌先が、シュンライをくすぐる。

  「あああッ、もうダメ！　リョウカッ……好きぃ……！」

  「あッ、あッ……シュンライ様……！」

  　二人は、ほぼ同時に絶頂に達した。

  「……っ！」

  　びくっ、びくっ、と震えたあと、余よ韻いんを楽しむ。

  　シュンライの喉のどに、リョウカの精液が溢あふれた。シュンライはもちろんそれを飲み干し、リョウカの男根をさらに吸ってキレイに掃除した。

  

  　器き解かい族ぞくであるリョウカの勃ぼつ起きは一度の射精では収まらないし、性欲旺おう盛せいなシュンライも一度の絶頂では満足しない。

  「リョウカ……もっと……」

  「私も……欲しい……シュンライ様が……」

  　リョウカは床に立ち、寝台の上で仰向けになったシュンライの足を両脇で抱えてから、凶暴な帆ほ柱ばしらを蜜みつと油で溢あふれる花弁に挿入した。

  「ああッ――！」

  　この大陸では、性交時の体位は四十三手にまとめられている。

  　これは「老漢推車ラオハントウイチヤ」という体位だ。

  　シュンライほどになると、武術だけでなく性交も達たつ人じんの域である。呼吸法を使って、性交の基本であり極ごく意いでもある「控コン」と「縦ツオン」を見事に使いこなす。控とは女陰を締めること、縦とは女陰を緩ゆるめることだ。リョウカの敏感な男根が、自由自在にいたぶられるのだからたまらない。

  　リョウカは、夢中になって腰を動かした。加速する快感に引き摺られるようにして、どんどんとその動きを激しくしていく。突いて、引いて、突いて、引いて――。いやらしい音が、二人のあえぎ声が止まらない。シュンライは涙を流し、女陰の一番深いところでリョウカを受け止めた。

  「もう……こんなの、ダメ、死にそう……」

  「リョウカの……リョウカの、すごくいいのォ……」

  　脳の芯しんが痺しびれる。

  　舌を出して喘あえぐ。

  「また……いくッ！　シュンライ様の中に、ぶちまけちゃう……！」

  「出して……ああッ……リョウカの、いっぱいちょうだい！」

  「くはッ！」

  　限界だった。欲望が爆発した。

  　リョウカの男根から、びゅるるッと精液が放たれる。

  「リョウカッ――！」

  　シュンライは絶叫した。


  


  ３章
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  　岩がん皮ぴ功こうの修行と、半ば日課のようになっている性交を終え、リョウカとシュンライは服を着て部屋に戻った。すると、ベッドの上ではヒュンラが失神していた。ホウショウとリランに、快感を与えられすぎたのだ。なにしろ百戦錬れん磨まの二人である。ウブなヒュンラを乱れさせることなどわけもなかったろう。今、ホウショウとリランは涼しい顔でお茶を飲んでいる。

  　オンリンも部屋に戻ってきていた。下で娼しよう婦ふを何人も抱いてきた彼女の体からは、濃厚なメスの匂いがした。

  　あとはお風呂に入って寝るだけか、とリョウカは思った。霊れい峰ほうコルンを出たら自分の生活は変わるだろうと思っていたが、まさかここまでとは予想以上だった。一日の間に、色々なことがありすぎる。

  　ところが、リョウカはまだまだ甘かった。

  　何者かが、部屋の扉とびらを叩いてくる。

  「申し訳ありません。先ほどの踊り子、アルシャと申しますが……お話があります。開けてもらえないでしょうか」

  　扉の向こうから、そんな声が聞こえた。

  　リョウカたちの一日は、まだ終わっていなかった。

  

  「入ればいい」

  　素そっ気けない口調で、シュンライが言った。

  「失礼します」

  　と、踊り子の少女――アルシャが部屋に入ってくる。

  　衣装は、舞台と同じものだ。

  　さっきと違うのは、今のアルシャには連れがいること。

  　アルシャの連れは、長身の少女だった。

  　手足が長く、冷たい目の持ち主。よく日焼けしている。

  　明らかに、武術をやっている人間の体つきだ。それも、相当な腕前だろう。

  「連れの名前は、ニスーラ。私の警護役です」

  　アルシャが紹介すると、ニスーラは抱ほう拳けん礼れいをした。

  　彼女は、両手に手袋をつけている。

  「ニスーラです。あの名高い拳けん神しん雷らいにこうしてお会いすることができて、光栄至し極ごくに存じます……！」

  　二人とも、大陸西部民族風の名前だった。

  「旅の踊り子と、護衛の拳けん士しか……一見普通の組み合わせだが、踊り子は美しすぎるし拳士は腕がよすぎる」

  　シュンライが言った。

  「一目見ただけで、護衛の人の強さが？」

  　リョウカは小声で訊たずねた。

  「大体判る。相当なものだ」

  　と、同じく小声でシュンライ。

  「そんな二人が、この私に何の用だ？」

  「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申します。シュンライ様に、私の国の将軍になっていただきたいのです」

  　そんなアルシャの言葉に、シュンライやリョウカたちは目を丸くした。

  「私が……将軍？　冗談はよせ」

  「大おお真ま面じ目めです」

  　と、アルシャは続ける。

  「私が育った国は、ジャン国と申します。大陸西部海岸地帯の小国です。私とニスーラは、国家の密命を帯びて、正体を隠してシュンライ様を捜す旅をしておりました」

  「ジャン国……ジャン諸島六カ国同どう盟めいの盟主国か！」

  　ホウショウが声をあげた。

  　ルカン朝はこの大陸のほとんどを支配しているが、抵抗する勢力が残っていないわけではない。最近になって民衆の反乱は頻ひん発ぱつするようになってきたし、強力な武ぶ侠きようを抱えた小国は大軍に攻められてもなかなか陥かん落らくしない。そんな勢力のうちの一つが、ジャン諸島六カ国同どう盟めいである。ジャン諸島には、六つの島国がある。中でも最も強い力を持つのがその名の通りジャン国であり、王宮がある本島の他に海岸にまで国境線を伸ばしている。国力差は歴然としているが、ルカン朝はジャン国の強力な海軍に苦戦しているのだ。ジャン国の海軍は元々は海賊であり、海の上の戦いとなれば負けなかった。

  「あなたは……名軍師とうたわれたホウショウ様ですね」

  　アルシャは、ホウショウに艶あでやかな視線をやった。

  「私の名も知っているのか」

  「もちろんでございます。シュンライ様とホウショウ様、お二人が揃えば、我が国はルカン朝など恐れるに足りません。私とニスーラが、踊り子一行のふりをして旅を始めて一カ月。まさか、こんなに早くお会いできるとは……」

  「せっかく会えたのに悪いが……」

  　シュンライは素そっ気けない口調で言う。

  「軍属はもうこりごりでね。他を当たってくれ」

  「我が国は、ルカン朝と戦っています。シュンライ様の目的も同じはず」

  「それはそうだが、私は少数精せい鋭えいで気楽にルカン朝と戦う方が性に合っている。お引き取り願おう」

  「そうはいきませんわ」

  　しかし、アルシャも一歩も退ひかない。

  「シュンライ様のお師し匠しよう様には、約束があった」

  　そう言われた瞬間、シュンライの顔色が変わった。

  「……それは、もしかして……」

  「はい。シュンライ様のお師匠、クバンカサ様。クバンカサ様は、我が国の女王と一夜をともにする代わりに、国に危機があれば必ず駆けつけると約束してくださった！　これがその契けい約やくを記した書面でございます！　人呼んで『風ふう雲うん救きゆう国こく状じよう』！　この救国状には、もしクバンカサ様に事情があって動けない場合には、弟で子しの誰かが代役を果たすとはっきり書いてあるのです！」

  　アルシャの言葉に合わせて、ニスーラが腰にさげた革の袋から一枚の巻物を取り出し、ばっ、と広げた。

  「間違いない、お師匠様の字、お師匠様の血けつ判ぱん」

  　書面を見たシュンライは、観念したように言った。

  「そういう話ならば……私が行くしかなさそうだ」

  「さすが、シュンライ様」

  　アルシャが満足げにうなずいた。

  　リョウカは、不安を込めた瞳でシュンライを見た。確かに、シュンライほどの武ぶ侠きようが、師し匠しようの約束を反ほ故ごにすることはありえない。師匠の顔を立てるのは武侠の道理。師匠の約束は、弟で子しの約束。シュンライは約束は必ず果たす。

  　――将軍になってしまわれるのか？

  　そんなリョウカの視線に気づいて、シュンライは付け加えた。

  「だが、今の私にはこの娘――リョウカを大陸一の遣つかい手てに育て上げるという約束もある。ジャン国の危機とやらは救うが、それだけだ。救国状には、誰かが将軍になるとまでは書いていない」

  「なるほど。もっともな話でございます」

  「納得してくれたか」

  「しかし、我が国に来ていただければきっと心変わりいたしますよ」

  　アルシャは意味ありげに微笑ほほえみ、リョウカの方に顔を向けた。

  「リョウカ様と申しましたか」

  「は、はい……！」

  「あなたは、シュンライ様にとって大事なお方のよう。我が国は、リョウカ様の来らい訪ほうも歓迎いたします……！」

  　リョウカとアルシャの会話を聞いて、オンリンは密ひそかに舌打ちした。自分がシュンライの妹分のはずなのに、まるでないがしろにされていて面白くない。
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  　シュンライの承しよう諾だくをとったアルシャとニスーラは、意気揚よう々ようと自分たちの部屋に帰った。

  　部屋に戻ると、半はん裸らの美しい娘が「お帰りなさいませ」と二人を迎えた。彼女は、アルシャの身の回りを世話する女官の一人だ。名前はシャーフ。

  　シャーフはアルシャを椅い子すに導みちびいてからひざまずき、お湯で濡らした布で彼女の足を拭ふき始めた。アルシャは、シャーフの奉仕を当然のように受け止める。

  「ふう……」

  　アルシャはため息をついた。

  「ただの娘のフリは疲れるのう……」

  「ここは敵地。用心は必要でございます。アルシャーサ姫」

  「うむ。わかっておる」

  　旅の踊り子アルシャは仮の姿――その正体は、ジャン国の第一王女であった。

  「しかし、シュンライを我が家か臣しんとするためには、どうもあのリョウカという娘が邪じや魔まに思えるのう」

  「確かに」

  　ニスーラがうなずいた。

  　アルシャーサは嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、

  「わらわが夜の技で、先にリョウカを虜とりこにしておくか。将を射いんと欲ほつすればまず馬を射よ、というやつじゃ」

  「……姫様！」

  　アルシャーサの言葉に、ニスーラは低く呻うめいた。

  「そのためのジャン国式傾けい城せい舞ぶ功こうである」

  「は、はい……」

  　いくらシュンライを将軍に迎えるためとはいえ、一国の王女が踊り子に身をやつしてまで敵地に潜入したのには理由がある。

  　もしも風ふう雲うん救きゆう国こく状じようが役に立たなかったとき、ジャン国は色仕掛けを使ってでもシュンライを籠ろう絡らくする予定であった。シュンライが好色という話は有名だったからだ。そしてそれが可能なのは、アルシャーサだけだった。

  　――まずリョウカ、そしてシュンライも落としておくべきか……？

  　アルシャーサが会え得とくしている傾けい城せい舞ぶ功こうは、性交の相手を完全に自分の支配下におくことを目的とした閨ねやの技だ。アルシャーサが舞ぶ踏とうを披ひ露ろうすればそれだけで大たい抵ていの観客は虜になるし、アルシャーサと性交をすれば魂たましいを抜かれる。本来傾城舞功は房ぼう中ちゆう術じゆつを発展させるために編み出された気き功こうであり、その効果は絶大だ。

  「ふふ、どうじゃ。このアルシャーサの技、シュンライ様の前にニスーラが試ためしてみるか」

  　アルシャーサは、怪しく自分の近この衛え兵へいを誘った。

  「ご、ご冗談を……！」

  　ニスーラの冷たい美び貌ぼうに、赤みが走る。

  「私は、命を賭として姫様を守るのが役目。私のおぞましい手が姫様の体に触れるなど、たとえおたわむれとしても、お口にしては……」

  「わかったわかった。相変わらずニスーラは真ま面じ目めじゃのう」

  　と、つまらなさそうにアルシャーサ。

  　ニスーラは、ほっと胸を撫なで下ろした。
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  　夜がどんどん深まっていく。

  　リョウカとシュンライは、同じ寝台で眠る。二人とも下着姿だ。

  「ただの踊り子ではないと思っていたが……密使だったか」

  　天てん井じようを見つめたまま、シュンライはつぶやいた。

  「アルシャも、武術家でしょうか」

  　横になったリョウカは、すでにメガネや髪飾りを外している。

  「武術家ではないな。だが、特殊な気き功こう術を会え得とくしているのは間違いない。彼女が踊っているときに、羽は衣ごろもが生き物のように動いていたのを覚えているか？」

  「はい。不思議な動きでした」

  「あれは、気功の影響かもしれぬ。断言はできないが」

  「アルシャはまだあんなに若いのに、シュンライ様をうならせるほどの気功を身につけているとは……世間は広いものですね」

  「リョウカの内ない功こうもなかなかのものだぞ」

  「……そうでしょうか？」

  「修行を始めて、そろそろ一カ月……もう一カ月もすれば、成果が目に見えてくる。リョウカはスジがいい。誇りと自信を持て。そして……今は体から力を抜いて、ゆっくりと休むといい」

  「はい……おやすみなさい、シュンライ様」

  「おやすみ、リョウカ……」

  　シュンライのたくましい両腕に抱かれて、リョウカは安らかな眠りにつく。寝息を立て始めたリョウカを見て、シュンライは幸せそうに微笑ほほえみ、自分も両方の瞼まぶたを閉じた。

  

  　――そして、翌朝。

  「リョウカ」

  　と、誰かが体を揺すってくる。

  　そんな風にリョウカを起こすのは、一人しかいない。シュンライだ。シュンライは、いつも必ずリョウカよりも早く目を覚ます。

  「あ……お師し匠しよう様……」

  　リョウカがゆっくりと目を開けると、すでに服を着たシュンライが真剣な面おも持もちでこちらを覗のぞき込んでいた。

  「……どうしたんですか？」

  「まだわからん。だが、何かおかしい」

  　リョウカは慌あわてて飛び起きて、衣服を身につけていった。寝室を出ると、すでにオンリン、ホウショウ、リランの三人も身み支じ度たくを整えている。

  　オンリンが、窓の隙すき間まから外の様子をうかがっていた。リョウカも、同じことをする。

  　九きゆう谷こく関かん門前町の大通りを、多数の民みん兵ぺいが行き交っていた。慌あわただしい。皆、一様に殺気立っている。

  「私たちを……囲もうとしているんでしょうか？」

  　リョウカは振り返り、シュンライに訊たずねた。

  「私も、最初はそれを疑った」

  　しかし、横から答えたのはホウショウだ。

  「でも、違う。包囲したいのなら、こんな風に姿を見せては意味がない。民兵の装備も、破は軍ぐん武ぶ侠きよう二人との戦いに備えているとは思えない」

  　破軍武侠二人。シュンライとオンリンのことだ。一軍を破る武侠を破軍、城を落とした武侠を破は城じようという。オンリンはまだ破城の経験はないらしい。

  「オンリンはここに残ってホウショウさんとリランを守れ」

  　と、シュンライ。

  「はい、姉あね者じや！」

  「私とリョウカで、外の様子を見てくる」

  「また……リョウカと二人で動くんですかい？」

  　オンリンは不服そうだ。

  「この部屋を守る人間が必要だ。お前以外に誰がいる？」

  「はい、まあ……」

  　オンリンは渋々首を縦たてに振った。

  

  　シュンライとオンリンは部屋を出て下の階に降りた。月げつ女じよ楼ろうの女たちも、大通りのものものしい雰ふん囲い気きの影響を受けて騒然としていた。

  「何が起きている」

  　シュンライが、女主人に訊ねる。

  「どうも、鎮ちん西ぜい将軍率ひきいる朝ちよう廷てい軍五万がこの街に迫っているとか。それを、崩ほう天てん教きよう主しゆ様が迎え撃とうとしているらしいのです」
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  　朝廷軍五万を率いて九きゆう谷こく関かんに迫っているのは、ルカン朝の鎮西将軍カルザであった。

  　カルザは、ヒュンラの母親である。

  　四鎮将軍の上は、四征将軍だ。カルザの夢は、自分が鎮西将軍から征西将軍に出世し、それから娘のヒュンラを南部第一軍の将から鎮ちん南なん将軍に引き上げること。親子で協力すれば恐れるものはない。いずれカルザは大将軍となり、ヒュンラは征南将軍。そのままヒュンラは次期皇帝の右腕となり、カルザのあとを継いで大将軍に。親子二代にわたって大将軍を務めた例はまだない。カルザとヒュンラの名声は百年後の世まで残る。――そのはずだった。

  　ヒュンラが、敵の手に落ちた。なんとしても奪だつ還かんせねばならない。しかも偵てい察さつ隊からの報告によれば、ヒュンラをつかまえているシュンライ一党は九谷関にいるらしい。九谷関は朝廷の支配地域ではない。崩天教と名乗る邪じや悪あくな集団の本ほん拠きよ地だ。

  　カルザはこれを一石二鳥と考えた。

  　九谷関を取り戻せば、ヒュンラの汚お名めいを返上してまだ余りある手柄が残る。

  　カルザの軍は九割が弩ど兵へいか弓きゆう兵へいであり、編成は独特と言っていい。しかも弩兵・弓兵のほとんどは死刑囚――武ぶ侠きようの戦いに巻き込まれて死ぬことを前提とした死し徴ちよう兵だ。これは、破は軍ぐん武侠を中心に戦うことを念頭に置いた編成である。

  　カルザ自身は破は城じよう武侠であり、その配下には五人の破軍武侠がいる。これほどの数の破軍武侠を抱える将軍は、少なくとも四鎮将軍にはいない。

  　先陣を切るのは、三さん節せつ棍こんの達人、破軍武侠テッサ。

  　右う翼よくの指揮官、双そう刀とうの使い手、破軍武侠リッシン。

  　左さ翼よくの指揮官、八はち綾りよう錘すいの使い手、破軍武侠ヨウサン。

  　右翼指揮官補佐、槍やりの達人、破軍武侠ダコウ。

  　左翼指揮官補佐、硬こう鞭べんを使う破軍武侠セイセン。

  　そして、カルザの身しん辺ぺんを固めるのは女性だけの近この衛え兵部隊・白びやく夜や連れんである。

  　ちなみにヒュンラの美しさは、母親譲りのものであった。

  　カルザは子を産み、歳も五十近いが、内ない功こうをよく鍛きたえているので見た目は若い。三十代前半と言っても十分に通じるだろう。

  　胸は西瓜スイカ丸ごと一つとほぼ同じ大きさであり、尻や太ふと腿ももにはいかにも性欲を刺激する柔やわ肉にくがたっぷりとついている。顔を見ればとても知的で、娘と同じようにやや唇が厚い。小さな眼鏡めがねをかけていて、それが高こう潔けつそうな双そう眸ぼうによく似合っていた。

  　カルザが使う武器は、象ぞう鼻び刀とうという。名前の通り、長い柄つかに象の鼻のような刃がつけられていることからその名がついた。

  　象鼻刀を振るう女将軍と、頼りになる五人の破軍武侠たち。

  　これだけの軍勢を率ひきいて、たかが邪教に負ける気はしない。


  


  ４章
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  　九きゆう谷こく関かん城門の側面は山地である。

  　山地を利用して、崩ほう天てん教きようは要よう塞さいというに相応ふさわしい教堂を建こん立りゆうしていた。

  　豪華絢けん爛らんな教主の部屋では、今日もさらわれてきた女たちが頑がん丈じような檻おりの中で泣いていた。全ぜん裸らの女たちは、やはり男根そっくりの張り形デイルドーを股こ間かんに挿入されたまま放置されている。

  　女たちの中には、ジャホウセンに身も心も支配された義ぎ賊ぞくのシャムハもいた。シャムハの近くには、相あい棒ぼうのクランの死体が吊り下げられている。死体は、煙で燻いぶすことで、腐ふ敗はい臭しゆうを放たないように処置済みである。

  

  　崩天教主ジャウホウセンは、恐ろしいほどの筋肉質。見せるためではない、実戦で使うためのしなやかな背はい筋きんや腕の筋肉がこんもりと盛り上がっていて、まるで戦いくさ女め神がみだ。まさに、この九谷関の女王である彼女は、服も食事も贅ぜいの限りを尽くしている。その強さと美しさで、欲しいものは奪ってでも必ず手に入れてきた。

  　今は、楽しげに得意の二胡アルフーを奏かなでている。

  　ジャホウセンの両脇には、一人ずつ幼い少女が座っていた。右の少女がシュホウ、左の少女がレンナだ。二人はジャホウセンの身の回りの世話をする。

  　レンナは、鳥の羽を模したうちわでジャホウセンを扇あおいでいた。シュホウは、ジャホウセンのために果物の皮を剥むいている。

  　その時、教主の部屋に四人の女が飛び込んできた。

  「教主様！　朝ちよう廷てい軍が進軍してまいりました！　数はおよそ五万！」

  　四人は、ジャホウセンの前に並んでひざまずく。

  　その四人は、全員姉妹であった。

  　しかも、世にも珍しい獣人の四姉妹である。

  　かつてこの大陸には虎とらの女神が住んでいたという。女神が、人間と交わって子孫を残した。それが、神しん虎こ族ぞくの始まりだとされている。器き解かい族など他の少数民族と同じように、神虎族もルカン朝に徹底弾だん圧あつされたが、特に強いものだけが生き残った。ジャホウセンは神虎族の生き残りを保護し、神虎族特有の強い性欲を利用して完全に支配下に収めていた。

  　虎の獣人の四姉妹。

  　長女、ハン・ナコ。

  　次女、ハン・リッカ。

  　三女、ハン・シャム。

  　四女、ハン・シス。

  「して、その五万を率ひきいる将軍は？」

  　ジャホウセンは、二胡アルフーの演奏を続けながら訊いた。

  「カルザでございます」

  　と、長女のナコ。

  「鎮ちん西ぜい将軍カルザか。相手に不足なし。迎え撃つぞ！　私も出よう！」

  　ジャホウセンは、演奏を中断して立ち上がった。

  「カルザの道理を崩し、我が道理で支配してみせようぞ！」
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  　シュンライは、リョウカを両手で抱えて九きゆう谷こく関かんの横にある山を駆け登っていった。九谷関の左右に存在する山地はどちらも険しいが、シュンライほどの武ぶ侠きようならば越えられないこともない。しかし、リョウカを抱えて両手が塞ふさがっている状態で、途中まで登るのが精一杯だった。

  　一回の跳躍で、数十丈じようを飛翔するシュンライだ。そんなシュンライに抱かれているだけでも、リョウカにとっては重労働だった。武術の修行を始めていない一カ月前のリョウカだったなら、急激な移動に耐えられず意識を失っていただろう。

  　シュンライたちの隣となりには、ヒュンラの姿があった。後ろ手に拘こう束そくされているが、足は自由なので軽けい功こうを発揮してシュンライについていく。

  　宿の人間から情報を仕入れたシュンライとリョウカは、出かける前に部屋に戻って「鎮西将軍の部隊が来ているらしい」と告げた。すると、顔色が変わったのは捕ほ虜りょのヒュンラだ。ヒュンラはシュンライに向かってひざまずき、頭を下げた。

  「私も戦場に連れていってくれ！」

  「なぜだ」

  「鎮西将軍カルザといえば、私の母だ。母の戦いくさがどうなるのか、気にならないわけがない！」

  「こいつ、捕虜のくせになんと生意気な」

  　オンリンが、ヒュンラを殴ろうとした。

  「よせ」

  　と、シュンライはオンリンをたしなめる。

  「……いいだろう。ヒュンラ、一緒にいこう」

  「すまん……！　恩に着る」

  

  　シュンライは、巨大な針葉樹の頂点に着地した。

  「ここでいいか……」

  　この高さからだと、九きゆう谷こく関かん城門とその前後の道が一望できた。

  　ヒュンラは、シュンライの真下にある太い枝の上に立つ。

  　大陸西部からの道を、朝ちよう廷てい軍が進んできている。

  「かなりの数……五万はいるな」

  　と、シュンライ。

  　それに対して、崩ほう天てん教きようが陣を張っていた。城門で迎え撃つかと思ったら、どうやら崩天教も外で戦うらしい。野や戦せんである。崩天教民みん兵ぺいの数は、二万ほど。装備は貧弱で、普通の戦いくさならば間違いなく朝廷軍の勝ちだ。

  「朝廷軍の目的は私たちでしょうか？」

  　リョウカが訊たずねた。

  「だろうな」

  　シュンライはうなずく。

  「では、崩天教は私たちのために戦ってくれている？」

  「それは違う。ここ九谷関は朝廷にとってなんとしても奪だつ還かんしたい重要な関せき所しよだ。私たちがいなくても、戦いは起きた」

  「本当だ……母上の軍だ……」

  　ヒュンラは目を細めて、言った。

  「シュンライ……お前に恨うらみがないといえば嘘になるが、同行を許可してくれたことには感謝する」

  「お前は捕ほ虜りよだが、母を想う気持ちは無視できない。これでいいのさ」

  　シュンライは、無表情で言った。

  

  　相手の陣容を遠目に見て、馬上の鎮ちん西ぜい将軍カルザは「勝った」と思った。

  　数は、カルザ軍の方が倍以上。しかもカルザには五人の破は軍ぐん武ぶ侠きようがついている。負けるはずがない。

  　カルザの周囲には、精せい鋭えいの近この衛え兵部隊・白びやく夜や連れんが展開している。白夜連の数はおよそ三百。全員が女性の騎兵であり、純白の革かわ鎧よろいで身を包んでいる。武侠ほどではないが、武術の使い手ばかりだ。

  　白夜連の隊長は、ファンメイという。破軍武侠ではないが、それに限りなく近い実力を持っている。ファンメイは生き真ま面じ目めで、カルザのためなら自分の命でさえ惜しいとは思わない、高い忠ちゆう誠せい心しんの持ち主だ。

  「敵が城門から出てきて野戦を挑いどんでくるとは……意外ですね、カルザ様」

  　ファンメイは、カルザと馬を並べてそう言った。

  「この私――カルザは破城武侠だ。下へ手たに籠ろう城じようしても無意味と知っているのだろう」

  　破は城じよう武ぶ侠きようの戦いは苛か烈れつである。一人で城壁を乗り越えて、周辺の敵兵を薙なぎ倒し、内側から門を開けるのだ。そうやって味方を城内に導みちびいてから、自分は城主の部屋を目指して真っ直ぐ突っ込んでいく。こんな強引な戦いを行って勝利したものだけが、破城武侠を名乗ることができる。

  「野戦となれば話は早い。六ろく石せき弩どを装備した弩ど兵へい二万に、十列横おう隊たいを組ませろ。一列が二千だ」

  　九きゆう谷こく関かん城門へと通じる道は細い。

  　二千もの兵隊が横に並べば、埋め尽くしてしまう。

  　その状態で一いつ斉せいに矢を放てば、崩ほう天てん教きようの兵士は逃げ場がない。矢を撃ち返そうにも、六石弩の数はカルザ軍の方が圧倒的に多い。弩兵の質も、比べ物にならないだろう。カルザ軍の勝利は、ますます疑いようがなかった。

  「まず、六石弩を一斉射撃。間をおかず、次弾装そう填てん。第二射を放つ。その頃には、敵の陣形は崩れている。一般の部隊は進軍停止し、私と五人の破は軍ぐん武侠でケリをつける」

  　カルザは、作戦を簡単にファンメイに説明した。

  「大おお雑ざつ把ぱな作戦だが、それだけに敵には手の打ちようがない。そうだろう、ファンメイ？」

  「カルザ様は同じ作戦で何百という勝利を重ねてきました。さらに勝ちが増えるだけのことでしょう」

  「うむ。これにて崩天教は抹まつ殺さつ。その後、街中を捜索して娘のヒュンラを取り戻す！」

  「はい！」

  

  　崩天教主ジャホウセンは戦車に搭乗していた。

  　軍馬四頭立てで、人が乗るための車箱が通常よりも広く、四人乗りとなっている。しかしジャホウセンの戦車には、戟げきを振るう車しや右ゆう（戦車兵）は乗っていない。その代わり、世話係の少女が二人――シュホウとレンナ――が同乗している。御ぎよ車しや（馬の手た綱づなを握る運転手）は、首輪をかけられた女奴ど隷れいだ。女奴隷は、かつて九谷関城門の責任者だった朝ちよう廷ていの役人だった。

  　崩天教民みん兵ぺいの装備や訓練は貧弱だが、ジャホウセンの周囲には立派な鎧よろいを着込み体を鍛えた精せい鋭えいが揃っている。崩天教団の精鋭部隊、崩天神しん虎こ軍だ。崩天神虎軍を率ひきいるのは、神虎族ハン家の四姉妹。

  「相手は勝ったと思っているだろうな……」

  　そう独りごちて、ジャホウセンはほくそ笑む。

  「四姉妹！」

  「はっ！」

  　名を呼ばれた四姉妹は一斉に飛び上がり、ジャホウセンの前に着地して整列した。

  「敵が六石弩を撃つ前に、突撃！」

  「承知！」

  　ハン家の四姉妹は駆け出した。彼女らは馬を使わない。走った方が速いからだ。

  

  　土煙を上げ、四つの人影が崩ほう天てん教きようの陣を飛び出した。

  　その四人が、恐ろしい高速で突っ込んでくる。

  　カルザは、思わず自分の目を疑った。

  「なんだと……！　たった四人で……！　頭がおかしいのか!?」

  「撃ちますか」

  　と、ファンメイ。

  「十列横おう隊たいの、一列目だけ撃て。残りは様子を見る」

  「はっ」

  　ファンメイは、カルザの命令を大声で復唱した。その命令が、旗き手しゆや伝でん令れいを通じて一瞬で前線の隅々まで行き渡る。

  　最前列の弩ど兵へいたちが全身を使って六ろく石せき弩どに矢をつがえ、突っ込んでくる四人に狙いを定める。

  　距離が九〇丈じよう（二七〇メートル）を切って、その四人が六石弩の射程に収まった。

  「撃てっ！」

  　カルザが大声で命じた。

  　六石弩から放たれたおよそ一千の矢が、ハン家の四姉妹に降り注いだ。
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  　四姉妹の長女、ハン・ナコは、生き残った神しん虎こ族ぞくの族長でもある。神虎族はすべて、虎のような耳と尻尾しつ　ぽがある。体毛が濃く、ところどころに黒い横よこ縞じま模様が入っているのも虎とらに似ている。

  　神虎族は背が高いものが多く、基本的に筋肉質である。腹ふつ筋きんは岩を並べたように隆りゆう起きが激しく、太ふと腿ももの筋肉は部位ごとにはっきりと段差が見て取れるほどだ。

  　ナコは、部族長の責任を背負っているせいか遊びのない性格だ。戦場では冷静沈ちん着ちやくであり、常に大局を見通している。その外見は、長く流りゆう麗れいな黒髪とすらりとした美しい脚が特徴的だ。

  　ナコは神虎十八脚きやく路ろという技を使う。神虎十八脚路は、すべて蹴り技だ。蹴りの威力を高めるために、ナコは鋼鉄の軍ぐん靴かと脛すね当あてを装着している。

  　矢が降り注いできて、ナコは飛び上がって後ろ回し蹴りを撃った。あまりに蹴りの威力が高いので衝撃波が生じ、数十本の矢が巻き込まれてたちまち砕け散る。

  　次女、ハン・リッカは短髪で、四姉妹の中で一番腕が太い。拳こぶしもでかい。ナコが足技の達たつ人じんなら、リッカは手技の達人だ。神虎八はつ閃せん翻ほん拳けん法ぽう。鉄てつ甲こうと呼ばれる鋼鉄の手袋を両手に装着し、左右の拳を電光石火の速度で振るう。ババババッ！　と凄すさまじい拳けん風ぷうが矢の雨を吹き飛ばす。

  　一千の矢は、まったく何の役にも立たなかった。

  　たちまち四姉妹は距離を詰め、弩兵の列に突入した。

  　三女、ハン・シャムは、四姉妹の中で見た目が最も幼い。神虎族なのに、例外的に背も低い。八や重え歯ばが大きく、いつも笑っているような顔だ。

  　シャムが使う武器は、左右の飛ひ爪そう。飛爪とは、長い鎖くさりの先に五本の鉄の爪がついた武器のこと。シャムは飛爪を振り回し、弩ど兵へいの列を蹂じゆう躙りんした。飛爪の爪は、人間に命中すると自動的に閉じるようになっている。外がい功こうをやっていない普通の兵士は、飛爪を食らうとバラバラになって周囲に内臓と肉片を散らす。

  　四女、ハン・シスは末っ子だがシャムよりも年長者に見える。四姉妹で最も胸と尻が豊かなのが、なぜか彼女だ。強い姉たちに鍛きたえられて、神虎族乾けん坤こん圏けんの技を会え得とくした。直径八寸すんから九寸ほどの鋼鉄の円環に、刃をつけた武器が乾坤圏。神虎族の乾坤圏は特別製で、直径は三尺じやく（九十センチ）。鋸のこぎりの刃や鋭い棘とげが立っている。

  　シスが激しく踊るように回転すると、乾坤圏に巻き込まれた兵士の手足が千切れ飛ぶ。シスの回転はどんどんとその速度を増していき、最後には旋せん風ぷうのようになっていた。血煙が渦うずを巻き、手足が宙を舞う。

  　カルザ軍の前線は崩壊した。兵士たちは逃げ出すが、道が狭いので後方の兵士とぶつかってしまう。大混乱だ。

  「まずい！」

  　と、カルザ軍の先陣を任されていた破は軍ぐん武ぶ侠きようが飛び出した。

  「我が名は鎮ちん西ぜい将軍カルザ様の将、テッサ！　我が三さん節せつ棍こんの技の冴さえを見よ！」

  　四姉妹の力は武ぶ侠きよう級。ここで食い止めねば総崩れになる――。そう判断したテッサは、三節棍を振り回しつつ四姉妹の長女――神しん虎こ十八脚きやく路ろのナコに向かっていった。

  　テッサは怪かい力りきの女じよ傑けつである。体重は五石こく（百五十キロ）もあるが脂し肪ぼうはほとんどついていない。三節棍は特注で、鋼鉄製。通常の三節棍より何倍も太く、重い。破は軍ぐん武侠がそんな三節棍を振り回せば、近くにいた死し徴ちょう兵へいの頭ず蓋がい骨こつは無事ではすまない。

  「ふんっ！」

  　テッサは、ナコに向かって三節棍を打ち下ろした。

  　ナコはその攻撃を、素早い蹴りであっさりと弾はじき返す。

  「く！」

  　三つの棒が鎖くさりで連結されている三節棍の動きは複雑なものだ。テッサは三節棍の特性を生かし、右、左と器用に打ち分ける。三節棍を折り畳たたんで短く使ったかと思えば、次の瞬間には長く伸ばして突いている。速度と威力を併あわせ持った見事な連打だったが、ナコの蹴り技はより速く、より強かった。ナコはテッサの連打を自分の蹴りの連打ですべて打ち落とし、さらにテッサの腹部に前蹴りを入れた。

  「！」

  　あまりに強力な蹴りに、テッサは膝ひざをついた。胃の中のものが逆流して、嘔おう吐とする。

  　テッサの動きが止まったので、点てん穴けつを突く余裕ができた。ナコは三節棍を奪い取ってから、足でテッサの点穴を一瞬で四カ所も突き、彼女の動きを封じた。

  　ナコはテッサの服を破り捨て、テッサの局部に三節棍を無理やりねじ込んだ。

  「がああっ！」

  　テッサは涙を流し悲鳴をあげるが、体はすでに動かない。

  「お前は、戦いくさが終わったらもっと可愛かわいがってやる。しばらくそのままで待っていろ」

  

  　カルザ軍は、前線の崩壊を食い止めなければいけない。

  　右う翼よくの指揮官、双そう刀とうの使い手、破軍武侠リッシンは、邪じゃ魔まな味方を蹴け散ちらしつつ前に進んだ。すると、ハン家四姉妹の次女、リッカとぶつかる。

  　リッシンは小さな男だが、動きがとにかく速い。彼が本気で双刀――二本の刀――を振るえば、普通の兵士には光が点滅しているようにしか見えない。リッシンが双刀で斬りかかると、リッカは神虎八はつ閃せん翻ほんの真しん髄ずいである左右の拳こぶしの連打でそれに応えた。ガキガキガキン！　とけたたましい金属音が立て続けに響く。

  　双刀と鉄てつ甲こうで包まれた拳が超高速で交差して、大量の火花が散った。

  「獣けものの目には、その動き、止まって見えるぞ」

  　と、リッカは笑う。

  「なに！」

  　神しん虎こ族ぞくの目は、野生動物のそれに近い。ネコ科の肉食獣の動体視力を持っている。しかも、リッカは一族の中で最も目がいい。リッシンの攻撃を見切るなど、造作もないことだった。

  　双刀の弾幕の隙すき間まを縫って、リッカの拳こぶしがリッシンの脇わき腹ばらを抉えぐる。

  「ぎゃっ」

  「もらった！」

  　リッカは、一秒の間に八十発の拳けん打だをリッシンに叩き込んだ。骨が折れる音、内臓が破れる音。一瞬でリッシンの鼻は潰つぶされ前歯はすべて折れ、肋ろつ骨こつや鎖さ骨こつはすべて砕け散り、握る力がなくなって双刀は地面に落ちた。

  「男はジャホウセン様への貢みつぎ物ものにならない、死にな」

  　リッカは、とどめの一撃をリッシンの顎あごに入れた。

  　彼の首がもげて、どこかに飛んでいく。

  

  　左さ翼よくの指揮官、破は軍ぐん武ぶ侠きようヨウサンは、左翼指揮官補佐、硬こう鞭べんを使う破軍武侠セイセンと合流した。ヨウサンは力士体形の巨漢で、重さ十二担たん（六百キロ）の八はち綾りよう錘すい（ハンマー）を見事に使いこなす。

  　セイセンは、髪をおさげにしたあどけない少女だ。セイセンはヨウサンの実の娘であり、英才教育で百ひやく石せき功こうという気き功こうを仕込まれている。百石功とは、人間を熊くま以上の怪かい力りきにするための修行だ。その効果はすでに発揮されていて、セイセンは重さ六担たん（三百キロ）の硬こう鞭べん――鉄製の棒――を振り回すことが可能だ。

  　親子二人が前線に向かっていると、テッサを倒したナコが飛んできた。

  「むん！」

  　もはや問もん答どう無む用よう。ヨウサンは八はち綾りよう錘すいをナコに向けて振り下ろした。しかしナコはその一撃をあっさりとかわし、踏み込みながら回し蹴り一いつ閃せん。強烈な蹴りを頭にもらって、ヨウサンは吹き飛ぶ。吹き飛んだヨウサンが空中で錐きり揉もみをうっているところを、ナコはさらに蹴り上げて真上に飛ばした。すでに勝負はついていたが、ナコは自分も飛び上がって追い討ちをかけた。ナコは空中で縦たてに回転し、ヨウサンの腹部にカカトを浴びせて地面に打ち落とす。

  　巨漢のヨウサンが、爆音を立てて地面にめり込んだ。

  　完全に死んでいる。

  「ひっ！」

  　と、あまりの実力差にセイセンは悲鳴をあげた。セイセンが、父親を援護する余裕さえなかった。ヨウサンは一万五千、セイセンは一万の軍を破る武侠である。それなのに、ヨウサンは一方的に蹴り殺された。たかが邪じや教きよう集しゆう団だんの幹部が、まさかこれほどの力を持っていようとは――。

  　ヨウサンを仕留めたナコは、すぐさまセイセンに狙いを切り替えた。セイセンは硬こう鞭べんを振るって抵抗してきたが、ナコには彼女の動きがほとんど止まって見える。ナコは、セイセンは生け捕りにした。主――ジャホウセンが喜ぶ。

  

  　右う翼よく指揮官補佐、槍やりの達人、破は軍ぐん武ぶ侠きようダコウが前線に到着した時にはもう遅かった。他の破軍武侠たちは殺されるか捕ほ虜りよにされていた。ダコウは引き返してカルザと合流し、態勢を立て直そうと考えたが、体が動かなかった。いつの間にか、ダコウの体には鉄の爪が食い込んでいたのだ。

  「なっ！」

  　四姉妹の三女、シャムの飛ひ爪そうだ。シャムが飛爪とつながっている鎖くさりに力を込めると、鉄の爪が閉じて敵の体に食い込む。飛爪がダコウの胸と腹を引き裂いて、盛大に鮮血が噴き出した。シャムは「いただきぃ！」と無む邪じや気きにはしゃぐ。

  　ところが、そんなシャムにいきなり瓶びんが投げつけられた。シャムは反射的にかわすが、足元で割れた瓶から目に染しみる煙が出て視界を塞ふさいでくる。唐とう辛がら子しや毒どく蝶ちようの体液を混ぜ合わせて作られた目め潰つぶしの瓶だった。

  　カルザ軍の火か眼がん兵へい一千がようやく前線に到着したのだ。

  　武侠と戦うための訓練を受けた精せい鋭えい部隊、火眼兵。体力を高めるために生き胆きもを食い、その結果眼がいつも血走っていて異常に赤い。

  「し、しまったー！」

  　油断していたシャムに、次々と目め潰つぶし瓶びんが投げつけられた。いくつかは、シャムの体に直接当たって割れる。外がい功こうをやっているシャムは瓶でケガをしたりはしないが、とにかく目が開けていられない。シャムの顔は、涙と鼻水でぐしゃぐしゃだ。

  　瓶を投げているのは、火眼兵の投とう擲てき隊である。投擲隊は大型の武器は持たず、代わりに様々な薬品や液体が詰まった薄い瓶を持ち歩く。

  　投擲隊の次は、火眼兵の捕ほ縛ばく隊や撲ぼく殺さつ隊の出番だ。鉄てつ棒ぼう槌ついを構えた捕縛隊、八はち綾りよう錘すいを構えた撲殺隊。どちらも、相手が外功をやっていることを想定して装備を整えている。さすがの神しん虎こ族ぞくも、視界を塞ふさがれ呼吸を乱された状態では為なす術すべもなくやられてしまうだろう。

  　シャムが諦あきらめかけたその時――、

  「大丈夫か!?　シャム姉さん！」

  　末っ子のシスが駆けつけてきた。

  　シスは火眼兵の中心に飛び込んで、神虎乾けん坤こん圏けんを使った。二、三回転するだけで、十人近くの火眼兵を血祭りにあげる。捕縛隊、撲殺隊を援護するために投擲隊が再び目潰し瓶を投げようとするが、シスはそれを殺した敵の死体を盾たてにして防いだ。シスは、戦場に腐るほど転がっている死体を蹴って、敵にぶつけた。そうやって敵の隊列を乱してから、殺しまくる。

  「シャム姉さん、油断しすぎだ」

  「わ、わかってるよーだ！」

  「無事か、二人とも」

  　長女のナコと次女のリッカもやってきて、火か眼がん兵へいの大掃除が始まった。火眼兵は確かに精せい鋭えいだが、破は軍ぐん武ぶ侠きようさえも易やす々やすと倒す四姉妹に太た刀ち打うちできるはずがない。シャムを仕留め切れなかったところですべては終わっていたのだ。

  

  　前線は崩壊した。

  　すでに、カルザの軍は一万人近くが死亡している。

  　だが、カルザはまだ自分の勝利を疑っていなかった。

  　カルザは破は城じよう武侠。弱小国なら一人で滅ぼす力を持っている。実質的な敵は、たったの五人。神虎族の四姉妹とジャホウセンさえ倒せば、崩ほう天てん教きようなどただの民みん兵ぺい集団にすぎない。皆殺しにするのは簡単だ。

  　カルザは馬を飛び降りて、単身ジャホウセンの戦車を目指して走った。走りながら、自分の得え物ものを構え直す。カルザの武器は、象の鼻の形をした刃がついた長柄の刀――象ぞう鼻び刀とう。カルザの象鼻刀は巨大で、しかも刃には金こん剛ごう石せきの粉末を大量にまぶすことで強度が高めてある。普通の象鼻刀にはない仕掛けもついている。

  「我が名は鎮ちん西ぜい将軍カルザ！　いざ尋じん常じように勝負！」

  　カルザは馬上で名乗りをあげた。

  「我ら神しん虎こ族の生き残り、ハン家の四姉妹」

  　そんなカルザを、四姉妹が囲む。

  　ナコ、リッカ、シャム、シスとそれぞれ名乗った。

  　誰がいくか、と姉妹は目配せを交わす。

  　シャムはまだ、目め潰つぶし瓶びんの効果が残っていて満足に戦えない。

  　そこで、末っ子のシスがカルザに仕掛けた。

  「私の名はシスだ。相手してやる」

  　長女と次女は、腕を組んで妹の戦いを見守っている。

  　シスは、左右の神しん虎こ乾けん坤こん圏けんを立て続けに突き出してカルザの手足を切り落とそうとした。とりあえず生かしておけばジャホウセンに献けん上じようできる。

  　カルザは象鼻刀をかざしてシスの乾坤圏を受けた。

  　火花が輝く。ガキンガキンと刃のぶつかり合う音が響く。

  　シスは、旋せん風ぷうのように回転した。

  　左右の神虎乾坤圏が、休む間もなくカルザに襲いかかる。

  　しかし、カルザは冷静だった。回転には回転で対抗した。カルザは愛用の象鼻刀を風車のように回して、シスの連続攻撃をことごとく弾はじいてのけたのだ。

  　カルザはすかさず反撃。力を込めて象ぞう鼻び刀とうの先端で打ちつけた。さすがにカルザの攻撃は速度も威力も段違いで、他の破は軍ぐん武ぶ侠きようたちとは格が違った。シスは両手の神しん虎こ乾けん坤こん圏けんを交差させ、なんとかカルザの象鼻刀を受けたが、力負けして後方に軽く吹き飛ばされてしまう。シスは空中で一回転してから受身を取り、構え直してから驚きの声をあげた。

  「こいつかなり強い。びっくりしたぞ」

  「おもしれぇ、シスはさがれ。次は俺にやらせろ」

  　と、次女のリッカ。

  　カルザは、誰からどう殺そうか思し案あんしている。敵は手て強ごわいが、絶望的な感じはしない。やってやれないことはなさそうだ。

  　シスがさがり、リッカとカルザが戦いを始めようとした、その時――

  「四姉妹は手を出すな！」

  　よく通る大声が戦場をつんざいた。

  　いつの間にか、大型の馬車が到着していた。馬車の上から跳躍した人影が、華か麗れいに宙を舞ったあとカルザとリッカの間に着地する。豪華な二胡アルフーを構えたその人は、崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンであった。

  

  　四姉妹はすぐさま身を退いて片膝ひざをつき、主に対してかしこまった。

  「崩天教主ジャホウセンである！　偽いつわりの道理を崩し、真の道を進む！」

  「鎮ちん西ぜい将軍カルザだ！　貴様の運も今日限りと思い知るがいい」

  「ふふ……鎮西将軍か」

  　ジャホウセンは、カルザに懐なつかしむような視線を送った。

  「偉くなったものだ。それに、見た目が昔と変わらない」

  「……なんだと？　それはどういう意味だ？」

  「私とお前は初対面ではない。お前が覚えているわけはないがな」

  　そう言って、ジャホウセンは二胡アルフーを武器として構え直した。

  　右手に二胡の弓、左手に琴こと筒づつ。どちらも、ジャホウセンが使えば楽器ではなく凶悪な武器となる。

  「まあいい。話はあとでゆっくりしよう。私がお前を叩きのめしてから、な」

  「なかなか自信があるようだが、そうは上う手まくいかんぞ」

  　カルザは象鼻刀で前方を払った。

  　ジャホウセンはそれを琴筒で後方に受け流す。

  　楽器を武器として使いこなすジャホウセンに、カルザは若じやつ干かんの戸と惑まどいを覚えた。初対面ではないことを匂わせるジャホウセンの発言も引っかかる。が、すぐに気を取り直して連続で切りつける。

  　カルザは王道の戦いを好む。王道とは、基礎を大切にした隙すきのない戦い方のことだ。この大陸の武術において、刀を使う技の基礎は大きく四つに分類できる。切り上げる動き「撩りよう」。払う動き「掃そう」。切り裂く動き「劈へき」。刺す動き「扎さつ」。以上四種だ。内ない功こうを込めて、基礎の動きを高速で繰り返す。カルザはそれこそ最強の戦い方だと信じている。娘のヒュンラは武器の性能に頼るところがあり、それについてはずっと心配していたのだ。

  　撩、掃、劈、扎の連続攻撃。象ぞう鼻び刀とうと二胡アルフーがぶつかり合い火花を散らす。

  　カルザの重厚な刀遣いに、ジャホウセンの防御は追いつかなかった。

  　崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセン。確かに遣い手ではあったが、九きゆう谷こく関かんを朝ちよう廷ていから奪い取ったわりには物足りない実力だった。

  　やがて、カルザの象鼻刀が二胡の隙間を抜けた。その切っ先が、真っ直ぐジャホウセンの喉のどに向かっていく。

  　殺した、とカルザは己おのの勝利を確信した。

  　しかし次の瞬間――、

  「なにっ!?」

  　カルザの確信は崩壊し、驚きにとってかわられる。

  　象鼻刀の刃は、確かにジャホウセンの喉に命中したが、跳ね返された。金属の塊かたまりに当てたような感触。喉のどは、普通の外がい功こうでは鍛えにくい場所だ。まったく通じないなど、本来ありえないことだった。

  「それはまさか伝説の金きん蚕さん功こう！」

  　カルザは悲鳴まじりに叫んだ。

  「いかにも」

  　と、ジャホウセンは得意げにうなずく。

  　金蚕功。

  　全身硬こう気き功こうの一種だ。

  　恐ろしく体を硬くするが、方法は謎に包まれている。その遣い手は、ここ数十年現れたことがなかった。

  「私にその程度の武器は通じん。諦あきらめて降こう伏ふくしろ」

  「まだだ！」

  　カルザは王道の戦いを好む。

  　だが、ヒュンラが武器に凝こるのは実は母親譲りだ。

  　王道の戦いを極めた上で、武器には切り札を隠しておく。

  　カルザの象鼻刀には、燃料と発火装置が内蔵されている。

  　猛もう火か油ゆ櫃き――火炎放射器である。
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  　カルザの象ぞう鼻び刀とうが、突然火を噴いてジャホウセンを包み込んだ。

  「……ジャホウセン様！」

  　さすがの神しん虎こ族ぞく四姉妹も悲鳴をあげる。

  　火の勢いは強く、空気が焦こげる。ジャホウセンの姿は炎で完全に見えなくなる。

  　いくら金きん蚕さん功こうでも、この熱量に耐えられるわけがない。

  「なるほど……これがお前の切り札か……」

  　炎の中から声がして、カルザの口から心臓が飛び出そうになった。

  「お気に入りの服と二胡アルフー が燃えてしまった……」

  　さらに声は続く。

  　象鼻刀の燃料が切れて、炎が収まっていく。

  　ジャホウセンは、死体になっていなかった。それどころか、軽い火傷やけど一つ負っていない。黒いすすが少しついているが、それだけだ。

  「くっそおおお！」

  　絶叫しつつ、カルザはジャホウセンに象鼻刀を打ちつけた。

  　ジャホウセンはそれを右の前ぜん腕わん部でさばきつつ、踏み込んでカルザの顎あごを殴る。

  　強烈な一撃に、カルザの足元がふらつく。

  　ジャホウセンは中段の蹴りを放ち、カルザの手を打った。その衝撃と痛みで、カルザは象鼻刀を取り落としてしまう。

  　ジャホウセンは、武器を失ったカルザの足を払って地面に倒した。全ぜん裸らのジャホウセンが、倒したカルザの顔面に股こ間かんを押し付けるようにしてまたがった。自分の秘所でカルザの呼吸を圧迫しつつ、腹を殴る。一発殴られるたびに、カルザの体がびくんびくん！　と跳ねる。――カルザが意識を失うのは、時間の問題だった。

  「カルザ様をお助けしろ！」

  　ファンメイ率ひきいる白びやく夜や連れんが、ようやくカルザに追いついてきた。逃げる味方の弩ど兵へいが邪魔で、カルザとはぐれてしまっていたのだ。

  　カルザの近この衛え兵部隊、白夜連がすべて女性なのを見て、ジャホウセンはほくそ笑んだ。

  「一人も殺さず、すべて生け捕りといこうか」
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  　カルザは意識を失い、立ち上がったジャホウセンは白夜連との戦いを始める。

  　それを遠くで見ているヒュンラが、呻うめき声をあげた。

  「まずい……！」

  　嫌な予感はしていたのだ。世の中にはまだ未知の達たつ人じんが大勢いる。ヒュンラは、シュンライやオンリンに負けてそれを思い知った。同じことが母に起きても不思議はなかった。

  「母様がつかまった！　私に、助けにいかせてくれ……！」

  　ヒュンラは、頭上のシュンライに懇こん願がんした。

  「それは……ムシがよすぎないか？」と、シュンライ。

  「お前はそのまま逃げ出して、また私たちの敵になるかもしれない。お前が再び仕掛けてこようと負ける気はしないが、面倒臭いのはゴメンだ」

  「ここでいかせてくれたら、もう二度とお前たちの敵にはならない。約束する。もしこの約束を違たがえたら、次は私にどんなことをしても受け入れよう」

  「シュンライ様、私からもお願いします……！」

  　リョウカが、シュンライに抱かれたまま両手を合わせた。

  「いかせてあげてください……！」

  「リョウカにまで頼まれると、弱い」

  　シュンライはリョウカを抱き直し、ヒュンラの拘こう束そくを解いた。

  「ヒュンラの武器――旋せん風ぷう血けつ滴てき子しは、馬小屋の神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうの隣となりに置いてある。お前の軽けい功こうなら、戦いくさが終わる前に戻ってこれるだろう」

  「本当に……本当にすまない！」

  　そう言い残して、ヒュンラは木から飛び降りていった。

  「シュンライ様は……ヒュンラさんの手伝いはしないんですか？」

  　そんなヒュンラの後ろ姿を見つめつつ、リョウカは訊いた。

  「私の敵は朝ちよう廷てい軍だ。朝廷軍を助けるために戦う気はないよ」
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  　白びやく夜や連れんがジャホウセン一人に敗れて全員が生け捕りにされるのと、旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを構えたヒュンラが戦場に飛び込んでいくのとはほぼ同時だった。

  　久しぶりに、旋風血滴子の刃が激しく回転しうなりをあげる。

  　崩ほう天てん教きようの民みん兵ぺいが立ち塞ふさがったので、蹴け散ちらした。旋風血滴子の一撃を食らった民兵の体が、爆発したかのように四し散さんする。

  「我が名はヒュンラ！　鎮ちん西ぜい将軍カルザの娘だ！」

  　民兵を一瞬で数百人殺したヒュンラは、そのまま神しん虎こ族ぞくの四姉妹に挑いどんでいった。


  


  ５章
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  　戦いくさは終わった。

  　シュンライとリョウカは、月げつ女じよ楼ろうの大部屋に戻った。

  「ヒュンラはどうなりました？」

  　と、ホウショウ。

  「母の鎮ちん西ぜい将軍カルザとともに、崩ほう天てん教きようの手に落ちた」

  　ヒュンラは、ジャホウセンのもとまでたどり着くことさえできなかった。その前に、四姉妹に囲まれて叩きのめされたのだ。

  「崩天教は強い。ジャホウセンは伝説の金きん蚕さん功こうを極めている。とんでもない達たつ人じんだ」

  　シュンライが言った。

  「崩天教は……私たちの敵になるのでしょうか？」

  　リョウカが、不安げに訊たずねた。

  「まだわからん」

  　シュンライは腕を組んで考え込む。

  「まだ私は、崩天教がどの程度民衆を苦しめているのか知らない。まずは、それを少し調べてみる必要がありそうだ」

  「やるとなれば、死闘を覚悟せねばならんでしょうな」

  　こういう話題になると、ホウショウは軍師の顔になって生き生きとする。戦場で連戦連勝だった頃を思い出すのだろう。

  「崩天教には敵が多そうだが、そういう教団に限って信徒は熱心なものです。いちいち相手をしていたらキリがない。いきなりジャホウセンの首を狙うのが上策でしょう」

  「ホウショウさんの言う通りだな」シュンライはうなずく。

  「戦いが始まれば、私とリョウカ、そしてオンリンで敵の大将をとりにいく。しかし問題は、その間ホウショウさんがどうやって身を守るかだが……」

  「アルシャとか言いましたっけ。あの娘に守ってもらいますよ」

  　ホウショウは軽く言った。

  「アルシャとその護衛のニスーラは、シュンライ様と私の力を必要としている。しかもかなりの腕うで利ききだ。ここは、利用させてもらいましょう」

  「抜け目がないものだ」

  「使えるものはなんでも使うのが、このホウショウのやり方です」

  　その時、何者かが出入り口の戸を叩いた。

  「どなたか」

  　と、シュンライ。

  　しかし、返事はない。

  　空気が緊迫し、シュンライとオンリンが身構えた次の瞬間、開いていた窓から人が飛び込んできた。猿さるのように身軽な動きだ。飛び込んできたのは、女。その女は右手に扇せん子すを持っていた。外縁部が刃物で強化され、さらに骨が鋭するどい針でできている武術扇子だ。

  　直後、出入り口の戸が開いてもう一人現れた。今度は男だ。男の武器は、二本の釵さい。先端が尖った長い棒に、握あく把はの近くに卍まんじ型の鉤かぎがついている。

  「刺し客かくか！」

  　シュンライとオンリンは素早く反応した。

  

  　リョウカは、ホウショウとリランを庇かばうような位置に移動した。

  　武術の修行を積み、少しは強くなってきて判ったのが、初心者はでしゃばらない方がいいということだ。今リョウカがシュンランやオンリンを援護しようとしても、彼女らにとってはむしろ迷惑でしかない。邪じや魔まになる。だからこそリョウカは、瞬時に守りに徹した。

  　シュンライが男の相手を、オンリンが女の相手をする。

  　女は、ツリ目で気が強そうだ。身につけている黒い着物は、動きやすさを重視してか露出度が高い。

  　男は童顔で人じん畜ちく無む害がいそうな顔つきだが、背が高く筋肉のつき方もいい。特に、肩と腰がたくましい。

  　男が、二本の釵でシュンライを攻撃した。

  　目を狙ってきた釵を、シュンライは手の甲で弾はじく。相手の速度のある突きを見て、シュンライは気を引き締めた。なかなかの腕だ。

  　男は急所狙いを続けた。釵の先端で耳、喉のど、乳ち首くび、股こ間かんなどを突こうとする。急所を狙った攻撃は読みやすく、防御しやすい。シュンライは、男の攻撃をことごとく鉄てつ砂さ掌しようで弾いていく。

  　男は、釵でシュンライの腹を突いた。シュンライはわざと避よけない。外がい功こうで鍛えた腹ふつ筋きんが、釵を跳ね返すことが判っていたからだ。事実、釵の先端が皮ひ膚ふを突き破ることはなかった。そこで男は作戦を変えて、釵を腹筋に突き立てたまま発はつ勁けいした。気き功こうの力で、シュンライの外がい功こうを破ろうとしたのだ。

  　それに気づいたシュンライは、自分も発勁した。シュンライと男の発勁、内ない功こうの力がぶつかり合う。その勝負に勝ったのは、やはりシュンライだ。内力比べでおくれをとった男は後方によろめく。

  

  　女は、扇子を使ってオンリンを眩げん惑わくした。突然オンリンの目の前で扇子が開いたかと思ったら、次の瞬間閉じられて代わりに女の蹴りが飛んでくる。オンリンは鉄てつ皮ぴ功こうをやっているので蹴りに耐えたが、鬱うつ陶とうしいことこの上ない。さらに女は扇せん子すを広げたり畳たたんだりしながら華か麗れいに舞い、時折オンリンに打撃を加えていく。見たこともない戦い方にオンリンは戸と惑まどい、なかなか女をつかまえることはできない。

  　オンリンは南なん天てん派七しち星せい皇こう家か拳けんを使う。シュンライが使うのは北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん。流派が違うのは、七星皇家拳を学んだのがシュンライと出会う前だったからだ。七星皇家拳は、相手をつかんだり超至近距離での戦いになった時に威力を発揮するが、今目の前の女がやっているようなトリッキーな武術に対応することは苦手としている。

  　オンリンは扇子の女に苛いら立だっていたが、シュンライは釵さいの男を追い詰めていた。釵の男がいよいよシュンライに殴られそうになった瞬間、扇子の女は武器を畳んで抱ほう拳けん礼れいをした。

  「申し訳ありません。私たちは敵ではないのです！」

  「どういうことだ」

  　抱拳礼をしている相手を殴るわけにはいかない。シュンライとオンリンは警戒しつつ、しかし戦うのを中断した。

  「なにしろレイ・シュンライは死んだと噂うわさされていた。それが突然現れて、ギョウサイの町で朝ちよう廷ていの南部第一軍を壊かい滅めつさせたという。すべての真しん偽ぎを確かめるためには、こうするのが一番かと思ったのです」

  　と、女が説明した。

  「なるほど、つまりは腕試しか」

  「はい。やはり見事な腕前。腕は鈍にぶっていないようだし、ましてや幽霊でもなさそうだ」

  「当たり前だ！　姉あね者じやは今も昔も最強のままだ！」

  　オンリンが不ふ機き嫌げんそうに怒鳴った。

  「本当に失礼いたしました。あたしの名はコクリ。あっちは、夫のロウシュウです」

  「聞いたことがある名だ」

  「今日は、たまたまあの拳けん神しん雷らいが近くにいると聞いて駆けつけてきました。実は、近くで南なん天てん五大門派の会合が行われているのです」

  　南天五大門派――。

  　この大陸の武術は、大きく二つに分けることができる。

  　南天派と北天派である。

  　この世で一番強いものを決める武術大会。双そう天てん戦。双天戦に出場するためには、北で行われる北天戦か、南の南天戦で優勝しなければいけない。

  　北天戦と南天戦は、少しルールが違う。南天戦は、武器の長さに制限がある。巨大すぎる武器は使用することができない。そして、試合は一対一で行われる。よって南では、至近距離で戦う武術流派が栄えた。

  　北天戦では武器の長さ大きさに制限がない。そして、戦いは一対一とは限らない。参加人数によっては多対多の試合も組まれる。そのため北では、たとえ一対多となっても対応できるような武術が求められた。

  　しかし近年は、北ほく天てんと南なん天てんの武術を同時に学ぶ者も多く、その違いは明確なものではなくなってきている。結果、北天派、南天派という言葉は、武術家の政治的な立ち位置を示す意味で使われることが多い。

  「このあたし――コクリは、南天五大門派のうちの一つ、南天派双そう宮きゆう拳けんの掌しよう門もん（門派の主）をやっています。夫のロウシュウは補佐役です」

  　南天五大門派とは、簡かん潔けつに表現すれば武術派は閥ばつのことだ。武閥と略される。人が集まれば、自然とグループごとに分かれていく。それは武ぶ侠きよう、武術家も例外ではない。武閥によって、掲かかげる理念や資金源は違う。その違いが、対立を生む。

  「どうでしょうか、シュンライ様。南天五大門派の会合に、少しだけでも出席してもらえないでしょうか」

  「む」

  　シュンライは低くうなった。

  　武林では義理と面子メンツを重んじる。わざわざ掌門が出向いて招待してきたのだ。これを断れば、南天五大門派の掌門全員の顔を潰つぶすことになる。まともな武侠なら、そういったことには気を遣う。シュンライは勝手気ままな性格だが、不ふ真ま面じ目めではない。

  「いってらっしゃいませ、姉あね者じや」と、オンリン。

  「留守は、俺が守っておきますよ」

  「リョウカはどうだ？　一緒に来るか？」

  「いえ……私はさすがに場違いでしょう」

  　リョウカは慌あわててかぶりを振った。

  「そんなことはないだろうが……」

  「一門を率ひきいる達たつ人じんに囲まれては緊張してしまいます。ご容よう赦しやを」

  　リョウカの遠慮は当然のものだった。シュンライほどの達人が、リョウカのような初心者に教えていること自体が少し変わっているのだ。うかつにリョウカが武侠の会合などに顔を出せば、シュンライに恥をかかせることにつながりかねない。

  「そうか……」

  「私は、オンリンさん、ホウショウさんとともにこの部屋で待っています」

  「判った。さっと行って、さっと戻ってこよう」

  「では、皆様。少し拳けん神しん雷らいをお借りしますよ」

  　コクリ、ロウシュウの武侠夫妻とともに、シュンライは宿を離れていった。それを見送ったリョウカは、奇妙な胸騒ぎを覚えて軽く拳こぶしを握る。そういえば、最近ずっとリョウカとシュンライは一緒だった。少し離れるだけでも、不安になってしまう。
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  　ヒュンラの母、カルザは何をやっても完かん璧ぺきだった。

  　北ほく天てん派旋せん風ぷう象ぞう鼻び刀とうの達たつ人じんであり、異例の速度で鎮ちん西ぜい将軍の地位までのぼりつめた。内ない功こうをよく鍛えているから歳をとっても見た目は若いままで美しく、優しい性格で兵士たちからも慕したわれていた。

  　ヒュンラは、そんな母の背中を見て育った。母があまりにも立派な人間なので、少しでも落ちこぼれたらきっと見捨てられる――。幼い頃のヒュンラは強迫観念に駆られて、人の何倍も努力した。その結果が、南部第一軍の将軍という地位だ。

  　軍が敗れ、シュンライたちに捕らえられて、ヒュンラは「絶対に母は呆あきれ果てたはずだ」と絶望した。だからこそ、母の鎮西軍がこの九きゆう谷こく関かんに近づいてきていると聞いて、居ても立ってもいられなくなった。

  　母を助けようと飛び出して、そして――。

  

  「…………」

  　ヒュンラは、ようやく意識を取り戻した。

  　――ここは？

  　思い出す。

  　ヒュンラは、神しん虎こ族の四姉妹と戦った。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを使って善戦したが、数の差で押し切られて袋ふくろ叩だたきにされたのだ。そういえば、体中が痛む。

  「くっ……」

  　瞼まぶたをゆっくり開くと、そこは広い部屋だった。豪華な寝台があるから、恐らく崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンの寝室だろう。多数の檻おりが設置され、張り形デイルドーを挿入された全ぜん裸らの娘たちが泣き叫ぶ異様な空間だ。

  　ヒュンラは、天てん井じようから鎖くさりで吊り下げられていた。後ろ手に拘こう束そくされ、大きく脚を開いた屈くつ辱じよく的な姿勢をとらされている。発はつ勁けいし、縄なわ抜ぬけを試こころみるが上う手まくいかない。いくつか、体の自由を封じる点てん穴けつを突かれたようだ。

  「――あッ」

  　そしてヒュンラは、隣にもう一人吊り下げられていることに気づいた。実の母親――鎮西将軍カルザだ。自分と同じ姿勢で、カルザが意識を失っている。

  「母上ッ、母上ッ」

  　ヒュンラが呼ぶと、カルザは身じろぎした。

  「ん、うん……」

  「母上、起きましたか」

  「ここは……？　それに、ヒュンラがなぜここに!?」

  「私はシュンライに敗れ、虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けていましたが、母上を助けるために解放されました。そして、崩ほう天てん教きようと戦い……」

  「ああ、敗れてしまったのね……そんな……」
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  　ジャホウセンはまず、カルザの近この衛え兵――白びやく夜や連れんの調教に入った。

  　白夜連は女ばかりの精せい鋭えい部隊。三百人。

  　今は崩ほう天てん教きようの本ほん拠きよ地となった九きゆう谷こく関かんの城。その拷ごう問もん部屋。

  　三百人の美女、美少女たちが、手て枷かせと足あし枷かせで自由を奪われ、四つん這ばいの姿勢で尻をむき出しにされてずらりと並べられている。

  　その光景を見て、ジャホウセンは満足げにうなずいた。

  　ジャホウセンの股こ間かんの肉棒は屹きつ立りつし、獲え物ものを求めて脈打っている。

  　最初に目をつけたのは、白夜連の隊長であるファンメイだ。

  　ファンメイは砂さ金きんをまぶしたように美しい長髪の持ち主だった。恐らく、良家の出だろう。

  育ちのよさが顔や体から滲にじみ出ている。

  　ジャホウセンは「ファンメイは他の白夜連兵士たちの心のよりどころに違いない」と見抜いた。三百人の娘たちは怯おびえつつも、時折ファンメイにすがるような視線を送っている。まだ、心のどこかで「隊長ならばなんとかしてくれる」と信じているのだ。まず、これを打ち砕くのが先決だとジャホウセンは判断した。

  「この、ファンメイとかいう娘の拘束を解け」

  「はっ」

  「えっ!?」

  　ジャホウセンの命令を受け、四姉妹のナコがファンメイの手枷と足枷を外した。それに一番驚いたのは、他ならぬファンメイだ。

  「武器を」

  　と、さらにジャホウセンは指示を出す。

  　四姉妹が、ファンメイの前に多数の武器を並べた。

  「かかってこい。もしお前が勝ったら仲間はすべて解放しよう」

  「な、なんですって……!?」

  「普通にやっても、私の勝ちは決まっているからな。私は、必ずお前の攻撃を十手受けると約束しよう。もちろん武器を使っていい。私は素す手でだ」

  「十手……！」

  　白びやく夜や連れん三百人の瞳が、一いつ斉せいに期待で輝いた。

  　十手あれば、とファンメイもその気になる。

  　ファンメイは、並んだ武器の中から鋼鉄の槍やりを選んで両手で構えた。最も得意とする武器だ。試ためしに、とファンメイは槍で壁を突いた。ドスン！　と重い音がして、石の壁に大きな穴が開く。いい槍だ。ジャホウセンは、小細工を使う気はないらしい。

  「人をバカにするのもそこまでですっ！」

  　ファンメイは、力を込めて槍を突き出した。

  　今度は、ジャホウセンの心臓を狙っている。

  　狙ねらい違たがわず、槍の穂ほ先さきがジャホウセンの胸板に命中した。

  　だが、徹とおらない。ジャホウセンの筋肉は、鋼鉄よりも硬かった。

  　自分の突きに自信を持っていたファンメイは驚くが、すぐに気を取り直した。あと、九手残っている。ジャホウセンは避よける素そ振ぶりさえ見せない。

  　ファンメイはジャホウセンのみぞおちを突き、乳ち首くびを突き、へそを突き、股こ間かんを突き、喉のどを突いた。石の壁を貫つらぬくファンメイの槍だが、やはりジャホウセンには通じない。ことごとく弾はじかれてしまう。残りは四手。ファンメイの心しん中ちゆうに焦あせりが生じる。

  　ここしかない――。ファンメイは、ジャホウセンの眼球に狙いを定めた。

  「やっ！」

  　裂れつ帛ぱくの気合を込めて、渾こん身しんの一撃を繰り出す。

  　槍の穂先が、高速でジャホウセンの眼球に向かっていく。

  　ジャホウセンは、微動だにしない。余裕の笑みを浮かべている。

  　槍が伸びる。

  　ジャホウセンは瞼まぶたを閉じる。

  　次の瞬間――、

  「！」

  　その場にいる全員が、驚きの声をあげた。

  　ジャホウセンの瞼が、槍の一撃を跳ね返したのだ。

  「あ、ああ……あ……」

  　――いったい、何をどうやったらそんな場所を鍛えられるのか!?

  　ファンメイは、あまりの衝撃に腰を抜かして尻しり餅もちをついた。槍から手を離し、がっくりと肩を落とす。

  「あと三手残っているが……戦意を喪そう失しつしたな。決着はついた」
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  　ジャホウセンは、ファンメイの足をつかんで大きく開かせた。秘所を覆おおう金色の恥ち毛もうは薄く、割れ目がはっきりと観賞できる。

  　ファンメイは抵抗するが、弱々しい。

  　ジャホウセンは、一度相手を解放してから改めて叩たたき潰つぶすことで、白びやく夜や連れんの絶望を決定的なものにしたのだ。

  「ふふ……怯おびえているのか」

  「そ、そんなことはありません！」

  「強がりを言うな」

  「黙りなさい、逆賊め！　あなたなど、征せい西さい将軍ラゴン様が到着するまでの命です」

  「ラゴン……なるほど、鎮ちん西ぜい将軍カルザの上役か。征西将軍ともなれば、率いる軍勢は二十万。破は軍ぐん武ぶ侠きようだけでなく破は城じよう武侠も複数部下として抱えているだろう。ようやくまともな戦いくさができそうだ。相手にとって不足なし」

  「いくらあなたでも、ラゴン様にはかないませんよ」

  「本気でそう思っているのならおめでたい女だ。――真実の理ことわりを教えてやる！」

  　前ぜん戯ぎは無用、とジャホウセンはまだ濡れていないファンメイの秘所にいきなり自分の男根を突き込んだ。

  「くあああっ……！　き、きついぃ……！　ぬ、抜いてぇ……！」

  　腰を進める。ファンメイの狭い入り口が押し広げられる。

  　白夜連の三百人がすすり泣く声が聞こえる。

  「なんだ、処女ではないな……しかし、男がいるようには見えない。もしかして、白夜連の仲間同士で慰め合っていたのか？」

  「ああ……そんなこと、言わないで……」

  「ふふ、図星か」

  　磨ま鏡きよう（女同士の交合）で慰め合っていた、三百人の精鋭部隊。ファンメイを貶おとしめれば貶めるほど、全員の心が折れるのも早そうだ。一度全員完全に調教すれば、いい手て駒ごまになるだろう。

  　ジャホウセンの男根の先端から、催さい淫いん効果のある透明な液が迸ほとばしった。白はく蛇じや淫いん功こうの効果が出てきたのだ。女をよがりくるわせる術を秘所の奥深くで浴びて、ファンメイは嬌きよう声せいをあげる。そもそも、十手与えたのに三手も残したところで、ファンメイの心はジャホウセンの掌しよう中ちゆうに落ちていた。

  　ファンメイが恥ずかしげもなく快感の悲鳴をあげ始めたところで、ジャホウセンは不意に男根を引き抜いた。

  「……えっ？」

  　ファンメイは、無意識のうちに玩具おもちやをとりあげられた子供のような顔をする。

  「ここまでだ。続きをして欲しいなら、おしゃぶりをしろ」

  「そ、そんな……」

  「私は、すぐに別の娘に移ってもいいんだぞ。部下を守らなくていいのか？」

  　ジャホウセンは追い討ちをかけた。ファンメイのような生き真ま面じ目めそうな娘は、言い訳を用意してやるとそこに飛びつく。白はく蛇じや淫いん功こうが効いているのだ。性の快感が欲しいに決まっている。そこに、快楽を満たすためではなく、部下を守るためという名目を与えてやる。そんなことで部下が守れるわけはないのだが、すでにできあがっているファンメイには関係ない。

  「ああ、おしゃぶりします。奉仕させてください……」

  「よしよし、それでいい」

  　ジャホウセンは仁に王おう立だちした。

  「あん……大きい……」

  　ファンメイは、ジャホウセンの肉棒に上から下へ、下から上へと舌を這はわせた。ピチャピチャといやらしい音を立てて、口の端から涎よだれがこぼれても気にしない。それを見つめる白びやく夜や連れんの部下たちの軽けい蔑べつや失望の視線が、ファンメイの理性を麻ま痺ひさせて、より一層快感を際きわ立だたせる。

  　ファンメイは唇を突き出してジャホウセンの巨根を頬ほお張ばり、口の粘ねん膜まくで激しく前後にこすった。そのいたいけな表情に、ジャホウセンは満足してうなずく。

  「ぐっ」

  　やがて、ジャホウセンは射精した。射精すると同時にファンメイの鼻をつまんで、無理やり擬ぎ似じ精液を飲み込ませる。

  「あふぅ……精液……濃いよぉ……」

  「まだまだ。もっとお前を惨みじめにしてやる。そして、真の理ことわりに目ざめるがいい。すべての女はこのジャホウセンの愛を受けるために生まれてくるのだ！」

  　再び、ジャホウセンは正常位でファンメイを犯おかし始めた。

  「あああッ――！」

  　ファンメイの秘所は充血し、しとどに濡れ、男根の出し入れを受け入れる体勢が整っていた。理性や忠ちゆう誠せい心の堤てい防ぼうも決けつ壊かいしている。

  「いい、いい……！　もう、死んじゃうぅ……！」

  「はは、私の男根は一度や二度の射精では萎なえんぞ」

  　ジャホウセンなら、相手が五百人でも軽い。

  　激しく腰を使って、ファンメイを絶頂に導みちびいてやる。

  「一人では時間がかかりすぎる。四姉妹も手伝え」

  「はい」

  　神しん虎こ族の四姉妹、ナコ、リッカ、シャム、シス。

  　彼女らの股間にも、擬似男根が生えている。

  　四姉妹に薬で男根を生やしてやったのは、ジャホウセンだ。神虎族は数が減りすぎて、気がついたらメスしか生き残っていなかった。そこでジャホウセンは、特別に開発した女同士で子供を産むための気き功こうを四姉妹に授さずけたのだ。

  　四姉妹は、それぞれ好みの娘の尻をつかんでいきりたった剛ごう直ちよくを突き込んだ。拷ごう問もん部屋に、悲鳴と嬌きよう声せいが響く。ジャホウセンと四姉妹が、ずらりとならんだ白い尻を次々と犯おかしていく。生まれて初めての激しい性交に耐えられず、白びやく夜や連れんの娘たちの理性は崩ほう壊かいし、絶頂とともに意識を失う。

  「いい締まりだ……」

  　白夜連の一人に後ろから挿入し、長女のナコは思わずそんな感想を漏らした。その隣となりでは、次女のリッカがやはり後背位で美女を犯おかしている。ナコとリッカは、四姉妹の仲でも一番仲がいい。二人はそれぞれ別の女を犯しつつ、上半身をひねって口づけを交わした。

  「ああン、姉様……」

  「かわいい……リッカ……」

  　三女のシャムは自分が幼児体形なせいか、肉体が豊満な娘には容よう赦しやがない。八つ当たり気味に、手荒に犯してしまう。いきなり尻の穴を犯すのだ。

  「ふん！　弱いくせに体だけはいっちょまえなのだ！」

  「まったく。シャム姉さんにやられる娘はかわいそうだ」

  　と、末っ子のシス。

  　シスは、女に口でしてもらうのが好きだ。強引に喉のどの奥までねじ込んで、相手が吐き気を催もよおしても気にしない。直接胃いに注ぎ込むような勢いで精液を放つ。シャムのことが言えたものではない。

  　大量の精液が、白夜連を汚していく。
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  　ジャホウセンと神しん虎こ族ぞくの四姉妹で白夜連三百人を徹底的に調教した。しかし、この五人の精力は無む尽じん蔵ぞう。その股こ間かんはまだまだ衰おとろえることを知らない。

  　ジャホウセンは、四姉妹を引き連れて自分の寝室に向かった。そこには、鎮ちん西ぜい将軍カルザと娘のヒュンラが足を大きく開いた状態で宙吊りにしてある。

  「親子揃って惨みじめな姿よ……」

  　嘲ちよう笑しようを浴びて、カルザとヒュンラはもがいた。しかし、点てん穴けつを突かれた彼女らの筋力は普段の十分の一。その動きは鈍にぶい。彼女らのたわわな乳ち房ぶさが揺れ、むちむちとした肉に鎖くさりが食い込む。結局、ジャホウセンたちを喜ばせただけだ。

  「ファンメイとかいったか。あの娘に早く今のお前たちの姿を見せてやりたい」

  「！　ファンメイだと！　私の部下に何かしたのか！」

  　カルザが眉を吊り上げる。

  「たっぷり精液をくれてやったさ。涙を流して喜んでいたぞ。ファンメイだけではない。お前の近この衛え兵部隊はすべて生け捕りにして全員調教してやったばかりだ。ふふ、鎮ちん西ぜい将軍。そんな姿勢で怒っても迫力がないぞ」

  　そう言って、ジャホウセンは大たい笑しようした。

  「この外げ道どう！」

  　と、カルザが罵ののしる。

  　次の瞬間、ジャホウセンの大笑がぴたりとやんだ。

  「外道だと？　どの口でそんなことをほざけるのか！」

  　激げき怒どする。

  「どういう意味だ！」

  「真の外道はキサマだ、カルザ」

  　ジャホウセンの双そう眸ぼうに、殺気が走る。

  「『イズハ平原の虐ぎやく殺さつ』……忘れたとは言わさんぞ」

  「！」

  　その言葉を聞いた瞬間、カルザの目が丸くなり顔が蒼あお褪ざめた。母のただごとではない様子に、ヒュンラは眉み間けんに深いシワを刻んだ。

  「イズハ平原？　なんですか、それは。母上」

  　ヒュンラは、母がどんな戦いをしてきたのか大体知っているはずだ。それなのに、イズハ平原など一度も聞いたことがない。

  「はは、娘が知らぬなら教えてやろう」

  「よせ、やめろ！」

  「十二年前――お前の母、カルザは西部第一軍の将軍だった。征せい西さい将軍ラゴンの配下だ。ラゴンとカルザは、ある任務のために辺境のイズハ平原に展開した。その任務とは……少数民族の虐殺だ」

  「そんな……！」

  　朝ちよう廷てい軍が少数民族を弾だん圧あつしているのはヒュンラも知っている。戦場で生きるヒュンラだが、非戦闘員まで殺すのは信条に反する。虐殺などは、出世の見込みのない将軍の汚れ仕事とばかり思っていた。それに母が関わっていたというのは、ヒュンラにとって少なからず衝撃だった。

  「あの戦いくさの手柄で、カルザは鎮西将軍になったのだ」

  「私は……ラゴン様のやり口があまりにむごく、止めようとした……」

  　と、言い訳めいた口調でカルザ。

  「しかし、結局は傍ぼう観かんした。手を貸したのと同罪だ。あの戦いで、私たち器き解かい族ぞくは事実上滅びた……」

  「なっ！」

  　器き解かい族ぞく、という単語にヒュンラは反応してしまった。

  「お前も器解族だったのか！」

  「『お前も』だと？　それはどういうことだ？　さてはキサマ、私の他に器解族を知っているな……」

  　ジャホウセンは、ヒュンラの失言を見み逃のがさない。

  「くっ！」

  「いいだろう……もう少し昔話を続けてやる。イズハ平原の戦いで、私たち器解族はほとんどが捕らえられ、ラゴンの城に監かん禁きんされた。ラゴンに一人で立ち向かっても、さすがに勝ち目がない。いつか仲間を取り返すために、私は武術、気き功こうの腕を磨き、崩ほう天てん教きようを作って仲間を増やしているのだ。――今や私は金きん蚕さん功こうを会え得とくし、四姉妹のような心強い部下を得た。時は来た」

  「おかしいではないか。さっきお前は『イズハ平原の虐ぎやく殺さつ』と言ったぞ。器解族が捕らえられたのなら、虐殺ではない」

  　と、ヒュンラ。

  　その言葉に、ジャホウセンはゆっくりとかぶりを振った。

  「本来なら、そうだろう。しかし虐殺は、あった」

  

  「器解族の巫み女こ姫――ランスウ様が朝廷に捕らえられ、バラバラにされた。器解族の体は、切り離されると武器になる。そうやってできた六ろく門もん器械のうちの一つが、皇帝よりラゴンに与えられた。そしてラゴンは、六門器械の魅力にとりつかれたのだろう……。器解族の力を独占しようとしたのだ」

  　ジャホウセンは続ける。

  「そこでラゴンは、器解族を生け捕りにしても朝廷に報告しないことにした。代わりに無実の民たみを数千人も虐殺し、器解族を全滅させたように見せかけた」

  「そんな……ひどすぎる……！」

  「むごい虐殺だったぞ……まったく無関係の村や町を襲い、女や子供でさえも生きたまま焼き殺したのだ。死体を残せば偽ぎ装そうがばれるかもしれないから、ラゴンのやり方は徹底的だった。赤ん坊にも念入りに油をかけて火をかけ、最後には人間を食う悪あつ鬼き妖よう怪かいの類たぐいを戦場に放して掃除させた。情報を漏らしそうな味方の兵士も、一緒に殺した」

  「あ、ああ……」

  　ヒュンラは愕がく然ぜんとした。妙な気分だった。

  　母――カルザの方に目をやると、己おのれの過去を恥じるようにうなだれている。そんな母を見るのは、生まれて初めてだった。

  　カルザはいつも完かん璧ぺきで、それがヒュンラにとっては重圧だったほどだ。しかし今、ヒュンラは母の弱いところを知ってしまった。今まで感じていた重圧が、嘘のように軽くなっていく。弱いのは自分だけではなかったという卑ひ屈くつな安心感が、ヒュンラの心を満たす。

  「さて……ではそろそろ話を戻そう。ヒュンラ、お前は器き解かい族ぞくの生き残りが他にいることを知っているな？」

  「…………」

  　ヒュンラは無言。何も答えない。

  　別に、リョウカのことを守っているわけではない。器解族と器解族を会わせれば、意気投合し朝ちよう廷ていの敵となるかもしれない。

  「とぼけても無駄だ。ギョウサイでの戦いのあと、奇妙な噂うわさが広まった。自分の体を取り外して武器にする少女がいたという噂だ。どこまで本当の話か判らないから、戦いくさの当事者に聞くのが一番だろう。話さないなら、体に直接問いただす」

  「やめろ、娘には手を出すな！」

  　カルザが叫んだ。

  「まだまだ立場が判っていないようだな」

  　ジャホウセンは妖しく微笑する。

  「偽いつわりの道理に与くみしたお前たちの末路は悲ひ惨さんだぞ」

  「崩ほう天てん教きようのどこに正しい道理が通っている」と、カルザ。

  「お前たちの道理が間違っているからこそ、お前たちは今ここでこんな惨みじめな姿をさらしているのだ。客観的に考えてみろ？　この状じよう況きようを見て、私の正しさを疑う人間などこの世に一人もいない。征せい西さい将軍ラゴンの偽いつわりこそが、この私の出発点だった。私の行く道は、常に明るく照らし出されている！」

  

  　ヒュンラ、カルザに対する拷ごう問もんが始まった。

  　ジャホウセンは、二人を宙吊りにする鎖くさりの長さを調節した。大きく脚を開いた二人の尻が床に触れるか触れないかの位置まで下ろす。

  「話を聞きたいのはヒュンラだが……いたぶるのはカルザの方からだ」

  「なんだとっ!?」

  「本人をいたぶるより、母をいたぶる方がきつかろう」

  「ヒュンラ、私のことはいい！　絶対に何も話すな！」

  「母上！」

  「必ず助けはくる！　こんな邪じや教きようなど――」

  　カルザはさらに娘を励まそうとしたが、その口をジャホウセンの男根で塞ふさがれた。

  「うるさい口だ」

  「ん、くふっ……！」

  　ジャホウセンは、腰を卑ひ猥わいに動かしてカルザの口の感触を楽しんだ。

  　男根の圧迫感に、カルザの涙るい腺せんが緩ゆるむ。ジャホウセンの男根は、はっきりと段差がついている上に長さも太さも平均的な男性の二倍以上だ。そんな男根のくびれの部分が、カルザの舌をこすった。舌は、カルザの性感帯の一つだ。男根の匂いと味に感じたカルザは、もぞもぞと自分の腰を動かした。

  　フェラチオさせながら、ジャホウセンはカルザの股こ間かんに指を伸ばした。カルザの下着は、すでに愛液で濡れて透すけている。

  「どうした？　なぜおしゃぶりしただけでここが濡れている……」

  「こ、これは……」

  「ふふ、私は顔を見た瞬間気づいたぞ。お前たち親子は、いたぶられると快感を覚える被ひ虐ぎやく嗜し好こうの気けで満ちている。さしずめ、カルザを調教したのはヒュンラの父親といったところか……」

  　図星をつかれて、カルザの頬がかあっ、と赤くなった。カルザは、自みずから望んで肉奴ど隷れいの調教を受けたことがある。いたぶられることが好きなのだ。

  　カルザの喉のどで快感を貪むさぼるうちに、ジャホウセンの男根の先端から液が滲にじみ出た。

  　それを味わったカルザの背中に、電流のような刺激が走る。

  「この先走りの液……何かがおかしい……！」

  「ふふ、気づいたか。これぞ白はく蛇じや淫いん功こうの秘技よ」

  「……白蛇淫功!?」

  「私の男根は、普段は薬で生やしたものだとしている。器き解かい族ぞくだということが知れ渡って、五ご鎖さ衆しゆうでも差し向けられたら厄やつ介かいだからな。しかし、実際はこの男根は自然のもの。龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの証あかし。女同士で子供も産めるし、男根の内部で気き功こうも煉ねれる……」

  　カルザの喉が焼けるように熱くなり、次に胸、最後に丹たん田でんが熱で暴走した。

  　ジャホウセンの手順は完かん璧ぺきだった。カルザは被虐嗜好の持ち主であり、さらに過去に犯おかした罪を悔くいていた。実の娘の前で罪を暴あばき立てられることでカルザの理性は麻ま痺ひし、罰ばつを求めて被虐の性に火がつく。

  　改めてジャホウセンがカルザの前に男根を突き出すと、カルザは唇をすぼめて自分から吸いにいった。

  「ああ、ヒュンラ……見てはだめぇ……」

  　カルザの唇は弾力があり、男根に与える快楽は絶ぜつ妙みようだった。ちゅっぱ、ちゅっぱ、と淫みだらな音が響く。ずずっ、と喉の奥に突き込んで、カルザは鼻水を垂たらして呻うめく。涙と鼻水と唾だ液えきで顔中べとべとにしながらも、カルザの瞳は性の興奮で喜びに満ちていた。

  　見てはだめ、とカルザは言ったが、ヒュンラは母の痴ち態たいから目が離せなくなっていた。母がどんどん惨みじめになっていくことに、ヒュンラはむしろ喜びを感じていた。その事実に、自分のことながら腹が立った。

  　すでに、ヒュンラはシュンライに敗れて地を這はっている。そこに、完かん璧ぺきだった母までが堕ちてきてくれたのだ。

  「目の前で母親に挿入するぞ。それが嫌なら、今すぐ知っていることをすべて話せ。ヒュンラ」

  　そう言って、ジャホウセンはカルザの秘所に男根をあてがった。男根の先端が、カルザの花弁や陰いん核かくに触れる。それだけで、カルザの体と乳ち房ぶさがびくびくと震える。

  「だめよ、ヒュンラ……話しては……」

  　カルザは言った。しかし、彼女の腰は男根を求めて卑ひ猥わいに蠢うごめいている。

  「……くっ！」

  　ヒュンラは、歯は軋ぎしりをするだけで何も話さなかった。まだ耐えられる、と判断したのだ。

  「ふん……その我慢がいつまで続くか」

  　ジャホウセンはカルザの下着を横にずらし、腰を前に進めた。

  「いやあああっ！」

  　やや毛深い秘所に、肉の凶器がずぶずぶと潜り込んでいく。

  　子し宮きゆう口こうまで貫つらぬいて、激しい前後の運動を開始する。

  「ああ、あん、ああッ……！」

  「子供を産んだとは思えん締まりの良さだ。さすが鎮ちん西ぜい将軍殿」

  「いい、いい……」

  「白はく蛇じや淫いん功こうの効果が出てくるのが早い。鎮西将軍殿はかなりの好きモノのようだ」

  「あん……そんなことは……ああッ！」

  　白蛇淫功の破壊力は、他ならぬカルザが実感していた。えぐられるたびに、腰の神経を直接手でつかまれたかのように喘あえぐ。大きく口を開けて下を伸ばす。指先が反り返ってぴくぴくと震える。快感のことしか考えられなくなっていく。もっと欲しい、めちゃくちゃにして欲しい。

  「ナコ、手伝え」

  「ハッ」

  　四姉妹の長女が、カルザを犯すのに加わった。

  　ナコの股こ間かんのいちもつは完全に屹きつ立りつしていた。長さ一尺しやく（三十センチ）近くの巨根だ。雄お々おしく反り返り、血液と精液でカチカチになっている。

  「ああッ、素敵ッ！」

  　神しん虎こ族の巨根を見て、その匂いを嗅かぎ、カルザは思わず歓声をあげた。あげてから「しまった！」という顔をしても遅かった。

  「母上……」

  　今までまったく知らなかった母の一面に、ヒュンラは呆ぼう然ぜんとする。そしてヒュンラは、自分でも気づかないうちに性的興奮を覚えて濡れ始めていた。

  「神しん虎こ族ぞくの擬ぎ似じ男根は、陰いん核かくを巨大化、内部に特殊な精せい嚢のうを追加したものだ」と、ジャホウセンは得意げに語った。

  「猫の男根には、挿入したときメスに刺激を与えるために鉤かぎ爪づめ状のトゲがついている。その刺激でメスを排はい卵らんさせるのだ。神虎族の擬似男根も同じ仕組みになっている。人間が挿入されると、かなり効くぞ……」

  　ナコが、少しカルザの体を持ち上げて下に回った。真下から、真っ直ぐ上を向いた男根でカルザの肛こう門もんを狙う。出入りをスムーズにするために、ナコは男根とカルザの肛門に潤じゆん滑かつ油ゆにもなる媚び薬やくを塗りつけた。

  「あ、そこ、そこだめぇ……！」

  　カルザの弱々しい抵抗を無視して、ナコが後ろの穴に挿入。

  「！」

  　巨根が肛門から内部に侵入して、カルザは魚のように口をぱくぱくさせた。

  「ここも使い込んだことがあるようです。すんなり入った」

  「ああ……虎とらの肉棒……ざらざらしてるぅ……」

  　二本の男根が、カルザを凌りよう辱じよくする。二人の腰が動き始めると、カルザは盛大に潮しおを噴いた。

  「いぎ、ひぎいいいッ！」

  　同時挿入の快感に、カルザは錯乱寸前だ。たくましい巨根を口でしただけで濡れたようなカルザが、前後から同時にくわえ込んだのだからたまらない。ジャホウセンが言った通り神虎族の男根にはトゲがついていて、ナコが腰を引くと一緒に腸はらわたが引きずり出されるかのようだった。

  　カルザは無意識のうちに腰を動かして、自分から性の快感を貪むさぼる。

  　ジャホウセンとナコの激しい腰使いからヒュンラは目が離せない。パンパンパン！　と肉と肉がぶつかり合う音。実の母が快感に悶もだえる顔。

  「いくッ、いくッ、いくッ……あひいいい！」

  　カルザは絶頂に達した。

  　ジャホウセンとナコはカルザの内部で精液を放つ。

  　濃厚な精液の奔ほん流りゆうに、カルザは盛大な嬌きよう声せいをあげた。どくどくっ、と流し込まれて、カルザは絶頂の余よ韻いんに浸ひたる。

  「母上……そんな……」

  　ヒュンラは混乱していた。自分が何をどうすべきなのか完全に判らなくなっている。ただ、股こ間かんの疼うずきのみが異様に熱い。

  　すると、ジャホウセンはカルザから引き抜いた男根をいきなりヒュンラに挿入した。

  「ぎっ！」

  　油断していたヒュンラは悲鳴をあげた。

  　犯おかされる！　と思ってヒュンラは慌あわてて腰に力を込めるが、ジャホウセンは一度奥まで突いたあとすぐに男根を抜いた。

  「……？」

  「今、白はく蛇じや淫いん功こうの毒を流しておいたが、ここからが本番だ」

  　ジャホウセンが使っている寝台の横には薬棚が設置されていた。ジャホウセンの身の回りの世話をしている二人の少女――シュホウとレンナ――が、その棚から透明な液体の瓶びんを持ってくる。

  「この薬を飲ませろ」

  　と、ジャホウセン。

  　その命令を実行するために、ナコが立ち上がってカルザの顎あごをつかんで口を開かせた。開いた口に、レンナが瓶の液体を注ぎ込む。

  　カルザはそれを一滴残さず飲み干した。

  　やがて、カルザの股こ間かんに驚くべき変化が生じた。

  　カルザの陰いん核かくがむくむくと膨ふくらんでいく。

  　巨大化し、先端に大きな割れ目ができる。

  　短い時間で、カルザの陰核は男根へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

  「そ、そんな……！」

  「ふふ、急造の擬ぎ似じ男根だが、感度は抜群で射精もできる。――おい、リッカ」

  「なんですか」

  「こいつの、できたてのモノをしゃぶってやれ」

  「はい……！」

  　短気で粗そ暴ぼうな四姉妹の次女、リッカ。姉を慕したうこの娘は、四姉妹の中で一番のおしゃぶり好きだった。末っ子のシスはしゃぶらせるのが好きだが、リッカは自分から喉の奥までくわえ込むのが大好きだ。

  　生えたばかりで敏感なカルザの男根に、リッカがひざまずいて奉仕を始めた。

  「ああ……これが男根で味わう舌の感触……なんて気持ちいい……！」

  　神しん虎こ族ぞくは男根だけでなく舌もざらついている。生まれて初めてのフェラチオの相手が神虎族の中で一番舌使いの上う手まいリッカでは、カルザに太た刀ち打うちできるはずがない。たくましいカルザの男根に舌をからめて、上から下へ、下から上へと何度も繰り返す。

  「そこまで」

  　と、ジャホウセンはリッカのフェラチオを中断させた。

  「あっ！　そんなあ……やめないでぇ！」

  　カルザは身も世もなく哀願する。

  　どうしても精液が飲みたくなってきたリッカは、そのまま長女・ナコの男根にむしゃぶりついた。我慢が足りない妹の喉のどを楽しみつつ、ナコは「よしよし」と頭を撫なでてやる。

  「どうしても精液を出したいなら……」

  　と、ジャホウセンは邪よこしまな笑みを浮かべた。

  「……え？」

  「あの穴に入れろ！」

  　そう言ってジャホウセンが指差したのは、なんとヒュンラの股こ間かんであった。

  　その意図を察して、カルザとヒュンラは同時に「うっ！」と息を呑み込む。

  「シャム！　シス！」

  　部下の名前を呼んで、ジャホウセンはカルザの拘こう束そくを解いて床におろした。点てん穴けつで力を封じられた上に散々犯おかされたカルザは、自由になっても何の抵抗もできない。元気なのは、股こ間かんの擬ぎ似じ男根だけだ。

  　シャムとシスが、カルザの腕をつかんで立たせた。

  　カルザを引っ張って、ヒュンラの前にひざまずかせる。シスが手を伸ばして、カルザの男根の位置を調整。男根の先端がヒュンラの割れ目の真ん中に当たるようにした。

  「親子でつながるなんて……それだけは……それだけはダメッ！」

  　カルザに残った最後の理性が働いた。逃げようとするが、シャムとシスに左右から腕をがっちりとつかまれているのでびくともしない。

  「ふん、いまさら」

  　親子に嘲ちよう笑しようを浴びせて、ジャホウセンはカルザの後ろに立った。

  「や、やめてッ！」

  　そう叫んだヒュンラの双そう眸ぼうから涙がこぼれる。

  「わ、わかった！　話す！」

  「ようやくその気になったか！」

  「私が知っている器き解かい族ぞくの生き残りの名前は、リョウカだ！」

  　とうとう、ヒュンラは吐いた。

  「なんだと！　あの娘も生きていたのか！」

  　意外にも、ジャホウセンはリョウカのことを知っているようだった。

  「リョウカは、拳けん神しん雷らいことレイ・シュンライとともに月げつ女じよ楼ろうという宿にいる！　自分の正体を探し求めて旅をしているのだ！」

  「なんと！　それはいいことを聞いた！」

  　ジャホウセンは手を叩いて喜んだ。

  「褒ほう美びをくれてやろう。親子で性交させてやる」

  「そ、そんなッ！」

  　カルザは悲鳴。

  「約束が違う！」

  　と、ヒュンラ。

  「何が約束だ。私はお前たちとなんの約束もしていない！　話を聞きだすとは言ったが、それだけだ！」

  　ジャホウセンは、「ふん！」とカルザの尻を蹴った。

  　カルザの体がつんのめり、その男根がヒュンラの割れ目の中へ。

  「――っ！」

  

  「ああ、ヒュンラ、ヒュンラ……」

  「あああああっ、母上……」

  　リッカのフェラチオのせいで、カルザの性感は限界まで高まっていた。

  　ヒュンラも、ジャホウセンの白はく蛇じや淫いん功こうの効果で腰の芯しんが燃えている。

  　一度入れば、あとは腰が止まらなかった。二人は、獣けもののように激しいセックスを始めた。カルザがえぐる。ヒュンラが迎える。

  　激しい律りつ動どう。

  「私……母上にいかされてしまいます……」

  

  「私も……娘のあそこをえぐったまま、いっちゃうぅッ……！」

  　一線を越えてしまった――。一度そこまで堕ちてしまえば、あとは開き直って快感を貪むさぼるしかない。

  　カルザは、娘の子し宮きゆう目掛けて擬ぎ似じ精液を放った。

  「！」

  　直後、ヒュンラも絶頂に達して痙けい攣れんする。

  　盛大な悲鳴をあげたあと、二人はきつく抱き締め合った。

  「ごめんね……愛してるわ、ヒュンラ……」

  「母上……私も……」

  　そして、舌をからめる濃厚なキスを交わす。

  「なんだなんだ、母と娘で磨ま鏡きようの気けがあったとは。なんと罪深い親子よ」

  　ジャホウセンが大たい笑しようした。

  

  「ここで、親子の穴比べといくか……」

  　親子が正常位で抱き締め合っているので、その秘所がきれいに縦たてに並んでいる。

  　ジャホウセンは、ヒュンラの割れ目に突き刺さったままになっているカルザの男根を手で抜いて、代わりに自分のモノを挿入した。

  「ああっ！　た、たくましい……！」

  「ふうん……カルザの秘所もよかったが、やはり単純な締まり具合では娘の方が上か。肉ひだが絡み付いてくるのもなかなか気持ちいい」

  　ある程度ヒュンラをよがり狂わせてから、ジャホウセンは一度抜いて上の母親に挿入した。その衝撃でカルザは涎よだれと涙をこぼし、それがヒュンラの顔に落ちた。

  　カルザの秘所は、膣ちつ壁へきがざらざらしている。

  「ふむ。カルザの秘所はいわゆる数かずの子こ天てん井じよう。これも名器だな。親子でも秘所の感覚は違うものだ」

  「あっ、あっ、あっ」

  　ジャホウセンは、親子を交互に突いた。

  　まず、カルザの中に一発。

  「あひいいいっ！」

  　そして、ヒュンラにも一発。

  「あああああっ！」

  「もう……許して……本当に、もう……ダメ……」

  　と、カルザはすでに息も切れ切れだ。

  「おい、ナコとリッカはあいつらをここに連れてこい」

  　ジャホウセンは、ここまでやってもまだ親子への凌りよう辱じよくを続ける気だった。ちょうどリッカは、ナコを口でいかせて精液を飲み干したところだ。ジャホウセンの命令を受けたナコとリッカは別の部屋へ向かって、調教済みの奴ど隷れいたちをこの広い寝室まで連れてきた。

  「え……そんな……！」

  　奴隷たち――カルザの近この衛え兵部隊、白びやく夜や連れんである。白夜連は全員、恥ずかしい極小の水着を着せられていて、股こ間かんにはカルザと同じように薬で擬ぎ似じ男根を生やされていた。

  「ああ……カルザ様……」

  　と、ファンメイは主のあられもない姿を見て瞳を潤うるませた。

  「私たち、もうこんなになってしまって……」

  　白夜連の娘たちの擬似男根はすべて、天に向かって雄お々おしくいきり立っている。

  「ふふふ、こいつらにも薬を飲ませてやったのよ。まだ白はく蛇じや淫いん功こうが効いているから、出したくて出したくてたまらんはずだ。今や快楽によって私の言いなりよ」

  「そんな……！」

  　部下を敵に奪われて支配される、しかも、自みずからの手で育て上げた精せい鋭えい部隊を――将軍であるカルザにとって、これ以上の恥はなかった。

  「お前たち、カルザとヒュンラを犯おかしていいぞ。二人をいかせたものには、あとで私の男根をご褒ほう美びとしてくれてやる」

  　ジャホウセンは、白びやく夜や連れんに向かって言った。

  　すると白夜連の娘たちは、ファンメイを先頭にして、カルザとヒュンラににじり寄っていく。「ご褒美」と聞いて目の色が変わっていた。完全に、白はく蛇じや淫いん功こうの虜とりこだ。白蛇淫功は内ない功こうに長たけたものならある程度中和できるが、白夜連にそこまでの力はなかった。

  「申し訳ありません……！」

  　最初にカルザに挿入したのは、白夜連の隊長ファンメイだ。

  「ファンメイ……まさかあなたが、こんな……」

  　部下に犯される屈くつ辱じよくが、カルザの身も心も焦こがしていく。

  　あっという間に、カルザとファンメイは男根を生やした六人の娘に囲まれた。口、秘所、尻の穴――三つの穴を同時に犯される。

  「休ませるな。どんどんまわせ。今日から鎮ちん西ぜい将軍殿とその娘は、かつての部下たちの女奴隷となるのだ」

  　ジャホウセンは愉ゆ快かいで愉快でたまらない。

  　カルザとヒュンラを味わった白夜連の娘たちが次々と射精していく。親子は、顔に、胸に、腰に、足に、全身に精液をかけられて白く濁っていく。ぶっかける者もいれば、中で出すものもいる。

  「精液まみれだ。ああなっては鎮西将軍もおしまいだな」
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  　ジャホウセンは手近な椅い子すに座り、足を組んでカルザとヒュンラが輪りん姦かんされるのを観賞する。

  「こちらは一段落だ。四姉妹は街に出て月げつ女じよ楼ろうに向かえ。器き解かい族ぞくの生き残りリョウカをここに連れてこい」

  「ははッ！」
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  　一方、その頃シュンライは、武ぶ侠きよう夫妻のコクリ、ロウシュウとともに南なん天てん派巨大武ぶ閥ばつの会合場所に向かっていた。

  　三人とも軽けい功こうを会え得とくしているので、移動は馬よりも速い。馬より速いが、三人の中ではロウシュウが遅れ気味であった。一人足が遅いと、他の二人も合わせざるを得ない。

  「まったく、情けないね！」

  　荒野を疾しつ風ぷうのように走りつつ、コクリは自分の夫を叱しつ咤たした。

  「す、すみません……」

  「夫妻だというのに、厳しいな」

  　と、シュンライ。

  「こいつは夫とはいえ武術の腕は私よりも下。甘い顔を見せてもためになりません」

  「妻の言う通り……自分の修行不足がいけないのです」

  「そうか」

  　シュンライは、そこで会話を終わらせた。二人に特に興味はなかった。

  

  　たどり着いた会合場所は、洞どう窟くつであった。長い年月をかけて地下水が石せつ灰かい岩がん地帯を浸しん食しよくしてできた、鍾しよう乳にゆう洞どうだ。

  　天てん井じようからはつららのような鍾乳石が無数に垂たれ下がり、地面からは石せき筍じゆんや石せき柱ちゆうが生えている。人間の力では決して作り出すことのできない美しい空間。

  　しん、と鍾乳洞の中は空気が冷えている。そこはかとなく神聖な雰ふん囲い気きだ。

  「こちらです」

  　と、コクリに案内されて、シュンライは奥へ奥へと進んでいく。

  　鍾乳洞の少し開けた場所に、南の達たつ人じんたちが勢揃いしていた。

  

  　――南天五大門派！

  　それは、大陸南部最強の武閥。

  　五大門派の掌しよう門もんはすべて破は城じようの経験があり、それぞれ数百人という弟で子しを抱えている。南天五大門派に真っ向から対抗できる武閥は、北ほく天てん派武ぶ功こう山ざんのみである。

  　五大門派を仕切るのは、当然五人の掌しよう門もんだ。

  　南天派双そう宮きゆう拳けんの掌門、武術扇せん子すのコクリ。

  　南天派体たい極きよく拳けんの掌門、擒きん拿な術（関節技、つかみ技）の達たつ人じんラシャーナ。

  　南天派七しち星せい皇こう家か拳けんの掌門、巨大な斧おのを使う筋肉男タスカン。

  　南天派沈ちん背せい拳けんの掌門、槍やりを扱わせたら右に出るものはいない老人フーホウ。

  　南天派鉄てつ爪そう拳けんの掌門、十本の指に長い鉄の爪をつけて戦う妖よう艶えんな美女、ファレン。

  「これはこれは……コクリ殿がまさか本当にあの拳けん神しん雷らいを連れてくるとは」

  　白く長い髭ひげを生やしたフーホウが、感心して言った。杖つえをついているが、よく見ればそれは短い槍だ。

  「北天派獣じゆう形けい拳けんの達人。七万の軍勢を打ち破り、八つの城を一人で落とした拳神雷ことレイ・シュンライ。凄すさまじい戦果をあげながらも、決して武ぶ閥ばつに所属しようとしない自由奔ほん放ぽうな女侠の中の女侠……会えて光栄だ」

  　と、体極拳のラシャーナ。

  　彼女は、大陸最南端で暮らす異民族の出身だ。ラシャーナの肌は見事に黒く、日焼けや褐かつ色しよくの肌とは濃さが違う。

  「私も、南天派の名門を束ねる達人の皆様に会えて嬉うれしい」

  　シュンライは、抱ほう拳けん礼れいをした。

  「しかし、このレイ・シュンライ。今は旅と殺しで忙いそがしい身。失礼ながら、挨あい拶さつもそこそこに帰らせてもらう」

  「そう急ぎなさんな。レイ・シュンライ」

  　筋肉男のタスカンが笑った。タスカンは、オンリンと同じ七星皇家拳の達人だ。二人に面識があるかどうか、シュンライは知らない。

  「こうなったのも何かの縁、少し話を聞いていってください」

  　と、コクリ。

  「まあ、少しなら……」

  　シュンライは渋々うなずいた。

  「我ら武ぶ侠きようの武閥は長い間、反ルカン朝ちよう廷ていということで意見が統一されていた」と、鉄爪拳のファレン。

  「北も南も関係なくだ。しかしここ最近様子がおかしくなってきた……北天派武ぶ功こう山ざんの内部で、朝廷支持の勢力が伸びてきているのだ」

  　南天五大門派に匹ひつ敵てきする巨大武閥、北天派武功山。

  　大陸北部のアジャスン山脈で最も高い山が、武功山だ。武功山ではいい鉄が掘れる上に腕試しにちょうどいい悪鬼妖怪の類たぐいが数多く出しゆつ没ぼつし、自然と武術修行者が集まった。

  　武功山を活動の拠きよ点てんと定めた武侠たちが形成した武閥――それが北天派武功山。

  　七人の達たつ人じんによって管理されており、双そう天てん武ぶ王おう杯北ほく天てん戦の歴代優勝者はなんと九割が武功山の出身である。

  「武功山の連中が朝ちよう廷ていの支持に回れば厄やつ介かいなことになる……」

  　そう言って、フーホウが苦にがい顔をした。

  「それは判るが……いったい私にどうしろと？」

  　シュンライは眉を歪ゆがめた。

  「ずばり、我々の仲間になってほしい」

  　タスカンが核心を口にした。

  「私は北の武術を使うが」

  「そんなことは関係ない。今や南なん天てん派、北天派なんて言葉は武閥の飾りに過ぎない」

  　ファレンが続ける。

  「拳けん神しん雷らいほどの女武ぶ侠きようが味方についてくれれば、十万の軍よりも心強い」

  「その申し出はありがたいが……」

  　シュンライは、ゆっくりと首を横に振った。

  「今、私は果たさねばならぬ約束を二つも抱えている。一つは弟で子しを北天戦で優勝させること、もう一つは師し匠しようの代わりにジャン国を朝廷の侵略軍から守ること。その上南天五大門派に所属して戦うなど不可能。約束の束とは、束そく縛ばくの束。――いかせていただきます。それでは皆様、またいつか」

  　シュンライはコクリたちが呼び止めるのも聞かず、逃げるようにその場を走り去った。

  　これは取り付く島もない、と五大門派の掌しよう門もんたちは追うのを諦あきらめた。コクリが「私はシキシンという宿場町で一番大きい宿に泊まっています！　気が変わったらご連絡を！」と大声で叫んだが、シュンライの耳に届いたかどうかはわからない。

  「拳神雷が北天戦に向けて弟子を育てているだと……？」

  　と、ファレンが眉み間けんにしわを寄せる。

  「もしかしたら、双天武王を決める戦いで私の養女とぶつかるかもしれませんね……」

  　ラシャーナがつぶやいた。

  「だとすれば、ラシャーナ殿の養女カリンが負けるはずはない」と、フーホウ。

  「拳神雷には申し訳ないが、弟子の育成は無駄に終わるだろう。南天派体たい極きよく拳けん掌門の義理の娘カリン――彼女は我ら南天五大門派の切り札だ」
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  　久しぶりにシュンライと離れて、リョウカは一人になった。

  　一人でぼんやりしているのも芸がないし、オンリンのように店の娼しよう婦ふと遊ぶ気にもなれなかったので、リョウカは庭に出て稽けい古こを始めた。

  　シュンライから習った套とう路ろを演じたのだ。

  　最初にリョウカがシュンライから教えてもらったのは、虎こ牙が短たん打だの套路だった。北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの基礎中の基礎だ。リョウカは虎牙短打の套路を短期間で完全に演じられるようになり、シュンライから物覚えがいいと褒ほめられた。

  　今、リョウカが演じているのは、北天派獣形拳において虎牙短打の次に学ぶべき套路、狼ろう牙が長ちよう拳けんだ。狼牙長拳には、蹴りを中心とした実戦的な技が揃っている。

  　内ない功こう、軽けい功こう、鉄てつ砂さ掌しよう、岩がん皮ぴ功こう、套路――。これらの基礎さえおさえておけば、とりあえず武ぶ侠きように見えるようになる、とシュンライは言っていた。

  「キレイな套路」

  　と、誰かがリョウカに声をかけてきた。

  　声の方に向くと、そこに踊り子でありジャン国の密使――アルシャが立っていた。

  　赤い瞳、美しい金髪、白い肌――。アルシャがあまりに魅力的なので、リョウカはどきどきしてしまう。今日のアルシャは、踊り子用の乳ち首くびや股こ間かんを隠すだけの過激な衣装の上に薄い着物を羽は織おっていた。

  「ありがとうございます」

  　リョウカは礼を言った。

  　アルシャは、警護係のニスーラを連れていた。長身で手足も長く、日焼けしている。冷たい美び貌ぼうの持ち主。シュンライによれば「相当な凄すご腕うで」とのことだ。

  「あなたは拳けん神しん雷らいの弟で子しなのよね？」

  　アルシャが訊いてきた。

  「そうなります」

  「ふうん……それはとても珍しいことなのよ。うらやましい」

  「幸運でした」

  「運だけではないでしょう。シュンライ様は、適当な弟子をとるようなお人ではない」

  「…………」

  　そう言われて、リョウカはなんとなく照れてしまった。

  　アルシャが、すっとリョウカに近寄る。

  「シュンライ様にとって大事なお人は、我らにとっても大事なお人」

  「そ、そんな……」

  「我が国へおいでくださった際には、たっぷりと歓迎させていただきます……」

  　アルシャは、リョウカに軽く体をくっつけた。ただでさえどきどきしていたリョウカは、益ます々ます真っ赤になって震えそうなほどだ。

  　――や、柔やわらかい。

  　アルシャは、自分の股こ間かんをリョウカの太ふと腿ももにこすりつけ、それから胸をリョウカの胸に押し当てた。

  　今、リョウカとアルシャの顔は唇が触れそうなほど近い。

  （可愛かわいいなあ……）

  　アルシャが近くにいるだけで気持ちいい。彼女の不思議な魅力に、リョウカは完全に翻ほん弄ろうされていた。

  　やがてアルシャが体を離していくと、リョウカは「あ……」と物欲しげな顔をする。心を奪われたわけではないが、アルシャには人をひきつける何かがあった。

  　その時だった。

  　突とつ如じよ、真上から四つの人影が降ってきた。隣となりの家の屋根から、飛び降りてきたのだ。軽けい功こうを会え得とくした武術家の動きだった。しかもその四人が、全員獣と人を合わせたような異相だったのでリョウカは驚く。アルシャを守るために、ニスーラがさりげなく「すっ」と前に出た。

  　リョウカは、高名な地ち仙せんのもとで修行していた。そこには、たくさんの資料や文ぶん献けんが揃っていた。だから、リョウカの知識は豊富だ。虎と人の中間のような少数部族の話も読んだことがある。確か、神しん虎こ族ぞくといった。

  「この宿に……リョウカという少女はいるか？」

  　神虎族の一人が自分の名を呼んだので、リョウカは目を丸くした。

  「私ですが……」

  　と、リョウカ。

  　嫌な予感がしたが、いきなり逃げ出すわけにもいかない。

  「これは話が早い」

  　と、神虎族の四人が喜んだ。

  「私は神虎族四姉妹の長女・ナコ。隣にいるのは右からリッカ、シャム、シス。妹たちです。我が主――崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセン様が、リョウカ様に会いたがっておられます。ご足そく労ろう願えませぬか」
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  　崩天教主からの招待を断るわけにはいかなかった。ここは、崩天教の支配地域。断れば、強引な手段をとってきてもおかしくはない。それでもリョウカはシュンライが帰ってくるのを待ちたかったが、神しん虎こ族の四姉妹は「一刻も早く」とせかしてきた。

  「大丈夫だ」と、自信満々に言ったのはオンリンだ。

  「行こうぜ。姉あね者じやがいなくても、お前らを守るくらいなら俺でもできらあ」

  　月げつ女じよ楼ろうの部屋にホウショウとリランを残し、リョウカとオンリンは神虎族四姉妹とともに崩ほう天てん教きよう主しゆの城に向かった。

  　山城である。正確には崩天教堂という。

  　教堂は九きゆう谷こく関かん城門とつながっていて、道を完全に塞ふさいでいる。険しい地形を利用して建こん立りゆうされたまさに要よう塞さい。

  　軽けい功こうを会え得とくしたものでない限り、密ひそかに忍び込むことは不可能だろう。

  　リョウカたちは招待されたので、軽功を使う必要もなかった。城を囲む外堀には橋がおろされて、厳いかつい門が数十人の民みん兵ぺいによって開かれる。

  「……っ！」

  　城の敷地内に入ったリョウカとオンリンが見たのは、異様な光景だった。

  　木の杭くいが何本も立てられている。その杭には、一本に一人ずつ四つん這いの姿勢で女性がつながれていた。女性たちは例外なく胸が大きく、乳ち首くびに母乳の吸引装置と管が取り付けられている。空気圧を利用して吸引された母乳は、管を通って樽たるに溜まっていく。

  　母乳の出をよくするためだろうか。乳牛のように扱われる数十人の女性たちの傍かたわらには、鞭むちと卑ひ猥わいな張り形デイルドーを持った看かん守しゆたちがいた。看守たちは女性の胸を搾しぼり、鞭むちで打ち、時々犯おかしている。

  「これはいったい……？」

  　リョウカは思わず疑問を口にした。

  　平然とした調子で四姉妹の長女・ナコが答える。

  「この地方には、牛ぎゆう煉れん功こうという特殊な気き功こうの技が伝わっています。娼しよう婦ふを中心に、武術家でなくともその気功を会得した人間の数が多い。牛煉功を極めると、妊にん娠しんしていなくても母乳が出る。その母乳には、性感を高める効果があり、精製すれば良質の媚び薬やくとなるのです。崩天教の重要な財源の一つだ」

  「この人たちは……自みずから進んでやっているという感じではありませんね……」

  「その通り。これは罰ばつです」

  「罰……!?」

  「崩天教に金銀を上じよう納のうしなかったので、当然の罰です」

  「崩天教は、民たみから金銀を集めているのですか」

  「当然です。朝ちよう廷てい軍の税よりは低い。ほとんどは喜んで納めてくれますよ」

  　そこを通り過ぎると、高い塔の前に出た。異臭がしたので、リョウカは反射的に手で自分の鼻を覆おおう。異臭の正体は、人間の死体を煙けむりで燻いぶしている臭いだ。塔の窓から両手に縄を結び付けられた老夫婦が投げ捨てられて、下で焚たかれている炎によって生きたまま燻されていく。ちょうどリョウカたちの目の前で、老夫婦は煙を吸い過ぎて呼吸困難で死んだ。

  「これはお目汚しを。処刑場ですな」

  　と、ナコ。

  「ひどい……！」

  　リョウカは、神しん虎こ族ぞくの四姉妹に非難の目を向けた。

  　しかし、彼女たちはまったく気にしない。

  「崩ほう天てん教きように逆らったものの末路はこんなものです」

  「今の夫妻は何の罪で？」

  「あの夫妻の娘は牛煉功の生産場にいます。それを取り返しに来た。こともあろうか、城門の前で崩天教主様の悪口まで叫んだのです」

  「それだけで……？」

  「崩天教に逆らうことは、それだけで大たい罪ざい。燻した死体は、このあと娘の前に飾り付けます」

  「…………」

  　リョウカは言葉を失った。

  　崩天教は朝ちよう廷ていよりマシ？　そんなことはなかった。朝廷と同等かそれ以上の悪政だ。

  

  　リョウカたちは、城の建物の中へ。

  　崩天教主の私室へと通じる渡り廊ろう下かから、一階下にある大部屋が見えた。

  「拷ごう問もん部屋です。朝廷軍の捕ほ虜りよを歓迎しているところですね」

  　ナコがそう説明したので、気になったリョウカは目を凝こらした。崩天教の歓迎とは、輪りん姦かんするということらしい。三さん節せつ棍こんの達たつ人じん、破は軍ぐん武ぶ侠きようテッサ。硬こう鞭べんを使う破軍武侠セイセン。南部第一軍の将、ヒュンラ。鎮ちん西ぜい将軍カルザ。以上の四人が、男根を生やした白びやく夜や連れんの三百人にいつ終わるとも知れない凌りよう辱じよくを受け続けている。

  　犯されている四人は、休む間もない性の快感の連続に、正気を失う寸前まで追い詰められていた。目の焦点は合っていないし、口は開きっぱなしで舌は伸ばしっぱなし。体中の穴という穴に精液を注ぎ込まれて、どんなにボロボロになってもカルザたちは許してもらえない。

  「ああ……あれはヒュンラさん……！」

  「その母親の、カルザもいますよ。今では肉奴隷。惨みじめなものだ」

  　崩天教主の執務室、私室を抜けて、リョウカたちは神虎族四姉妹の案内でやたらと広い寝室に通された。寝室にも、全ぜん裸らの女性と燻された死体が大量にあった。

  　部屋の奥に設置されている豪華な寝台に、筋肉のかたまりのような女が腰掛けていた。その女の左右には、世話係の少女が二人控えている。

  「ジャホウセン様！」

  　神しん虎こ族ぞくのナコが、片かた膝ひざを突いて頭を下げる。他の姉妹たちも、同じようにする。

  「リョウカ様をお連れしました」

  「そうか……！」

  　ジャホウセンが立ち上がって、リョウカたちに歩み寄った。

  　リョウカは、ジャホウセンを見てシュンライと初めて会ったときを思い出した。恐ろしく強そうな女――それが、第一印象だ。リョウカは、シュンライからは神こう々ごうしいまでの強さを感じた。ジャホウセンから感じたのは、邪じや神しんの強さだ。似ているが、正と負に方向が分かれている。

  「おお……あの時の」

  　リョウカを見て、ジャホウセンは懐かしそうな顔をした。

  「私のことを知っているのですか……？」

  「知っているとも。大きくなったな……その気脈を見る限り、もう成人になっているようだ」

  「私が……成人？」

  　リョウカは目を白黒させた。

  「それはどういう意味ですか」

  「そのままの意味さ。器き解かい族ぞくの歳のとり方は普通の人間とは違う。お前は、自分が思っているよりも長く生きている」

  　崩ほう天てん教きよう主しゆの口から器解族という言葉が出てきて、リョウカは心底驚いた。

  「なぜ、そんなことを……？」

  「この私ジャホウセンは器解族の生き残り。つまり、お前の仲間なのだ」

  

  「器解族の生き残り!?」

  　リョウカは驚きの声をあげた。

  「私は、お前の母親を知っているぞ。名前はランスウ。美しい人だった……」

  　ジャホウセンは感かん慨がい深そうに言った。

  　ランスウ。リョウカが思い出した名前と同じだ。嘘をついているのではない。

  「母の……知り合い……」

  「お前の母は、バラバラにされて朝ちよう廷ていに奪われた。私は、それを取り戻そうとしているのだ……！」

  　リョウカは、大きく深呼吸をして自分の心を落ち着けた。ジャホウセンの言葉が真実であることは疑いようがなかった。同じ器解族の生き残りが、こんなところに……！

  　ジャホウセンは続ける。

  「聞くところによると、お前はあの拳けん神しん雷らいの弟で子しになったらしいな。これはめでたい。拳神雷は弟子を滅めつ多たなことではとらないと聞く。器き解かい族ぞく巫み女こ姫の直系が、こんなに美しくしかも武術の才能にまで恵まれているとは！　こんなにめでたい日はない！」

  「私を仲間だというのなら、お願いを聞いてもらえますか……？」

  「おうおう。言うてみよ。美女を抱きたいか、豪華な食事がしたいか？　金銀財宝も思いのままだ」

  「それならば……」

  　と、リョウカは真剣な瞳でジャホウセンを真っ直ぐに見つめた。

  「ひどいことをするのは、やめてください」

  「……は？」

  　ジャホウセンは、一瞬きょとんとした。

  「刃向かったものを叩き潰つぶすのは仕方がないかもしれません。でも、崩ほう天てん教きようはやりすぎています。もっと民たみには優しくしてあげてください……！　せっかく朝ちよう廷ていに立ち向かっているのに、これでは何の違いもない」

  「十分優しくしているぞ」

  「そんなことはありません。簡単に殺しすぎです！」

  　リョウカは強い口調で言った。

  「……ふう」

  　と、ジャホウセンはため息をつく。

  「よくわかっていないようだから説明してやろう。この大陸で暮らすほとんどの住民は器解族ではない。優すぐれた身体能力を誇る神しん虎こ族ぞくでもない。普通の連中だ。そんな普通の連中が、ルカン朝の増ぞう長ちようを傍ぼう観かんしてしまったのだ」

  「…………」

  「数十年前、この大陸にはもっと多くの国があった。バラカン・ルカン皇帝は玉座につくや否いなや他国への侵略戦争を開始。当時のルカン朝は税も安く、民は侵略戦争を支持した。むしろ、国を豊かにするために積極的だった。それから大陸の九割以上を制圧したところで、ルカン朝は国内でも圧政を敷くようになった。そうなって、ようやく民は騒ぎ出したのだ。最初支持していたことも忘れて、な」

  　ジャホウセンは、リョウカの目の前まで移動した。

  　かなりの身長差がある。ジャホウセンは威圧的に見下ろす。

  「民に同情するのはおかしい。今の悪あしき朝廷を育てたのは民だ。多数派だ。こいつらを痛めつけて搾しぼり取って何が悪い。私の道理の何が間違っている？　すでに天に理ことわりはなく、地に法はない。それが間違っているならば天でも崩す」

  「……この大陸で最初の王の言葉が残っています」リョウカは物もの怖おじせずに言った。

  「『よき王とは民たみを豊かに食わせるものだ』と。朝廷は間違っているが、崩天教も間違っている。天の理ことわり、王の道を崩す前に、そもそも道理とは何なのか一度立ち止まって考えてみるべきでしょう……！」

  　ジャホウセンは、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をした。

  「そう……あなたは間違っています」

  「リョウカ……」

  　ジャホウセンは、残念そうにかぶりを振った。

  「少し痛い目を見ないと判らないか」

  「……え？」

  「せっかく見つけた仲間だ。手荒に扱いたくはなかったが、私の言うことを聞かないのなら仕方がない。殴って、犯おかして言うことを聞かせるまでだ」

  　ジャホウセンの本性が出た。

  「……っ！」

  　ジャホウセンは、リョウカの頬を狙って平手を繰り出した。平手打ちとはいえ、ジャホウセンは武術の達たつ人じんだ。直撃すれば、リョウカもただではすまない。避よけるのが間に合わず、リョウカは思わず目をつぶってしまう。

  「……ん？」

  　しかし、いつまでたっても平手打ちが飛んでこない。リョウカが恐る恐る目を開けると、ジャホウセンの平手が目の前で停止していた。隣となりにいたオンリンが、ジャウホウセンの手首をつかんだのだ。

  「俺はリョウカのことがあんまり好きじゃねぇが……」

  　と、オンリン。

  「『あなたは間違っています』か……珍しく意見が合ったな」

  「オンリンさん！」

  「俺もつかまえた敵は犯すさ。だが、カタギの衆を痛めつけるのはやっぱ違うと思うぜ」

  「……ふん」

  　ジャホウセンは手を引いた。オンリンも手を離す。

  「お前など、私が手を下すまでもない」

  「そうかい」

  「四姉妹。片付けろ」

  「はっ」

  「警備兵、リョウカも取り押さえろ」

  「はっ」

  　オンリンは、背中につけていた愛用の武器である「鉞えつ」を両手に構え直した。鉞とは、大きな斧おののこと。武ぶ侠きようのほとんどがそうであるように、オンリンも自分専用の特別に大きい鉞を使っている。

  　オンリンに、神しん虎こ族の四姉妹が襲いかかった。

  　神虎十八脚きやく路ろ、鋼鉄の軍ぐん靴かと脛すね当あてを装着した長女・ナコ。

  　神虎八はつ閃せん翻ほん拳けん法ぽう、次女・リッカ。鉄てつ甲こうと呼ばれる鋼鉄の手袋を両手に装着。

  　三女・シャムが使う武器は、左右の飛ひ爪そう。

  　四女・シスは神虎族乾けん坤こん圏けんの達たつ人じん。

  　まず、三女のシャムが前に出た。他の三人は、手を出さず様子を見ている。オンリンの力がどれほどのものか見極めようとしているのだ。

  　シャムが放った二本の飛爪を、オンリンは鉞えつを構えたままバック転をして避けた。

  　床に鉄の爪が食い込んで、派手に砕ける。

  「あたしの武器は殺さないようにするのが大変なのだ！　気をつけてねー！」

  　鎖くさりを引っ張って飛爪を手元に戻しつつ、シャムは楽しそうに言った。

  「心配ご無用だ」

  　と、オンリンは鉞を構え直す。

  　オンリンは、丹たん田でんの気を爆発させて全身に巡らせた。彼女の気脈が活発化し、鉄てつ皮ぴ功こうの効果が倍増。筋肉は膨ふくらみ、皮ひ膚ふは鋼鉄化する。

  

  　リョウカには、扉とびらの外に控えていた警備兵が向かってきた。

  　槍やりや矛ほこを構えた七、八人の警備兵たちは、リョウカが素す手ででしかも弱そうなのですっかり余裕たっぷりの顔をしている。確かに、以前のリョウカなら手も足も出なかっただろう。

  　戦いを決意したリョウカは、肩の関節を外すような感覚で左腕をつかみ、思い切り引き抜いた。

  「！」

  　左腕が体から外れて、一瞬で長い刀に変わる。刀身は油に浸ひたしたかのように濡れていて、光を当てると紫色に輝く。

  　器き解かい族ぞく巫み女こ姫の家系、リョウカの切り札――六ろく門もん解かい尖せん刀とうである。

  　リョウカは、北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんを学んでいる。虎こ牙が短たん打だと狼ろう牙が長ちよう拳けんはどちらも素手で戦うための套とう路ろだが、その動きは武器を使う時にも役に立つ。

  「ふっ！」

  　リョウカは、六門解尖刀を突き出して、先端をくるりと回した。警備兵はそれを矛で受ける。ところが、人体から変化した六門解尖刀の切れ味は凄すさまじい。矛を易やす々やすと切り裂いてしまう。

  「なっ！」

  「命が惜しいものは、私に手を出さないで！」

  　リョウカはさらに解尖刀を振るった。

  　水平に振り抜いて、槍やりや矛ほこを次々と切断していく。武器を失った警備兵は予備の剣を抜くが、リョウカはそれも簡単に叩き折る。

  　武器のおかげもあるが、リョウカの剣術は確かに上達していた。

  　――強くなっている！

  　今、リョウカははっきりとそれを実感した。

  

  　オンリンとシャムの戦いが続く。

  　シャムが飛ひ爪そうを放つ。オンリンがそれを鉞えつで叩き落す。オンリンの怪かい力りきと正確な鉞の使い方に、四姉妹は「おお」と感心したような声をあげた。

  　やがてシャムの実力と飛爪の破壊力を戦いの中で見切ったオンリンは、飛爪を避よけずに二の腕で受け止めた。鉄の爪が閉じるが、オンリンの皮ひ膚ふは破れない。

  「ええっ!?」

  　シャムは驚きの声。慌あわてて飛爪を戻す。

  「俺の鉄てつ皮ぴ功こうは、そんなへなちょこな攻撃じゃびくともしねーぜ」

  　オンリンは鉞を振り回して四姉妹を威い嚇かくした。

  「こいつ、かなりの腕だ。私がやろう」

  　シャムが飛びのいて、代わりにナコが出てきた。

  「こっちは四人いっぺんでもいいぜ」

  「なかなか大口を叩くものだ」

  　ナコの神虎十八脚きやく路ろの蹴り技が出た。下段の蹴りから始まり、ナコはそのまま足をおろさずに中段の蹴りにつなぐ。下げ段だんから中段、中段から上段。上段から再び中段。一度も足をおろさずに、膝ひざを使った蹴りを一秒以内に四発。凄すさまじい速度。しかも、速いだけでなく威力もある。

  「く！」

  　オンリンは腹と胸に蹴りを食らった。重い打撃は、刃物の攻撃よりも体の内側に響く。鉄皮功をやっていても、完全に無視はできない。内功を煉ねって、上う手まく打撃を中和する必要が出てくる。

  　オンリンは鉞を振るって反撃した。ナコの頭を狙って、叩きつける。

  　ナコは攻撃だけでなく、防御にも足を使った。オンリンの鉞を鋼鉄の軍ぐん靴かで蹴って軌道をずらし、後方に受け流すのだ。

  （この神虎族のナコとやら……半はん端ぱじゃねぇ！）

  「どうした、顔色が変わったぞ！」

  　ナコの蹴りの連打が、さらに加速していく。

  　オンリンは鉞をナコに向かって投げつけた。ナコは凄まじい勢いで飛んできた鉞を蹴り上げる。

  　弾はじかれた鉞えつが、天てん井じように突き刺さった。ドスン！　轟ごう音おんが響く。

  　オンリンは、鉞を当てる気はなかった。時間稼かせぎだ。ナコが投げた鉞に気をとられている隙すきに、背筋を伸ばし股またを開いて踏ん張り、一度空からっぽになった丹たん田でんに大量の気を蓄たくわえた。内ない功こうが深まって、準備万ばん端たんだ。

  　ナコの蹴りが、オンリンの脇わき腹ばらに突き刺さった。この蹴りは、勁けい力りよくをいつも以上に込めた渾こん身しんの一撃だった。

  　オンリンは、内ない勁けいを放って蹴りの威力に対抗する。

  　次の瞬間、ナコが後方に吹き飛ばされた。

  　オンリンの内勁が、ナコの発はつ勁けいに勝ったのだ。

  「くぬっ」

  　ナコは壁に叩きつけられて、低く呻うめく。

  「へへへ……もうお前の蹴りは通じねぇぞ」

  「それは……どうかな？」

  　ナコは構え直し、一気に呼吸を調ととのえた。

  　普段は封印している気脈をどんどん開いていく。爆発的に内功が膨ふくらんでいく。

  　そのただならぬ雰ふん囲い気きに、オンリンはぎょっとした。慌あわてて突っ込んでいくが、ナコに変化が生じる方が先だった。

  　ナコの体毛がさらに濃くなり、顔つきもより獣けものに近くなった。

  　本当の意味で、獣人化したのだ。

  「これが神しん虎こ族ぞくが本気で戦うときの姿だ！」

  「む！」

  　間合いを詰めたオンリンは、鉞を振り下ろした。

  　ナコはそれを真横に跳んで、かわす。移動速度が上がっている。

  「この状態を維持するのには、恐ろしく体力を消しよう耗もうする。そのため長くは戦えないが……こうなればどうせ勝負は一瞬だ」

  「うるせぇ！　てめぇらが何しようとムダなんだよ！」

  「ふん。神虎族の発勁をナめるなよ」

  　ナコは高速でオンリンの側面に回り込んで、上段回し蹴りを繰り出した。その足が、オンリンの頭部に直撃する。鉄てつ皮ぴ功こうの効果があるので、蹴りそのものはダメージにならない。重要なのは、ナコが蹴りを通して送り込んだ勁力だ。

  　オンリンは太い首を起点にして内勁を放ち、対抗する。

  　二人の勁力が激突し――、

  　今度は、ナコがオンリンを吹き飛ばした。

  　吹き飛んだオンリンの体が寝室の太い柱に「バキン！」とめり込んだ。

  「く、くそ……！」

  （一回り……いや、二回りは力と勁けい力りよくが増してる！）

  　オンリンはめまいを覚えた。ひどい頭痛に襲われる。こんな感覚は久しぶりだった。

  「ここまでだ」

  　と、ナコ。よろめくオンリンに、さらに蹴りの連打を叩き込む。一発一発の蹴りに、勁力がこもっている。

  「オンリンさん！」

  　オンリンの勝利を信じて疑っていなかったリョウカが絶叫した。

  　ナコの蹴りがうなりをあげる。オンリンの足に、腹に、胸に、顔面に、蹴りが「ゴゴゴゴッ！」と炸さく裂れつする。数百発の蹴りのすべてに、しっかりとした勁力がこもっている。一ひと際きわ鋭するどい槍やりの一撃のような蹴りが、オンリンのみぞおちに突き刺さる。呼吸が阻そ害がいされ丹たん田でんの気は乱れ、オンリンは惨みじめに嘔おう吐としてその場に膝ひざをついた。

  「ち、ちくしょう……！」

  　オンリンは荒い息をつき、目に涙を溜めている。

  　オンリンの動きは止まっている。隙すきだらけの今なら、点てん穴けつを突き放題だ。ナコは、足技でオンリンの点穴を突き、動きを封じた。筋力は普段の十分の一以下となる。ダメージと点穴を突かれたショックの相そう乗じよう効果で筋肉が急激に弛し緩かんし、オンリンは失しつ禁きんしてしまった。

  「ああああッ！　み、みないで……」

  　恥ずかしさで、オンリンは弱々しい声をあげる。

  「終わったな……」

  　と、ナコは満足げに這はいつくばったオンリンを見下ろした。

  「しかし、私もそろそろ限界のようだ」

  　獣人化の状態を長く維持することは難しい。ナコの顔が、徐々に普段通りに戻っていく。

  　ナコは、よろめいて壁にもたれかかった。

  「姉さん」

  　リッカを先頭に、妹たちがナコに駆け寄った。

  「少し休めば大丈夫」

  「リョウカ、これで邪じや魔ま者は消えた。ゆっくりと話し合おうか」

  　と、笑顔でジャホウセン。

  「くっ！」

  　リョウカはジャホウセンを睨にらんだ。

  　――このまま終わるわけにはいかない！

  　ジャホウセンは、貴重な器き解かい族ぞくの生き残りだ。しかも、母の知り合いだという。仲間になれるのなら、そんなに嬉うれしいことはない。――だが、それはできない。ジャホウセンは、人を傷つけすぎている。リョウカが強くなりたい理由はいくつもあるが、そのうちの一つが「ジャホウセンのような人間を自分の手でどうにかしたい！」というものだ。

  　六ろく門もん解かい尖せん刀とうを構えて、リョウカはジャホウセンに向かっていく。

  「かなわぬまでも、せめて一ひと太た刀ち！」

  「ふん、愚おろかな」

  　ジャホウセンは金きん蚕さん功こうを会え得とくしている。オンリンの鉄てつ皮ぴ功こうより上の硬こう気き功こうらしい。その硬度は恐ろしいものだろうが、リョウカは自分の六門解尖刀に自信を持っていた。今まで、この刀に切れないものはなかった。ジャホウセンが油断していたら、意外と大逆転もありえるかもしれない――！

  　間合いが詰まった。

  　リョウカは、六門解尖刀でジャホウセンの喉のどを突く。

  　しかし――、

  「ふふ……」

  　薄く笑いながら、ジャホウセンはリョウカの攻撃を軽かろやかにかわした。

  　かわして、リョウカの腕に中段蹴りを叩き込む。

  「あっ……！」

  　リョウカは、蹴りの衝撃で六門解尖刀を落としてしまった。

  「私も器き解かい族ぞくだぞ？　六ろく門もん器き械かいの威力は知っている。油断などしていない」

  「う……」

  「これよりリョウカとその仲間はすべて罪人として扱う。四姉妹はもう一度月げつ女じよ楼ろうに向かえ。罪人を泊めた宿の者も同罪。すべて捕らえよ」

  　ジャホウセンの容よう赦しやのない言葉に、リョウカは目を丸くした。

  「や、やめて！　関係のない人を巻き込まないで！」

  「やめるわけがない。リョウカ、お前の体に直接私の道理を注ぎ込んでやろう」
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  　南なん天てん五大門派の会合から九きゆう谷こく関かん門前町に戻ってきたシュンライは、月女楼がもぬけの殻からになっているのを見て愕がく然ぜんとした。

  「どういうことだ、これは……」

  　シュンライは、月女楼の中を走り回る。あれだけ賑にぎやかだった店内が閑かん散さんとしている。荒されたあとがある。もちろん、リョウカたちもいない。

  　――襲われたのか！

  「一生の不覚！」

  　と、シュンライは宿の三階から飛び降りて馬屋に向かった。馬車は無事だ。荷台には、愛用の巨大な武器、神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうがのっている。

  　シュンライが神雷銅手火槍を装備しようと手を伸ばすと、声をかけられた。

  「誰だ」

  「シュンライ様、私です」

  　踊り子の少女――アルシャだった。側には警護役のニスーラもいる。

  「どうなっている？」

  「詳しい話はまた別の場所で。目立つので、神雷銅手火槍はそのままにしておいた方が」

  「……わかった」

  　アルシャとニスーラに案内されて、シュンライは町外れの今は使われていない水車小屋に移動した。そこでようやく、シュンライはホウショウ、リランとも合流を果たす。

  「ホウショウさん、無事だったか」

  「私たちは無事だが……大変なことになった」

  「リョウカはどこに？」

  「崩ほう天てん教きよう主しゆの城に招待されて、オンリンとともに向かった。半ば強引に連れて行かれたんだ。そして二人が帰ってこない代わりに、神しん虎こ族がやってきて宿を荒した。なにしろ私やリランには戦う力がないから、逃げるのが精一杯さ」

  「崩天教主……ジャホウセンか」

  　シュンライは踵きびすを返した。

  「さっそく殺しにいく」

  「ジャホウセンは金きん蚕さん功こうを会え得とくしているそうじゃないか。それを目で見たのは、ほかでもないシュンライさんだろう」

  　ホウショウが鋭するどく言った。

  「びくっ」と、シュンライは動きを止める。

  「神雷銅手火槍はまだ馬屋に置いてある。それが何を意味するかわからないのか？」

  　ホウショウは続けて言った。

  「……何が言いたい？」

  「拳けん神しん雷らいの愛用の武器――神雷銅手火槍の性能は有名だ。あちこちの戦場で数万という人間を殺してきたのだから当たり前だ。となると、ジャホウセンやその配下も当然神雷銅手火槍の性能を知っていると考えるべきだろう。もしも神雷銅手火槍でジャホウセンの金蚕功を破ることができるのなら、そのままにしておくか？」

  「――っ！」

  　さすがはかつての名軍師。いちいちもっともな指摘だ。

  「くっ！」

  「ジャホウセンと戦うのは、金きん蚕さん功こうを破る手立てを見つけてからだ。聞けばジャホウセンは、女や子供はほとんど殺さないという。だから無事というわけでもないだろうが、時間はある」

  「嫌だ。やはり今すぐ戦いたい」

  　と、シュンライ。

  「それは自己満足だ」

  　ホウショウの口調は冷静だった。

  「なんだと？」

  「シュンライさんは『逃げずに戦った』という自己満足のために、わざわざジャホウセンに負けにいくのか？　その結果、シュンライさんだけじゃない。リョウカさんやオンリンさんまで助けることはできなくなるんだぞ」

  「…………」

  「自己満足よりも、リョウカさんやオンリンさんの命を重視するべきだ」

  「くそ……！」

  　シュンライは諦あきらめて一度その場に腰をおろした。

  

  「しばらくシュンライ様に同行させていただきます」

  　と、アルシャが言った。

  「私もニスーラも、腕に覚えがあります。リョウカ様を助けるためにお手伝いさせてください。金蚕功とやらを破る方法を一緒に探しましょう」

  「いいのか」

  「はい。シュンライ様にはジャン国を救っていただくのです。これくらい当然です」

  「恩に着る」

  　と、シュンライは立ち上がってアルシャの手を握った。

  「いえ、そんな……」

  　アルシャは頬を朱に染めて握り返す。

  　シュンライ、ホウショウ、リラン、アルシャ、ニスーラの五人は、九きゆう谷こく関かんから少し離れたシキシンという宿場町に移動した。そこに宿泊している、コクリ、ロウシュウの武ぶ侠きよう夫妻に用があったのだ。シキシンで一番大きい宿を訪ねると、コクリとロウシュウの部屋はすぐに見つかった。

  　シュンライが戸を叩く。

  「どなたかな」

  「レイ・シュンライだ」

  「これはこれは、シュンライ様」

  　すぐに戸が開いて、コクリが出迎えた。

  「何の用でしょうか？」

  「ムシのいい話で申し訳ないのだが……夫妻に頼みがある」

  「はい……？」

  「しばらく、ホウショウとリランさんを守ってくれないか」

  「それはまた、いったいどうして？」

  　シュンライは、ジャホウセンに二人の仲間がつかまったらしいと事情を説明した。

  「なるほど……ジャホウセンの城にお仲間が……」

  　と、コクリ。

  「だから、ジャホウセンを破るまでホウショウとリランを頼む。これ以上人ひと質じちが増えたら厄やつ介かいだ」

  「これから、ジャホウセンと戦うのですか？」

  　ロウシュウが訊いてきた。

  「ああ」シュンライは力強くうなずくが、浮かない表情だ。

  「だが、今のところ勝ち目が見えない」

  「なにしろ相手は伝説の金きん蚕さん功こう。情報が少なすぎて困っている」

  　ホウショウが言った。

  「その通り。どれほどの打撃を与えれば金蚕功を『徹とおる』のか……そこが見極められないと、リョウカたちを助けられない」

  「ジャホウセンには、我々南なん天てん五大門派も頭を悩ませておりました」

  　コクリは早口で続ける。

  「あやつの暴ぼう虐ぎやくはもはや朝ちよう廷ていを上回る。犠ぎ牲せいになった無実の民たみの数は千や二千では利きかない。男は殺され、女は犯され。このまま放っておけばとんでもないことになるのに、ラシャーナ殿が金蚕功を破る方法さえ教えてくれれば」

  「ラシャーナ？」

  「はい。南なん天てん五大門派、体たい極きよく拳けんの掌しよう門もんラシャーナ殿が金蚕功を破る方法を知っているという噂うわさなのですが、なぜか教えてくれないのです」
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  　五大門派の会合に出席するためはるか遠方からやってきた南天派体極拳の掌門ラシャーナは、遊牧民が使うような移動式の天幕テントを街道から離れた荒野に設営して寝泊まりしていた。

  　天幕は円えん錐すい形けいで「包パオ」という。

  　動物の革と簡単な骨組みで構成されたパオ。普通なら組み立てに大人三、四人が必要だが、一いつ端たんの武ぶ侠きようならば一人でも十分程度で組み立て可能だ。

  　パオの内部は冬暖かく夏は涼しい。

  「南なん天てん五大門派、体たい極きよく拳けんの掌しよう門もん、ラシャーナだ」

  　ホウショウ、リラン、アルシャ、ニスーラの四人をシキシンに残して、シュンライ、コクリ、ロウシュウの三人でラシャーナの天幕テントに足を踏み入れた。

  　ラシャーナは凄すごみのある美女だ。

  　やや切れ長の目に、爛らん々らんと輝く瞳。

  　濡れた紅べに水すい晶しようのような、厚く印象的な唇。

  　長い黒髪を、艶つややかなストレートにしている。

  　漆しつ黒こくの肌は黒こく檀たんの黒光りを連想させ、所々に白い刺いれ青ずみが入っていた。

  　体は、鋼はがねをしぼり合わせたように筋肉が引き締まっている。白く塗った露ろ出しゆつ度の高い革かわ鎧よろいを身につけていて、丸く弾力のある尻が目立つ。

  　そんなラシャーナの隣となりには、浅黒い肌の少女が立っている。

  「こいつはカリン。義理の娘だ」

  「…………」

  　カリンは、無表情で無ぶ愛あい想そうだ。つん、と唇を尖とがらせてシュンライたちとは目を合わせようとしない。

  「礼れい儀ぎ知らずなのは勘かん弁べんしてやってくれ。カリンは人見知りが激しいのだ。ところで、拳けん神しん雷らいがこの私に何の用かな」

  「細かい説明をしている暇ひまはない。私は、金きん蚕さん功こうを破らないといけないのだ」

  　シュンライが単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

  「金蚕功だと？　なるほど……ジャホウセンか」

  「そういうことだ」

  「確かに、私はいくつか世に広まっていない秘伝や口こう伝でんをいくつも知っている。ジャホウセンの金蚕功を破る手段は存在する。しかし、決してお手軽な手段ではないぞ」

  「覚悟している。ぜひ教えて欲しい」

  「見返りが必要だ」

  　そう言ったラシャーナがいやらしく笑った。

  「見返り？」

  「他の女武ぶ侠きようたちと同じように、私も磨ま鏡きようをたしなんでいる。しかしここしばらく、辺へん鄙ぴな場所にパオを建ててしまったせいか女を抱いていない。拳神雷に性の奉仕をしてもらえれば、こんなに嬉うれしいことはない」

  「くっ……」

  　シュンライはめまいすら覚えていた。ジャホウセンを相手に退しりぞいただけではなく、初対面に近い相手に弱みをつかれてしまうとは――。

  「ラシャーナ殿、そんなことを言っている場合では……」

  　ロウシュウが、焦あせりの色を見せた。弱気な彼は、これが切っ掛けになってシュンライとラシャーナが争うのを恐れたのだ。

  「黙れ！」

  　ラシャーナはロウシュウを一いつ喝かつした。

  　ロウシュウは「びくっ！」と身を震わせる。

  　それを見た妻のコクリは、思わず「情けない……」とため息をついた。

  「口を出すなロウシュウ。これは、情報を聞きに来た者の覚悟を試ためす意味もあるのだ。嫌なら、さっさと帰ればいい」

  「わ、わかった……」

  　――リョウカ、すまない……。

  「私が奉仕する……終わったら、情報を教えてくれ」

  　シュンライは、悔くやしさのあまり唇を噛んだ。こんな風に女に抱かれるのは初めてだ。

  「約束は守る」

  　ラシャーナは、革かわ鎧よろいの股こ間かんの部分を外して自分の陰部を露ろ出しゆつさせた。ラシャーナの豊かな繁みは、すでに期待でうっすらと濡れていた。

  

  「お前の娘が隣となりにいるぞ」

  　シュンライは言った。カリンのことが気になった。

  　しかし、ラシャーナは平気な顔だ。

  「構わない。見せておこう。勉強になる」

  「…………」

  　ラシャーナは椅い子すに座って、長い右足をシュンライに向かって伸ばした。

  「服を脱いで、ひざまずいて、足を舐なめろ。指先から、丁てい寧ねいに」

  「はい……」

  　シュンライは言われた通りにした。

  　奴ど隷れいのようにひざまずいて、ラシャーナの足を捧げ持ち、屈くつ辱じよくで眉を震わせながら足の指を口に含む。

  　ぴちゃ、ぴちゃ……と音を立てて、シュンライは舌を使った。指の間に舌をさし込み、少しでも相手が気持ちよくなるようにくすぐる。ラシャーナの足の指を、一本ずつ丁寧に愛あい撫ぶしていく。

  「はぁっ……ん……はふっ……」

  「いいぞ……なかなか上う手まいじゃないか」

  　シュンライの奉仕を受けているうちに、ラシャーナの陰いん核かくが勃ぼつ起きして男根状に膨ふくらんだ。多くの女武ぶ侠きようがそうしているように、彼女も房ぼう中ちゆう術じゆつの薬を服用しているのだ。

  　ラシャーナは、太くたくましい男根を前に突き出して仁に王おう立ち。

  「しゃぶりたいか？　おねだりしてみろ」

  　――調子に乗るな。

  　シュンライは、上うわ目め遣づかいでラシャーナを睨にらみつける。

  「知りたくないのか、金きん蚕さん功こうの秘密を……」

  「む……」

  　そう言われたら、もうシュンライは逆らえない。腕ずくで聞き出してもいいが、それをやったら後々面倒の種になりそうだ。第一、ラシャーナは恐ろしく強い。一目ですぐに判る。外がい功こう、内ない功こう、ともにかなりのものだ。シュンライが負けることはないだろうが、大ケガくらいは覚悟した方がいい。ジャホウセンと戦う前に、それは避けたい。

  「ああ、ラシャーナ殿……」

  　仕方がない。シュンライは瞳を潤うるませた。

  「ラシャーナ殿のたくましいイチモツに、どうか奉仕させてください……」

  「いいだろう。たっぷりと味わえ」

  「はい……」

  　――これも、リョウカ、オンリンのためか……。

  　シュンライは、ラシャーナの擬ぎ似じ男根を呑み込んだ。熱いものが、口の中で脈打つ。自然と、シュンライの体の奥が熱くなった。男根を呑み込んだからではない。シュンライもまた、強い女が好きなのだ。股こ間かんがジンジン疼うずいて、シュンライは腰を艶なまめかしく動かす。まだ幼いカリンが「じっ」とこちらを見ている。それが、シュンライの羞しゆう恥ち心をさらに加速させる。見ているのはカリンだけではない。コクリやロウシュウもいる。

  「素晴らしい……拳けん神しん雷らいほどの女武ぶ侠きようがひざまずいて、私の男根に一生懸けん命めい奉仕している。なんともいえん光景だ……」

  　そんなラシャーナの言葉が、シュンライの心に突き刺さる。

  　シュンライは、男根を指でしごきながら先端を舐なめ回した。こうなったからには、ラシャーナにはなるべく早く絶頂に達して欲しい。しかし、ラシャーナはさすがに性交も鍛きたえているらしく、持久力が並外れている。シュンライがぬっぷぬっぷと喉のどの奥まで使って刺激を与えても、ラシャーナは余裕の笑みを浮かべている。

  「口はもう十分に楽しんだ。こっちに向かって尻を突き出せ」

  「はい……」

  　シュンライは四つん這ばいになって、ラシャーナに陰部と尻の穴をさらした。

  「さあ、これからどうしてほしい」

  「入れてくれ……」

  「その言い方じゃダメだな」

  「くっ……」

  「ほらほら、どうした」

  　シュンライは、ラシャーナに気づかれないように歯は軋ぎしりをした。

  　――他に手はない。

  「……私の興奮して濡れたアソコに、ラシャーナ殿のお情けを注いでください……」

  　シュンライは、自らの陰部を「くっ」と指で広げた。

  　秘ひ蜜みつがとろりとこぼれる。物欲しげに涎よだれを垂らしているように見える。

  「そうだ。さすがは拳神雷。やればできる」

  　ラシャーナは挿入した。

  　腹部の圧迫感に、シュンライは驚く。たくましい一撃だ。

  「おあッ」と浅ましい声が漏れた。

  　シュンライは、乱れた。ラシャーナの腰使いは、緩かん急きゆうがついていて巧たくみだった。九回浅く突いて、一回深く強く突き込む。これを「九浅一深」の腰使いという。ぬっちゃぬっちゃと淫みだらな音が響く。

  「なんという締まり具合……そんじょそこらの女とは、体の鍛え方が違うな」
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  「くぅ……ふぅ……ああっ……」

  　下腹部全体が熱い。シュンライの眉み間けんに色っぽいしわが寄る。

  　荒い息いき遣づかい。

  　そして、肉と肉とがぶつかり合う音。

  　欲情が弾はじけて、二人の脳のう裏りにチカチカと白い閃せん光こうが走る。

  　初対面に近い相手に四つん這ばいで犯されているという快感と、たくましいものに貫つらぬかれる快感が同時にシュンライを襲う。理性が途切れる。獣のように吠える。

  「いくぞっ！　くれてやる！」

  　ラシャーナは絶頂に達して、シュンライの内部に擬ぎ似じ精液を放った。

  

  　――数分後。

  「私がジャホウセンを倒す方法を人に教えなかったのは、もちろんジャホウセンを守るためではない。あまりにも危険なので、無駄な人死にを出さないために秘密にしていたのだ」

  　と、革かわ鎧よろいを直しながらラシャーナは言った。

  　嘘をつけ、とシュンライは心の中で毒づいた。ただ、ラシャーナの性格が悪いだけに決まっている。見返りに体を要求するなど、どう考えてもただの趣味だろう。

  「金きん蚕さん功こうを破るには、魔獣・ホウテツの胃い袋ぶくろと牙きばが必要だ」
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  　オンリンは神しん虎こ族ぞくのナコに点てん穴けつを突かれた。気き脈みやくが乱されて、実力を十分の一も発揮できない状態となる。

  　ナコの蹴り技によるダメージと点穴を突かれたショックの相乗効果で惨みじめに失しつ禁きんしてしまったオンリンは、あっさりと両手を後ろに拘こう束そくされてしまった。首にも硬い荒あら縄なわがかけられて、両腕がぴくりとも動かなくなってしまう。

  　崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンの寝室には、夜の楽しみの止とどめに様々な淫いん具ぐや拷ごう問もん用具が用意されていた。神しん虎こ族ぞくの四姉妹は、部屋の隅に並べられた拷問用具の中から木馬を選んでオンリンの前に引っ張ってきた。鋼鉄製で背中が尖とがっている、三角木馬だ。

  　ジャホウセンは動けなくなったオンリンに近づいていった。

  　オンリンはすでに涙目だ。

  「最初は威勢がよかったが……」

  　ジャホウセンは、オンリンの顎あごをつかんだ。

  　自分の勃ぼつ起きした男根を、口に突き込む。

  「ぐっ！」

  　オンリンはしゃぶらせることはあっても、しゃぶることはほとんどない。口の中を支配する巨大な圧迫感に驚き、苦く悶もんする。ジャホウセンの男根が放つ淫みだらな匂いが、オンリンの鼻び腔こうの奥に届く。

  　だが、ジャホウセンはすぐに男根をオンリンの口から抜いた。

  「……えっ？」

  　オンリンは意外そうな顔をした。口を凌りよう辱じよくされると思っていたからだ。

  　ジャホウセンの目的は、オンリンにフェラチオさせることではなかった。ジャホウセンの男根から滲にじみ出る、白はく蛇じや淫いん功こうの液を吸わせることが目的だった。

  「白蛇淫功は即効性だ。ふふ、馬に乗せてやれ」

  　ジャホウセンが命じた。

  「はっ」

  　神虎族の四姉妹はオンリンの下の着物を剥はぎ取り、オンリンの体を持ち上げて無理やり三角木馬に跨またがせた。

  「ああッ、ああッ……こんな……！」

  　責めはこれだけでは終わらなかった。

  　神虎族のナコとリッカが、オンリンの足首に分ふん銅どう型の重りをつけた。本人の体重に加えて、さらに両足首あわせて一石（三十キロ）分の重量が股こ間かんに苦痛を与える。

  　痛いはずなのに、オンリンのクリトリスが肥大化した擬ぎ似じ男根は充血し、屹きつ立りつしていた。白はく蛇じや淫いん功こうが効いているのだ。武ぶ侠きようならば内ない功こうを煉ねって白蛇淫功に対抗しないといけないところだが、今のオンリンは点てん穴けつを突かれたせいで気き脈みやくが乱れているのでそれもできない。白蛇淫功は、痛みを勝手に快楽に変換してしまう。

  「く、くそっ！　ちっとも効かねぇぞ！　どうした！」

  　それでも、オンリンは強がった。

  「四姉妹！　もっと痛めつけてやれ！」

  　ジャホウセンは楽しそうに言った。

  　神しん虎こ族ぞくのナコとリッカが、オンリンの左右についた。ナコがオンリンの左足を、リッカが右足をぐいと下方向に引っ張る。神虎族の怪かい力りきで、三角木馬にさらに強く押し付けられたのだからたまらない。

  「ひぐっ！」

  　オンリンの股こ間かんが快感の潮しおを噴いた。

  　口から涎よだれがこぼれて、声にならない悲鳴をあげる。

  「はははっ、それそれ」

  　ナコとリッカはオンリンの体を揺すった。

  「いっ、ぎいいっ！」
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  「やめてください！　こんなひどいこと、もう……！」

  　見ていられなくなって、リョウカが叫んだ。

  　崩ほう天てん教きよう主しゆの寝室には、リョウカもいた。

  　リョウカは六ろく門もん解かい尖せん刀とうをジャホウセンに奪われた。

  　つまり、左腕がない。

  　右腕のみとなったリョウカは、逃げられないように板状の足あし枷かせをはめられている。足枷は完全な鋼鉄製で、凄すさまじい重さだ。ジャホウセンの寝台の近くに立たされている。

  「うるさい。しばらくは黙って見ておけ」

  　と、ジャホウセン。

  「さて……オンリンといったか。お前にも私の男根の味を教えてやろう！」

  　神しん虎こ族ぞくの四姉妹が、オンリンを木馬から降ろした。力ずくで、オンリンの脚を大きく開かせて固定する。

  「なっ！　何しやがる！」

  　オンリンは身をよじるが、腕を拘こう束そくする縄も足を固定する神虎族の手もびくともしない。

  　オンリンの秘所がむき出しになった。

  「やめろ！　マジでぶっ殺すぞ！」

  「生き娘むすめじゃあるまいし、そんなに慌あわてるなよ」

  　と、ジャホウセン。

  「……っ！」

  　生娘、と聞いてオンリンの頬がかあっ、と赤くなる。

  　それを見たジャホウセンは「ほほう」とほくそ笑んだ。

  「もしかして、入れるばかりで入れられるのは初めてか？」

  「そ、そんな……」

  「『大事な人のためにとっている』――そんなところか」

  　図星をつかれたオンリンは、益ます々ます顔を赤くした。

  「もちろん、容よう赦しやはしない。貴様の初めての相手は、私だ」

  　ジャホウセンは、自分の巨大な男根をオンリンの女性器の入り口にあてがった。

  「やめ、やめてッ。許して――！」

  　望まぬ破は瓜かの恐怖に、オンリンは絶叫する。

  「許すわけがない」

  「いっ、いや、やめて！　いやっ、いやっ！」

  「急に弱々しくなったな。可愛かわいいものだ」

  　ジャホウセンは無む慈じ悲ひに笑い、腰を突き込もうとするが――、

  「やめなさい！」

  　リョウカの鋭するどい一声が制止した。

  　リョウカは体が小さいが、その声には胆たん力りよくがこもっていた。

  「ジャホウセン様、あなたの狙いは同じ器き解かい族ぞくであるこの私でしょう？　回りくどいやり方はおよしください」

  「……む？」

  　ジャホウセンの興味が、オンリンからリョウカに戻る。

  「オンリンさんの代わりに、私がジャホウセン様の言うことを聞きます。どんなことでもします。だから……オンリンさんには何もしないでください」

  「何でもする、と言ったな……」

  　ジャホウセンの肉厚の唇に、にまあ、と邪じや悪あくな笑みが広がった。

  　――これは、リョウカを落とすいい切っ掛けになりそうだ。
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  「いいことを思いついたぞ」

  　ジャホウセンは言った。

  「いいこと……？」

  「これから、お前に淫みだらな行為をする。その間、ずっと立っていることができればオンリンにはこれ以上手を出さない」

  「……立っているだけでいいんですか？」

  「そうだ。背筋と足を伸ばして快楽に耐えるのだ」

  「……わかりました、受けて立ちます」

  　リョウカは力強く言った。

  「それでこそ器解族の姫ひめ巫み女この末まつ裔えいよ」

  　と、ジャホウセンは笑う。

  　リョウカは背筋を伸ばして膝ひざに力を入れた。ジャホウセンが何かを仕掛けてくる間、ただ立っているだけでオンリンを助けられるのだ。

  「リョウカ……」

  　オンリンは、切なげにつぶやいた。

  　ジャホウセンは直立したリョウカに近づいた。

  　そして、素早い手つきでリョウカの下腹部を「トントントン！」と突く。

  「何を!?」

  「射精禁止の点てん穴けつだ。性感は高まるのに、決して精を吐き出すことはできない」

  　ジャホウセンはリョウカの服と下着を強引に破りとった。

  「あッ……！」

  　特殊な点てん穴けつを突いた効果で、リョウカの男根はすでに勃ぼつ起きしていた。

  　ジャホウセンは、自分の男根とリョウカの男根とを擦こすり合わせた。得意の白はく蛇じや淫いん功こうだ。男根の粘ねん膜まくが触れ合って、互いの先走りの液がぴちゃぴちゃと音を立てる。独特の快感に、リョウカは「はああ……」と吐と息いきを漏らした。

  　しかし、このままやられるだけのリョウカではなかった。オンリンのことを思い出し、ギリギリのところで歯を食いしばる。ジャホウセンが奇妙な術を使うことは、オンリンがやられたおかげですでに判っている。

  　リョウカは、気功を煉ねって自分の男根、女性器の周辺に送り込んだ。内力を発揮して、ジャホウセンが送り込んできた毒の気に対抗する。

  「くうっ……」

  「む、白蛇淫功の毒を中和しようとしているな……なかなかの勁けい力りよくだ」

  　器き解かい族ぞくの姫ひめ巫み女この末まつ裔えいにあたるリョウカは、そもそも常じよう人じんとは持っている気力の量が違う。しかも、かつては高名な地ち仙せんのもとで仙人になるための修行を積んでいた。気功を煉ること、煉った気を操あやつることに関しては下へ手たな武ぶ侠きようよりも長たけている。

  「このままでは無効化されてしまう……大したものだ。おい、四姉妹。例の三人を連れてこい」

  「ははっ」

  　命令された四姉妹が連れてきたのは、カルザ、ヒュンラ、ファンメイだった。

  　想像を絶する乱交と白蛇淫功によって、三人はほとんど正気を失いかけていた。三人の頭の中にあるのは、ただ快楽を貪むさぼることだけだ。

  「三人でこの娘のモノに奉仕するのだ」

  「はい……ジャホウセン様……」

  　カルザ、ヒュンラ、ファンメイの三人が、リョウカの男根にむしゃぶりついた。三人の舌が、それぞれ男根の違う場所を刺激する。カルザの口が先端をくわえれば、ヒュンラとファンメイが側面を舐なめる。さすがは親子と部下だ。息がぴったり合っている。

  「あああああっ……やめてぇ、そんなぁ……」

  　三人がかりのフェラチオに、リョウカは悲鳴をあげた。

  「ははは、尻しり餅もちをついたらオンリンは最後だ」

  　ジャホウセンは大きく笑った。

  「くうっ……！」

  　そうなのだ。

  　今、リョウカは直立している。

  　もしも座ったり倒れたりすれば、オンリンがひどい目にあう。

  　――それだけは、守らなければ。

  　自分にできることがあるならば、やり通す。

  「なかなか頑張る。だが、そろそろ射精禁止が効いてくる」

  「ああッ！」

  「お前らは、部屋の端で勝手にまぐわっていろ」

  　そう言って、ジャホウセンは乱暴にカルザたちをどけた。欲情が止まらない三人は、そのまま四姉妹との乱交に突入する。

  「リョウカ……お前には私が口でしてやる。ありがたく思え」

  　ジャホウセンが、リョウカの前にひざまずいた。

  　リョウカの男根のくびれた部分を強弱をつけつつ舌でなぞる。

  「あっ、ひゃあああ！」

  　リョウカの体が震えた。

  　男根は、すでに痛いほど張り詰めている。敏感になっている。

  　ジャホウセンが、頬をすぼめてリョウカの男根をくわえた。強く吸って、さらに刺激を与える。「じゅるじゅるじゅるっ」と卑ひ猥わいな音が鳴る。

  　三人に奉仕された直後のリョウカだ。普段ならもう射精しているところだろう。

  　だが、射精できない。点てん穴けつのせいだ。

  　限界まで快感は高まっている。自然と腰が前後に動く。

  　――き、きついッ！

  「どうだ……出したいか？」

  「だッ、出したいです……！」

  「いや、まだだ」

  　ジャホウセンはリョウカの男根の亀き頭とう部を唇で包み込み、舌先で先端を責めた。

  　裏の筋をぺろんと舐なめあげて、口に入りきれない部分を手でしごく。

  「ああッ、ああッ、ああッ……！」

  　限界を超えたのに、快感は溜まるばかりだ。行き場がない。

  　――ダメだ、こわれる……！

  「そろそろだな」

  　男根を深くくわえて、ジャホウセンは再びリョウカの点穴を突いた。今度は、封じた点穴を解放したのだ。

  「ひあっ！」

  　突とつ如じよ射精禁止が解かれた。

  　不意打ちをまともに食らって、リョウカは絶叫。

  　とうとう念願の射精を果たした。

  「ひゃああ、ああ、あああっ……！」

  　どくどくとジャホウセンの喉のどに精を流し込む。

  　ジャホウセンは嬉き々きとしてそれを飲み込む。

  「や、ああ……」

  　腰がガクガクと震えた。

  　リョウカの膝ひざが笑う。

  　――もう、立っていられない……！

  　リョウカは泣いた。快感のあまり、力が入らない。

  「オンリンさん……！」

  　リョウカの心は折れかけた。

  　だが――、

  『リョウカは、強い心を持っている。自分の道を信じる心だ』

  　急に、師し匠しようシュンライの言葉がリョウカの心に浮かんだ。

  『ますますリョウカのことが好きになった』

  　ヒュンラを守るために、オンリンと戦うことを決めリョウカ。

  　オンリンを守るために、ジャホウセンの挑戦に受けてたったリョウカ。

  「くうっ……！」

  　最後の最後で、リョウカは踏ん張った。

  「ほう……」

  　ジャホウセンが感心して声をあげる。

  「はあ、はあ……」

  　リョウカは発はつ勁けいし、白はく蛇じや淫いん功こうを完全に中和。

  　呼吸を調ととのえて、快感を落ち着ける。

  「よくぞ耐えた。今日は二人とも許してやろう」

  　と、ジャホウセン。

  　――やった。

  　リョウカは心の中で歓声をあげた。

  　実際には息も絶え絶えだったが。

  「だが、明日からはさらに厳しくいくぞ。どこまでもつかな」

  「ああ……」

  　こんな責め苦が、いつまで続くのか。

  　――助けて……シュンライ様……。
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  「金きん蚕さん功こうを破るには、魔獣・ホウテツの胃い袋ぶくろと牙きばが必要だ」

  　と、ラシャーナは言った。

  「……魔獣？」

  「そうだ。魔獣ホウテツ。ジンクウ山という場所に生せい息そくしている。ここからでも、全員が軽けい功こうに長たけた武ぶ侠きようなら一日で行ける距離だ。恐ろしく強く、性格は凶暴。なぜか人間の赤ん坊の声で鳴く不気味な獣けもの。下へ手たな人間が近づけば、あっという間に食われる。よほどの覚悟がなければ近づかない方がいい」

  「その魔獣と金蚕功になんの関係が？」

  「ホウテツを倒し、腹を裂いてその胃袋を取り出す。さらに、一番大きな犬けん歯しをへし折って笛ふえの形に加工する」

  　ラシャーナは、金蚕功の破り方をシュンライに説明した。

  「ホウテツは、夜は地中深くで眠る。探すなら日中だ」

  

  　シュンライたちはすぐに支し度たくを整えて旅に出た。

  　ラシャーナの話によれば、ホウテツは強敵。結局、アルシャ、ニスーラ、コクリ、ロウシュウが同行し、狩りに協力することになった。このまま崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンを放っておけば、天下人民の災わざわいとなるのは明らかだったからだ。

  　武侠の軽功に長けた彼女らは、たった一日で数百里を走り、目的地であるジンクウ山に到達した。

  　ジンクウ山は数百年前に一度噴火したが、今その活動は落ち着いている。過去の噴火時、溶岩があたり一帯を覆おおい、森林を埋め立て燃やし尽くした。それから長い時間が過ぎたが、山の緑は完全には回復していない。

  　馬ば蹄てい形の火口を中心に、付近に存在する七十以上の山の総称がジンクウ山である。溶岩が固まってできた岩場に、火か砕さい流りゆうが堆たい積せきしてできた広大な台地。ジンクウ山全体には二百を超える大洞どう窟くつがあり、そのうちの一つでホウテツは夜を過ごしているはずだ。

  「この山か……」

  　ジンクウ山の岩場は鋭するどく尖とがった箇か所しよが多く、少し転んだだけで大ケガしかねない。普通の人間が登山するにはかなりの難所だ。

  　しかし、シュンライほどの武侠になると、巨大な神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを肩に担かついだ状態でも、険しい山道を軽かろやかに進んでいく。必死になって、ホウテツを探す。一刻も早く見つけ出し、ジャホウセンと戦い、リョウカを救うのだ。
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  　――ジンクウ山中で夜を迎えた。

  　シュンライは、

  「洞どう窟くつを探す」

  　と言い張ったが、コクリやニスーラが止めた。

  「今こ宵よいは月もなく、さらに洞窟に足を踏み入れるとなればまさに真の暗闇。そこで伝説の魔獣との戦いになれば、昼間ではありえないような不覚をとるかもしれません。そもそも、こんな状態での探索でどれほどの成果があがるのかが疑問です」

  　南なん天てん派双そう宮きゆう拳けんの掌しよう門もんに理路整然と説とかれたら、さすがのシュンライも「ううむ」とうなって言うことを聞くほかない。

  　山の昼は暑く、夜は冷えた。五人は焚たき火をおこし、近くでつかまえたイノシシを二頭、焼いて食った。適当に焼いて、骨をつかんで肉を噛み切る。シュンライは、途中で買った馬の乳の酒を水のように飲んだ。何に関しても底なしのシュンライは、風ふ呂ろ桶おけで酒を飲んでも酔い潰つぶれることはない。

  　五人は、携帯式の天幕テントを三つ立てた。シュンライ、アルシャとニスーラ、コクリとロウシュウ夫妻という風に、三組に分かれる。

  　天幕の中でシュンライは一人になり、あとは眠るだけだ。

  　しかし、シュンライの瞼まぶたはなかなか重くならない。

  　はっきりと目が冴さえている。

  　気がつけば、リョウカのことばかり考えている。

  「ああ……」

  　シュンライが思っている以上に、リョウカは心の中で重要な位置を占めていた。今は、胸が張り裂けそうなほどリョウカのことが心配でたまらない。そして――切ない。

  「ああ……リョウカ……すまない……」

  　シュンライはすべての衣服を脱ぎ、自分自身の敏感な部分に指で触れた。乳ち首くびと豆をつまみ、リョウカを思って自慰に耽ふける。

  「……ああ、リョウカッ、リョウカッ！」

  

  　シュンライの声は、他の天幕にも届いた。

  「…………」

  　コクリとロウシュウの夫妻は、顔を見合わせて顔を赤くした。そういえば、シュンライとラシャーナの激しい性交を見せつけられたばかりだ。互いに、欲情の奥深いところに火がくすぶっていた。

  「ふん……ロウシュウ……ちょっと……」

  「なんですか、コクリ」

  「シュンライ様の声が大きくて、変な気分になっちゃった……」

  「うん、僕もだよ」

  　ロウシュウは仁に王おう立だちになり、着物の前を解いた。

  「口でして」

  　と、勃ぼつ起きした男根を妻の眼前に突き出す。

  　武術の腕は妻に劣おとり、普段は弱気なロウシュウだが、セックスが始まると非常に堂々としている。ロウシュウは体が大きく、男根も子供の腕ほどもあり、こと性の快感を貪むさぼることに関しては妻よりも上だった。

  「はい……」

  　コクリは夫に命じられるがままに、彼のたくましい男根を飲み込んだ。

  「あふ……ふむっ……」

  　飲み込んで唇と喉のどでしごきつつ、コクリは自分の左手を着物の下にさし込んだ。股こ間かんをまさぐり、自分で自分の秘所をいじる。そうやって濡らしておけば、前ぜん戯ぎの手間が最小限で済む。コクリは、一刻も早く自分に男根を挿入して欲しかった。

  　ロウシュウはコクリを持ち上げて、頭が下になるように引っくり返した。ちょうど、ロウシュウの顔の前にコクリの股間がくる。

  　立ったままシックスナインの状態になった。

  　軽々と扱われて、コクリの興奮が益ます々ます高まる。

  「あン……普段情けないくせに……ここはこんなにたくましくて……」

  「……情けなくて悪かったな」

  　ロウシュウはコクリの股間を吸った。

  　コクリは逆さになったままフェラチオを続け、ロウシュウを絶頂に導みちびいた。ロウシュウはコクリの口内に大量の精液を放つが、びくともしない。足が震えたり腰から力が抜けることもなく、男根はきつく勃起したままだ。

  「ああ、ロウシュウ……いれて……」

  「まったく、コクリはこういう時は本当に我慢が利かないな」

  　ロウシュウはコクリを床におろし、両足首を握って足を大きく開かせた。男根の先端を濡れた花弁に軽く触れさせて、焦じらす。

  「ああン、はやくぅ」

  　コクリが甘えた声をあげた。

  　ロウシュウは思い切り腰を突き込み、コクリを奥の奥まで味わう。

  「ああ――！」

  　ロウシュウは激しく腰を振った。

  　激しい律りつ動どうに、コクリは泣いて喚わめいて快感を訴える。

  

  　自慰に耽ふけるシュンライの嬌きよう声せい。

  　激しく交わるコクリの悲鳴。

  　アルシャ――アルシャーサも昂たかぶらずにはいられなかった。

  「ああ……シュンライ様と交わりたい……」

  　そう言ってアルシャは、天幕テント内に設置された寝台の上で腰をくねらせる。

  「僭せん越えつながら」

  　と、片膝ひざをついてニスーラ。

  「シュンライ様の胸きよう中ちゆうは、今のところあのリョウカという娘のことで埋め尽くされているようです。姫様の傾けい城せい舞ぶ功こうも、逆効果になるやも……」

  「わかっておる！」

  　アルシャーサは語気を荒らげた。

  　そして、

  「ニスーラ、わらわを慰めい」

  　傲ごう慢まんに命じる。

  「あ、いや……しかし」

  　ニスーラの冷たい美び貌ぼうに動揺が走った。

  「何がしかしじゃ」

  「知っての通り、私の両腕では姫様に触れることはできませぬ」

  「む……」

  　アルシャーサは眉をしかめた。

  　ニスーラの言っていることは本当だ。

  　彼女の両手は特別なもの。

  「ならば、口だけでよい。舌だけでわらわを楽しませてみよ」

  「ああ、それでも……そんな畏おそれ多いことは……」

  　ニスーラは頬を上気させてかぶりを振った。

  「もしここで慰めてくれなんだら、一生恨うらむぞ……！」

  　と、アルシャーサは拗すねる。

  　一生、と聞いてニスーラは蒼あお褪ざめた。

  「！　そ、そこまでおっしゃるのであれば……」

  「うむ」

  「失礼します……」

  　ニスーラは遠慮がちにアルシャーサに顔を近づけていった。

  　絶対にアルシャーサに触れないように、ニスーラは両腕を大きく後ろに向かって伸ばした。そのまま、手を前に出さないように不自然な体勢を維持する。

  　アルシャーサは、自分からニスーラに唇を重ねた。

  「……っ！」

  　ニスーラの目が丸くなり、やがて快感で蕩とろける。

  　アルシャーサは舌の先端でニスーラの唇をくすぐった。ニスーラもたまらなくなって舌を伸ばす。二人は、舌をからめ合った。専門の訓練を受けたアルシャーサのキスは巧たくみで、たちまちニスーラの腰が砕けた。

  「ふむっ……」

  　キスがあまりに気持ちいいので、ニスーラは口の端から涎よだれをこぼしてしまった。感じているのは舌と唇なのに、ニスーラの乳ち首くびは服の下で固くしこり、股こ間かんはうっすらと濡れていく。

  「あああッ……姫様！」

  「ニスーラ……！」

  　アルシャーサは、ニスーラの眼前で脚を大きく開いた。

  「舌を……！」
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  「はっ……」

  　ニスーラはひざまずき、アルシャーサの股こ間かんの割れ目に舌を這はわせた。主人の淫みだらな穴に、指を入れるように挿入する。限界まで長く伸ばした舌を前後させると、アルシャーサは子猫を思わせる甘い声で鳴いた。

  　ニスーラに舌で奉仕させながら、アルシャーサは陰いん核かくを自分の指でこする。

  　アルシャーサが絶頂に達した。

  「あひいいいッ……！」

  　すると、ただ奉仕をしていただけのニスーラもびくんびくんと痙けい攣れんを始めた。主人の淫らな姿を見ていただけで満足し、自分も達してしまったのだ。
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  　結局、全員が一睡もせずに朝を迎えた。

  　朝陽がのぼるとほぼ同時に、探索を再開する。

  　ジンクウ山の魔獣ホウテツ。

  　夜は終わった。ホウテツは餌えさを求めて外をうろついているはずだ。

  　ホウテツの餌――。

  　肉食だ、とラシャーナから聞いている。

  　五人は、天幕テントで休んだ時と同じように三組に分かれた。なにしろジンクウ山は広大だ。効率よく手分けして探索しないと見つけられない。ジンクウ山にはホウテツのほかにも危険な悪あつ鬼き妖よう怪かいの類たぐいが徘はい徊かいしているという話なので、これは危険な分散だった。シュンライにいたっては単独行動だ。

  　三組は、ホウテツを発見した時のために、連絡用の火薬玉をそれぞれ携帯していた。本来は、神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そう用の炸さく裂れつ弾だんだ。神雷銅手火槍は、二種類の弾丸が装そう填てんできる。通常の散弾と炸裂する散弾である。

  　ホウテツを見つけたら、火薬玉の導火線に火をつけて真上に向かって投げる。空中で爆発があれば、その真下が発見地点だ。そこに全員が集合する。

  　灰色の山を、森林が中途半はん端ぱに覆おおっている。噴火は大昔のはずなのに、あちこちに溶岩が森林を焼いた痕こん跡せきが残っている。

  　シュンライは岩場を駆け抜け、木の枝を蹴って飛翔した。神雷銅手火槍が木に引っかからないように、高く飛ぶ。

  　たまに地上に降りては、足跡を探した。ホウテツはかなりの巨体。痕跡を残さずに移動できるはずがない。

  　それに、ホウテツはこのジンクウ山の生態系の頂点に君くん臨りんしているらしい。ということは、こそこそする必要がないということだ。シュンライたちほどの身体能力で駆け回れば、見つけるのにそれほど時間はかからないかもしれない。問題は、そのあとの戦闘だ。

  

  　――数時間が過ぎて、シュンライはまだホウテツを見つけられずにいた。途中で木になっていた果くだ物ものを手にとり、かじる。桃ももに似た味で美う味まかった。喉のどの渇きを潤うるおすが、表情は険しい。

  　――どこにいる？

  　その時だった。はるか頭上で爆発音が鳴り響く。

  「！」

  　合図の火薬玉を誰かが投じたのだ。

  「よし！」

  　シュンライは神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを担かつぎ直し、すぐさま飛び上がった。

  　爆発地点の真下を目指す。

  　軽けい功こうで、跳ねるように木の上を移動していくと、このあたりで一番高い木の頂点にアルシャとニスーラが立って手を振っていた。

  「見つけたのか？」

  　と、シュンライ。

  「はい」

  　アルシャがうなずく。

  　アルシャとニスーラは木を飛び降りた。

  　すぐに、コクリとロウシュウも駆けつけてくる。

  　大木の根本で、五人は再び合流した。

  「赤子の泣き声……？」

  　シュンライはすぐに気づいた。

  　どこからか、生まれたばかりのような赤子の声が聞こえてくる。腹を空かせているような、嫌いやな泣き声だった。

  「ラシャーナ殿が言っていた通りですよ」

  　コクリがつぶやいた。

  　全員で、声のする方に近づいていく。

  　ここから先は、いつ戦闘になるか判らない。用心が必要だ。

  　足音にも気をつける。

  　森林の中に、やや開けた場所があった。

  「あれか……」

  「大きい」

  　獣けものがいる。

  　鋭するどく長い牙きばを生やした、象のような獣けもの。

  　その獣が、さらに巨大な獣に食われている。

  　巨大な獣は、猿さるに似ていた。

  　似ていたが、違う生き物だった。

  　なにしろ、頭部が九つもある。猿と違って牙は巨大だし、首も長い。通常の野生動物とはまったく異質な、醜しゆう悪あくな面相の生き物。

  　体長は軽く七丈じよう（二十一メートル）。

  　長い爪は、虎とらの爪。

  　硬そうな体毛が金色に輝いている。

  「……あれと戦うのですか？」

  　ロウシュウが不安げに言った。

  「無論だ。そのためにここまでやってきた」

  　シュンライは強く言った。

  「私の神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうには、散弾を発射する機能がついている。これは本来、巨大な魔物や獣に至近距離でぶち込むために作られたものだ。皆はさがっていろ。私一人でやってみる」

  「ご冗談を」

  　コクリが笑った。

  「それでは何のためにここまでついてきたのか」

  「私もいきます」

  　アルシャが言った。

  「いや、それはさすがにいけません」

  　と、ニスーラがたしなめる。

  「何がいけないのか」

  「危険です」

  「何が危険なものか。シュンライ様が先頭に立ち、私にはニスーラがついているのに？」

  「そ、それは……」

  　アルシャの方が一枚上うわ手てだった。

  「わ、判りました……アルシャは私が必ず守ります」

  　ニスーラは渋々うなずいた。

  「まず、一番技量の劣おとる僕が囮おとりをやるのはいかがでしょうか？」

  　ロウシュウが手をあげる。

  　皆で話し合い、作戦を決める。

  

  　すぐ近くに、岩肌がむき出しの谷があった。

  　待ち伏せにちょうどいい地形だ。

  　シュンライ、アルシャ、ニスーラ、コクリの四人が、その谷で待機。

  「では、行ってきます」

  　本人の志願もあったので、ロウシュウがホウテツを挑発して誘い出すことになった。

  　ロウシュウはロウシュウなりに、なかなか妻の役に立てないことを気にしている。武術の腕で妻に劣おとる夫。何も感じないはずがない。こうやって少しでも危険な役を買って出ることで、自分自身を鍛きたえようとしているのだ。

  　間合いが縮まっていくと、凄すさまじい血と肉の臭いがした。ホウテツが食べている獣けものの臭いだ。特に、内臓の臭いがきつい。ホウテツは「ガリッ、ゴリッ」と、餌えさの骨まで噛かみ砕いている。

  　ロウシュウは木陰に身を隠して深呼吸した。

  　――恐ろしい。

  　町で暮らしていれば、悪あつ鬼き妖よう怪かい魔獣と遭遇することはない。武術家として様々な戦いを経験してきたロウシュウだが、ホウテツのような人間以外の強敵と相対するのは生まれて初めてだ。

  　――さあ、やるか。

  　腹を括くくって、姿をさらす。

  「…………」

  　巨大で、首が九つ。

  　あんなに恐ろしい姿なのに、声だけは赤子なのが不気味なことこの上なかった。

  　ロウシュウが近づいていった。十丈じよう（三十メートル）ほどの距離まで近づく。

  　ホウテツは、ロウシュウを無視して獲物を食い続けている。気づいていないのか。それとも、気づいた上で無視しているのか。確かに、ロウシュウ一人でホウテツがどうにかなるわけがない。

  　このままホウテツの食事を見物していても埒らちが明かない。

  　ロウシュウは、足元に転がっていた石を蹴った。妻にはかなわないとはいえ、ロウシュウも立派な武ぶ侠きようの一人である。蹴った拳こぶし大だいのサイズの石は、普通の人間なら一撃で粉ふん砕さいできるほどの勢いで飛んでいく。

  　その石が、ホウテツの九つある首のうちの一つに当たった。石の方が砕け散って、ホウテツは無傷だ。しかしそれで、ようやくホウテツの興味はロウシュウに向いた。

  　赤子の声でうなりつつ、ホウテツは十八個の目でロウシュウを凝ぎよう視しした。それからゆっくりと動き出して、ロウシュウへとにじり寄っていく。

  　ロウシュウが逃げると、ホウテツは追いかける。

  　ロウシュウが全力で走れば、ホウテツも全力で追いかけてきた。

  　――まずい！

  　もともと、最高速度ではロウシュウがホウテツにかなうはずもない。一歩の幅が違いすぎるのだ。

  　ロウシュウは必死に軽けい功こうを駆使した。

  　命からがら、予定の地点までたどり着く。

  　ホウテツの首の一つが、ロウシュウを噛み殺そうと前に伸びる。

  「……っ！」

  　ホウテツの鋭い牙きばが、ロウシュウの背中に触れる――。

  　次の瞬間。

  「よくやった――！」

  　谷の上で待ち伏せていたシュンライが、雄お叫たけびをあげた。

  　飛び降りて、空中で神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを振るう。

  　長さ三丈じよう（九メートル）、重さは二十六担たん（千三百キロ）。

  　そんな巨大な武器が、「ごうん！」とうなる。

  　刃やいばが、ホウテツの横っ腹に直撃する。
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  　ホウテツの体がよろめいて、谷の側面にあたる岩の壁に激突した。

  　神雷銅手火槍の重さ、シュンライの怪かい力りき、勁けい力りよく。すべてが一体になった超ちよう弩ど級きゆうの一撃だったが、ホウテツの体に出血はなかった。さすがジンクウ山最強の魔獣。全身の体毛、皮ひ膚ふはまるで装甲のようだ。

  　――硬い！

  　ホウテツは怒声をあげた。

  　やはり、赤子が泣き喚わめいているようだ。

  　ホウテツの九つの首が、今度はシュンライを追いかける。

  　そこへ――、

  　アルシャが割り込んだ。

  「ふっ」

  　アルシャはいつも、天てん女によの羽は衣ごろもを身につけている。

  　この布は、気き功こうに敏感に反応する。

  　アルシャが発はつ勁けいすると、生き物のように布が動いた。

  　長く伸びて、宙を舞う。くるくると螺ら旋せんの模様を描く。

  　不思議な布の動きが、ホウテツの注意を逸そらした。九つの首が同時に眩げん惑わくされ、骨を投げられた犬のような顔をする。
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  　その隙すきに、ニスーラがつけ込んだ。

  　いつの間にか、彼女は右の手袋を外していた。

  　高く飛び上がり――「右手」を振るう。

  　ニスーラの一撃が、首の一つをとらえた。

  　眉み間けんに、手しゆ刀とうを叩き込む。

  　シュンライの目には、ニスーラの右手から特殊な勁けい力りよくが放出されるのがはっきりと映った。毒々しい色の勁力だ。

  「あれは……毒どく手しゆ拳けんか！」

  　シュンライは気づいた。

  「ジャン国式竜りゆう眼がん毒手拳！」

  　ニスーラがさらなる発勁のため、吠える。

  　毒手拳とは――。

  　まず、各種の毒を瓶びんに集める。昆虫毒、植物毒、動物毒――ありとあらゆる毒だ。水で薄めて、そこに拳こぶしを浸ひたす。ある程度皮ひ膚ふに毒が染しみ込んだら、拳を抜いて今度は中和剤に浸す。ある程度時間がたったら、薄める水の量を減らす。それを繰り返すと、少しずつ拳に毒が蓄ちく積せきしていくのだ。

  　時間をかけることによって、毒手拳の修行者には毒に対する免めん疫えきが生まれる。しかし本人は平気でも、他人にとってその拳は毒そのものだ。かすり傷でも、相手を死にいたらしめることができる。

  　ニスーラは、続けて掌しよう底てい打だを繰り出した。毒手拳を二発も食らって、ホウテツの首の一つが腫はれあがる。毒が回って、その顔面に大量の白い膨ふくらみ――水すい疱ほうのようなもの――が生じる。ホウテツの首が赤子の声で絶叫する。

  　――バンッ！

  　ほんの数秒で、ニスーラが殴った首は内側から破裂した。

  　九つあった首が、八つに減る。

  　恐るべき威力だが、首を一つ失っただけではホウテツは怯ひるまない。素早く反転し、尻尾しつぽを振るった。ホウテツの尻尾は、長さ二丈じよう（六メートル）。針金を束ねたように強きよう靭じんで、鞭むちのようにしなる。

  「く！」

  　ホウテツの尻尾があまりに速く、ニスーラは避よけ損そこねた。

  　直撃を食らって、地面に叩きつけられる。

  　溶岩が固まってできた岩を割って、体がめり込む。

  「ニスーラ！」

  　と、アルシャが悲鳴をあげた。

  「だ、大丈夫です！」

  　ニスーラが、苦く悶もんの表情で答える。

  　ホウテツは、ニスーラに噛み付いてとどめを刺そうとした。

  　前足をあげて、踏み潰つぶそうとする。

  　ドスン！　と足が落ちてきて、地響きが起きる。

  　ニスーラは圧倒的な重量に潰されたかに見えたが――、

  「！　アルシャ様！」

  　一瞬早く、アルシャが彼女を救出していた。

  　気き功こうがこもった布でアルシャを巻いて、引き寄せたのだ。

  「本当に大丈夫？」

  「す、すみません……！　こんな……」

  

  　ホウテツがニスーラに構っているうちに、シュンライは神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうの安全蓋ぶたを外した。

  　神雷銅手火槍に詰まった火薬や散弾を、外にこぼれないように仕切るのが安全蓋である。

  　そうやっていつでも撃てる状態にした巨砲を構え、シュンライはホウテツに向かって突っ込んだ。至近距離で引き金を絞るつもりだ。

  「！」

  　ホウテツは、シュンライを見て警戒した。

  　ニスーラと同じように、尻尾しつぽで追い払おうとする。

  　神雷銅手火槍を構えたシュンライは、さすがに動きが鈍にぶっている。

  　ホウテツの素早い尻尾の攻撃を避よけることは不可能だった。

  「はッ！」

  　そこで、南なん天てん派双そう宮きゆう拳けんの掌しよう門もんコクリが飛んだ。

  　コクリは、左右の手に武術扇せん子すを構えていた。

  　武術扇子の外縁部には、鋭するどい刃がついている。

  　コクリは扇子を開いて空中で縦たてに回転。

  　コクリ自身が巨大な手しゆ裏り剣けんのようになり、ホウテツの尻尾を切断した。

  　根本の一番もろい部分を狙ったのだ。

  「あぎゃああ！」

  　コクリは知らなかったが、本来狙いにくい尻尾はホウテツの唯ゆい一いつと言っていい弱点だった。

  　尻尾が地面に落ちて、びちびちと跳ねる。

  　――もらった！

  　シュンライは銅手火槍の散弾を発砲した。

  　引き金を引くと火ひ打うち石いしが落ちる。火花が生じる。

  　発射用の火薬に引火。

  　爆発し、散弾が銃口から射しや出しゆつされる。

  　散弾は、重さ十一匁もんめ（四十グラム）のものがおよそ六十発。

  　今回シュンライは、対魔獣用の特殊炸さく裂れつ弾を用意していた。

  　六十発の鉄球の中に、火種と火薬が詰まっているのだ。

  　砲声が鳴り響き、凄すさまじい発射炎が伸びる。

  　シュンライは両足を踏ん張って、反動に耐える。

  　至近距離からの射撃なので、六十発のほぼすべてがホウテツに命中した。

  　ホウテツのような体の大きい魔獣には散弾が当たりやすく、人間相手に使うよりもずっと効率がいい。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうの本領発揮だった。

  　圧倒的な破壊力を浴びて、ホウテツの首がさらに三つ、潰つぶれた。爆発でグシャグシャになって、周囲に肉片が飛び散った。

  　それでも、まだ首は五つも残っている。

  　ホウテツは、前足を振り上げた。

  　シュンライは飛びのこうとするが、反動に踏ん張って耐えていた分反応が遅れた。

  　頭上に、ホウテツの巨大な足が落ちてくる。

  　――避よけきれない！

  　ドカッ！　と大きな打撃音が響いた。

  　ホウテツの足と、シュンライが激突したのだ。

  「！　シュンライ様！」

  　アルシャが悲鳴をあげた。

  　ホウテツはそれほど知能は高くない生き物だった。それでも、たくさんある顔には多彩な表情がある。足を切り落とした瞬間、ホウテツの顔には己おのれの勝利を確信したかのような、笑みのような何かが浮かんだ。

  　しかしそれは――間違いだった。

  「……ふん」

  　シュンライは神雷銅手火槍を捨て、両腕でホウテツの足を受け止めていた。

  　巨大な重量に、シュンライの足が地面に沈む。

  「体重数百担たんといったところか――」

  　一担は五十キロである。

  「それほどの重さじゃ、ないな」

  　シュンライは爆発的に発はつ勁けい。

  　筋肉が膨ふくらむ。

  　血管が浮かび上がる。

  「おおおッ」

  　ホウテツの足をしっかりとつかんで、ひねりを入れながらぶん投げる。

  「！」

  　これには、シュンライの味方であるアルシャたちも驚いた。

  　ぶちぶちぶちっ、とホウテツの前足の筋肉が千切れる音。

  　ホウテツの巨体が一瞬宙に浮いて、どうと倒れた。

  

  「どうした――！」

  　シュンライは倒したホウテツに飛びかかった。

  　首の一つに馬乗りになって、目を狙って拳こぶしを打ち下ろす。

  　パキュ！　と眼球が破裂して、シュンライの拳がホウテツの頭部に侵入した。中をまさぐると、指先が脳みそに触れる。ホウテツには九つの首があり、それぞれに独立した小さな脳がついているらしい。

  　シュンライは脳をつかんで、引っこ抜いた。

  　四つの首が、シュンライを排除しようとする。

  　尻尾しつぽのダメージから立ち直ったニスーラが、シュンライを援護するために割って入った。毒どく手しゆ拳けんを使い、また一つ頭を破裂させる。

  　首は、残り三つ。

  「あぎゃあああ」

  　ホウテツが泣き喚わめく。

  　シュンライは、ホウテツから少し離れて神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを拾った。

  　自分の周囲で振り回して勢いをつけてから、薙なぎ払う。

  　ホウテツの体は、特殊炸さく裂れつ弾の直撃を浴びて全体的にもろくなっていた。

  　神雷銅手火槍の刃が、一気に残った首を切り落とす。

  　バシュウッ！　と派手に鮮血が噴き出した。

  

  　魔獣狩りは成功した。

  　シュンライたちはラシャーナの言葉に従い、ホウテツの腹を割さいて胃袋を取り出した。ホウテツの胃い袋ぶくろには魔力がかかっていて、体から切り離しても何か食べ物を入れればまだ胃液が湧いて出てくる。胃袋を革袋に収める。あとは、牙きばだ。ホウテツの牙にはもともと虫食いのような穴がいくつも開いていて、笛ふえの形に加工するのはそれほど難しくなかった。この二つが揃えば、ジャホウセンの金きん蚕さん功こうを破ることができるはずだ。


  


  ９章
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  　リョウカとオンリンは、崩ほう天てん教きよう主しゆの寝室で同じ檻おりに入れられている。オンリンは後ろ手に縛られたまま、両足首に重りをつけられ、三角木馬に乗せられたままだ。リョウカも、六ろく門もん解かい尖せん刀とうをジャホウセンに奪われて足あし枷かせをつけられているので身動きが取れない。

  「リョウカ……」

  　股こ間かんの疼うずきに苦しみつつ、オンリンが口を開いた。

  「オンリンさん」

  「さっきは俺のために……すまねえ」

  「いいんですよ」

  「俺は、お前と戦う約束なのに」

  「もちろん。私はその日を楽しみにしてるんです……」

  「リョウカ、お前は俺が思っているよりもずっとすごいやつだったんだな」

  　こんな異常な状況で、リョウカとオンリンは見詰め合った。二人が、互いの瞳の中に強さと希望を見み出いだす。見詰め合うだけではない、二人は互いに認め合って力強くうなずいた。そう――拳けん神らい雷しん一門の心はこの程度では折れないのだ。

  「すごいなんて……そんなことはないです」

  「シュンライの姉者が、お前を気に入っている理由がちょっと判った気がするよ……」

  　なにしろ、二人とも不自然な体勢である。

  　結局、一睡もすることができなかった。

  　朝になって、神しん虎こ族ぞくの四姉妹がやってきて檻を開ける。

  「さあ、これから可愛かわいがってやるぞ」
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  　シュンライは、戦いくさ支じ度たくを整えた。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを肩に担かつぎ、両手両足と腰に革の帯ベルトを巻く。飛ひ刀とうを三十本、[image: ]ひよう槍そうを四本、革帯の穴にさし込んで携行する。

  　今日のシュンライは武器だけでなく、ホウテツの胃液を収めた革袋と牙きばを加工した笛ふえを背負っている。

  　戦支度は、シュンライだけではない。

  　南なん天てん派双そう宮きゆう拳けんのコクリとロウシュウ。

  　ジャン国の密使アルシャとニスーラ。

  　それぞれが完全武装だ。アルシャもひらひらとした踊り子の衣装ではなく、戦闘用の革かわ鎧よろいで身を包んでいる。

  　五人は崩ほう天てん教きようの山城――崩天教堂を少し離れた場所から眺めている。

  　九きゆう谷こく関かん城門の要よう害がい。

  　城を囲む堀に、現在橋はおろされていない。

  「……やるか」

  　シュンライがつぶやく。

  「これは私とジャホウセンのリョウカをかけた戦いだ。関係のないものはさがってもいい」

  「ホウテツともともに戦ったのに？」

  　と、コクリが笑った。

  「こうなったら怖いものなしです」

  　そう言って、ロウシュウは釵さいを左右の手に一本ずつ持った。

  　くるくると何度か回して、しっかりと握る。

  「これを片付けないと、ジャン国を救っていただけないわけですから」

  　アルシャが微笑ほほえんだ。

  「そして私はアルシャ様についていくだけです」

  　と、ニスーラ。

  「その覚悟、ありがたい。今ここで私を手伝ってくれる四人にこれから先苦難が降りかかったら、必ず助けに行くと約束しよう」

  

  　シュンライが駆け出した。

  　地面を蹴る。

  　全力で走る。

  　勢いをつける。

  　崩天教の見張りがようやく気づいて騒ぐ。

  　少人数のいいところは、ギリギリまで敵に近づけることだ。

  　シュンライは両腕に力を込めた。

  　走りながら、槍やりを構える。

  　全身の力を利用して、投げる。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうは、巨大な砲弾と化した。

  　ギュン！　と空気を切り裂いて飛翔する。

  　まるで流星か隕いん石せきのように。

  　シュンライが投げた神雷銅手火槍が、崩天教堂の外堀の上を通過して、高い城壁の中ちゆう腹ふくに突き刺さった。

  　火山が噴火したような、凄すさまじい轟ごう音おんが響く。

  　さすがに、一撃で崩壊はしなかった。しかし、城壁全体が大きく揺れて、城壁の上や見張り塔に立っていた兵士たちがバランスを崩して落下した。

  　シュンライは、飛んだ。堀を飛び越えた。

  　堀と城壁を同時に飛び越えるのは、さすがのシュンライにも不可能だった。そこでシュンライは、城壁に突き刺さった神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを踏み台にした。そうやって城内に侵入すると、他の四人も同じ方法でついてくる。

  　城の敷地内には、まず牛ぎゆう煉れん功こうを使う女たちが、拘こう束そくされて母乳を採取されているのだ。不ふ憫びんだが、彼女たちを解放するのはジャホウセンを倒したあとだ。

  　そこを通り過ぎて、高い塔の前へ。

  　人間を生きたまま燻いぶす処刑場だ。

  　まだ今日は朝早いので、犠ぎ牲せい者の姿は見当たらなかった。

  　処刑場の前で、シュンライは数百人の兵士に囲まれた。兵士たちは、矛ほこか手て斧おので武装している。本格的な修行を行ったことはない、ありふれた質の部隊だ。

  　シュンライは兵士たちに突っ込んだ。相手が突き出してきた矛を素す手ででへし折り、筋肉で跳ね返す。

  　手近な兵士の胸むな倉ぐらをつかんで、地面に叩きつけた。単純な攻撃だったが、シュンライの怪かい力りきでそれを行うと人体は「スパーン！」とバラバラに砕け散る。

  　シュンライが右の拳こぶしを振るう。敵兵士の顔面に直撃する。拳の圧力で眼球が飛び出し、耳から脳が噴出する。

  　兵士をつかまえて、ひねって胴体を折る。

  　壁に叩きつけてバラバラにする。

  　足をつかんで振り回し、また別の敵に投げつける。

  　ほんの数十秒で、百人近くを殺した。

  　他の四人が出る幕もなく、囲みはシュンライ一人によって破られた。

  

  　いよいよ、シュンライたちは城の建物の中へ。

  　崩ほう天てん教きよう主しゆの私室へと通じる渡り廊ろう下かだ。

  「そこまでだ」

  　シュンライたち五人の前に、四つの人影が立ちはだかった。

  「我ら神しん虎こ族ぞくの四姉妹」

  　長女、神虎十八脚きやく路ろハン・ナコ。

  　次女、神虎八はつ閃せん翻ほんハン・リッカ。

  　三女、神虎族飛ひ爪そうハン・シャム。

  　四女、神虎族乾けん坤こん圏けんハン・シス。

  「邪じや魔まをすれば、ただではすまさんぞ」

  　シュンライが前に出て神しん虎こ族ぞくと拳こぶしを交えようとする。

  「お待ちを」

  　それを、アルシャが制止した。

  「なんだ」

  「シュンライ様の敵はジャホウセン。そこを一直線に目指してください。このような連中、我々だけで十分」

  　アルシャの言葉に、コクリもうなずいた。

  「彼女の言った通りです。ここはお急ぎを」

  「しかし……」

  「リョウカさん、オンリンさんのことが心配ではないのですか？」

  　アルシャが鋭するどく言った。

  「……っ！」

  　その一言が、決め手になった。

  「判った。ここは任せる」

  「どうぞ、ご武運を」

  「ずいぶんナめた話だ……」

  　四姉妹次女のリッカが苛いら立だった声をあげた。

  「よかろう、シュンライは通してやろう。どうせジャホウセン様にかなうわけがないのだ」

  　ナコが言った。

  「私たちは、これからシュンライの仲間四人を片付ける。その頃には、シュンライもジャホウセン様の足元にひざまずいているだろう」

  　神虎族の四姉妹が動いた。

  　シュンライたち五人も走り出す。

  　全員が同時に戦うにはこの廊ろう下かは狭かったので、戦いの舞台は二つに分かれた。

  　ナコとリッカにアルシャとニスーラがあたる。四人は、睨にらみ合いながらジャホウセンの執務室になだれ込む。

  　シャムとシスには、コクリとロウシュウの夫妻が。そのまま廊下に残って武術の戦いを開始した。

  　シュンライは神虎族を仲間に任せ、先を急ぐ。
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  「ニスーラ。神しん虎こ族ぞくは手て駒ごまになるかもしれぬ。殺さず、虜とりこにするのじゃ」

  「はっ」

  　神虎十八脚きやく路ろ――足技の達人、ナコがニスーラに仕掛けた。

  　バッ！　バッ！　バッ！　バッ！　と装甲に包まれたナコの右足が高速で閃ひらめく。

  　ナコは、上段蹴りを打っても足を完全には戻さない。膝ひざを曲げて、その力だけでもう一度蹴りを打つ。普通なら二発目は威力がなくなるところだが、鍛え抜いた脚力を持つナコは違う。そもそも、神虎族は筋肉の構造が常じよう人じんとは異なるのだ。

  　ニスーラは、すでに両方の手袋を外していた。左右の手が、それぞれ違う種類の毒の気配を発している。

  　無論、神しん虎こ族ぞくの四姉妹は毒どく手しゆ拳けんの存在に気づいていた。ナコの足も、リッカの手も、どちらも分厚い装甲に守られている。どんな強力な毒だろうと関係ない。だから、ためらわずに攻撃できる。

  　ナコが回転しながら立て続けに後ろ回し蹴りを放つ。激しい独こ楽まの回転のようだ。凄すさまじい連続攻撃を、ニスーラは前腕の骨ばった部分を使って左右に逸そらす。

  　敵の蹴りを避よけるために、ニスーラは執務室の豪華な机に飛び乗った。ケヤキを使った頑がん丈じような机だ。机の上のニスーラを仕留めるために、ナコは右足を真上に高く振り上げてカカトを落とす。ニスーラは咄とつ嗟さに真横に跳んだ。ナコのカカト落としが、重じゆう厚こうな机を真っ二つに破壊する。

  　アルシャに、リッカが襲いかかった。

  　それを見たニスーラは「急いで仕留めねば！」と焦あせる。アルシャは弱くない。むしろ、腕がいい。王族が暇ひま潰つぶしに覚えた武芸というレベルではなかった。

  　しかしそれでも、神虎族ほどの強敵と戦うのは危険極まりない。

  　――長引かせては、ダメだ！

  　ニスーラは、右の毒手をナコに向かって突き出した。

  「甘い！」

  　と、ナコは左の蹴りでニスーラの毒手を打ち弾はじく。

  　ナコは動きを止めず、すかさず右の蹴り。

  　その蹴りがニスーラの腹部に命中した。

  「ぐ！」

  　ニスーラの体が上方に吹き飛んで、天てん井じように激突した。

  　落下して、さらに床で全身を強したたかに打つ。

  「どうした……？」

  　ナコは、余裕の笑みを浮かべてニスーラを見下ろした。

  「自慢の毒手も当たらなければ意味がないぞ」

  「意味がない……？」

  　ニスーラの目が冷たく光った。

  「気づいていないようだな。今、私が蹴られたのはわざとだ。蹴られながらでも、ほんの少しでいいからお前の肌に触れたかった。右の突きは囮おとり、左手が本命。上う手まくいったよ」

  「なんだと……」

  　ナコは、自分の足を見た。右太ふと腿ももの一部が、微かすかに変色している。

  「ふん、その程度の毒でこの私が……」

  「私の毒は、たとえ少量でも皮ひ膚ふにしっかりと染しみ込んでいき、血管に入って全身に回る」

  「！」

  　ドクンッ、とナコの心臓が不自然に激しく鳴った。

  　毒の効果があらわれ始めた。

  　ナコは立っていられなくなり、うずくまる。

  「私の右手は相手を殺す『万まん殺さつ毒どく』。ありとあらゆる毒薬で鍛きたえられた右手だ。今、お前に触れた左手は相手を犯すための『肉にく林りん毒どく』だ。ありとあらゆる媚び薬やくで鍛えられた」

  「く、くそっ……！」

  　ナコは、神しん虎こ族ぞく本来の姿に戻って毒に対抗しようとした。

  　それに気づいたニスーラは、ナコに近づいてその着物の下に毒手をさし入れる。

  「ひっ！」

  　媚薬の毒どく手しゆ拳けんが敏感な部分に触れたのだからたまらない。

  　ナコは、興奮のあまり発はつ勁けいできなくなった。

  　神虎族が全力を出すには、完全な獣人化が必要になる。だが、今回はそうなる前に毒手を食らってしまった。獣人の状態で毒手を食らったのならばまだ中和できたかもしれないが、もう手遅れだ。

  「ああっ……ああんっ！」

  　服を脱いで、狂ったように自じ慰いを始める。

  

  　アルシャのジャン国式傾けい城せい舞ぶ功こうの技が冴さえる。

  　舞ぶ踏とう用の布が、アルシャの気き功こうで硬度を増し、軟体動物の手足のように動く。

  「小こ賢ざかしい！」

  　神虎八はつ閃せん翻ほんのリッカが、左右の拳こぶしを連打する。

  　リッカの連打を、二本の布が防ぐ。

  　布は螺ら旋せんを描き、リッカの打撃を弾はじく。

  　ババババッ！　と乾いた音が響く。

  　リッカの鋭するどい手技に、アルシャは後退。押しているのはリッカだったが、アルシャは華か麗れいなステップを刻んでなかなか間合いを詰めさせない。

  　その時――、

  「あッ！」

  　リッカの目に、姉がニスーラに敗北する光景が飛び込んできた。

  「姉様！」

  　ニスーラが、リッカとアルシャの間に割って入った。

  「貴様！」

  「神しん虎こ族ぞくの娘よ。もう諦あきらめろ」

  「ほざけっ！」

  　リッカは姉と同じ失敗を繰り返さないよう、すかさず完全に獣人化した。

  　ニスーラに対して猛烈に連打、連打、連打。

  　ただの連打ではなく、震しん脚きやくとともに行う。震脚とは、足で地面を強く踏み付けること。その勢いを利用して発はつ勁けいするのだ。

  　神しん虎こ八はつ閃せん翻ほん、震脚双そう硬こう打だである。

  　リッカの震脚で、石いし畳だたみの床に深い穴が穿うがたれていく。

  　――下へ手たに受ければ、防御ごと崩される！

  　リッカの手技は速く鋭するどく、強烈だった。拳こぶしの巻き起こす風や圧力で、周囲の壁にひび割れが走る。一般の兵士が近くにいたら、直撃を食らわずとも命を失う。

  「ニスーラ！」

  　アルシャが叫んだ。

  「援護する！」

  　アルシャが飛び上がる。

  　ちょうど、ニスーラの斜め後ろだ。

  　空中から、二本の布を放つ。

  　シュルシュルシュル、と伸びた布が、リッカの両手に巻きついた。

  「ふん！」

  　リッカはそれを怪かい力りきに任せて振りほどこうとする。

  　そこに、ニスーラが左手の毒どく手しゆを叩き込んだ。

  「！」

  　布に腕をとられていたリッカの防御は間に合わない。

  　直撃を食らうが――、

  「はは。神虎族本来の姿に戻った俺に、毒は効かんぞ」

  　リッカはすぐに中和を開始した。

  「だろうな」

  　ニスーラは、すぐさま右の毒どく手しゆも叩き込んだ。

  「――なッ！」

  「油断したな……」

  　と、ニスーラ。

  「私の毒手は、左右違う種類だ。その二つを同時に叩き込むことによって、その効果が劇的に向上する」

  「ぐ、う……！」

  　リッカの表情が蒼あお褪ざめた。

  　獣人化が解け、嘔おう吐とする。

  「これぞジャン国式竜りゆう眼がん毒どく手しゆ拳けん、互ご毒どく探たん馬ば掌しようの奥おう義ぎだ。お前ほどの武術家なら命に別状はないだろうが、もう戦いにはならんだろう」
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  　コクリとロウシュウ。武ぶ侠きよう夫妻の相手は、三女・神しん虎こ族ぞく飛ひ爪そうシャムと四女・神虎族乾けん坤こん圏けんシスだ。

  　コクリの武器は武術扇せん子す。ロウシュウの武器は釵さい。

  　バラバラに戦うのではなく、夫妻は背中合わせで戦った。そんな二人に、シャムとシスが前後から襲いかかる形だ。

  　コクリの武術扇子と、シスの乾坤圏が火花を散らした。

  　二人の実力はほぼ互ご角かく――いや、コクリの方がやや上だったが、ロウシュウがシャムに押されていた。ロウシュウが飛爪の餌え食じきになりそうになると、コクリが素早く腕を伸ばして夫を守る。そのせいで、なかなか決着がつかない。

  「ロウシュウ、もっと頑張れ！」

  「とはいっても、相手が強くて……」

  　やがて、シャムの飛ひ爪そうがロウシュウの脇わき腹ばらを抉えぐる。

  「ぐっ！」

  「ロウシュウ！」

  「かすり傷です！」

  　ロウシュウは妻の手前強がったが、傷は深かった。

  　放っておけば出血多量で死につながるかもしれない。

  　コクリは夫を庇かばうように前に出る。

  　シャムとシスは、自分たちの勝利を確信してほくそ笑んだ。この戦いは実質二対一だ。まさか、二人がかりで負けるはずがない。

  「危ないところじゃないか、コクリ」

  　不意に、あらぬ方向から声がした。

  　新たな二人組が近づいてくる。

  　一人は女、もう一人は少女。

  　南なん天てん派体たい極きよく拳けんの掌しよう門もんラシャーナと、その義理の娘カリンであった。

  「ラシャーナ殿！　どうしてここに!?」

  　コクリが驚きの声をあげた。

  「どうしても何も、南天五大門派の仲間が戦っているのだ。応援は必要だろう」

  「ふん、体極拳のラシャーナ。相手に不足はない」

  　と、シスが乾けん坤こん圏けんを構え直しながら言った。

  　すると――、

  「オイオイ、勘違いするな」

  　ラシャーナは苦笑を漏らした。

  「お前たちの相手をするのは、この義理の娘――カリンだ」

  「なッ！」

  　シャムとシスは、耳を疑った。破は軍ぐん武ぶ侠きように匹敵する力を持つ神しん虎こ族ぞくの戦士と、まだあどけなさの残る少女を戦わせるつもりなのだ。

  「…………」

  　カリンは、ラシャーナの言葉に「こくっ」とうなずいて前に進み出た。

  「こんな子供を殺すのは忍しのびない……」

  　と、シスがカリンに歩み寄る。

  　さすがに、油断しきっている。

  「気絶させてから、多少のお仕置きで済ませて――」

  「――っ！」

  　次の瞬間、シャムやコクリは目を丸くした。

  　にわかに信じられない光景が展開されたのだ。

  　カリンは電光のように動いた。

  　一瞬でシスの懐ふところに潜り込み、震しん脚きやくと同時に右拳こぶしを突き出す。

  　カリンはまだ成長途中で体は比較的小柄な方に分類される。

  　しかしカリンの突きはシスの胸に炸さく裂れつし、シスを吹き飛ばした。

  　それも、中途半はん端ぱな吹き飛ばし方ではない。

  　シスの体は数十丈じようも飛翔し、城の壁に激突。さらに壁を貫かん通つうし、一気に城外に放り出されたのだ。

  　吹き飛ばされたシスは、生死すら定かではない。ただ、少なくとも一時間や二時間で戻ってくることは絶対にないだろう。

  　カリンは、つかつかとシャムに向かって間合いを詰めていく。

  「あ、あ……」

  　シャムには、まだ状況が上う手まく理解できていない。

  　カリンは、軽く跳んでから右の蹴り。

  「かはっ！」

  　蹴りを食らったシャムは、渡り廊ろう下かの一階下にある大部屋に落ちた。

  　拷ごう問もん部屋だ。

  「ああ――！」

  　シャムは、カリンの蹴り一発で呼吸困難に陥おちいり、一切の発はつ勁けいができなくなっていた。

  「くう……」

  　そんなシャムに、拷問部屋に監かん禁きんされている女たちが群がる。

  　三さん節せつ棍こんの達たつ人じん、破は軍ぐん武ぶ侠きようテッサ。

  　硬こう鞭べんを使う破軍武侠セイセン。

  　そして、精せい鋭えい白びやく夜や連れんの三百人――。

  　全員が擬ぎ似じ男根を生やされて、欲情している。

  「う、うわああッ――」

  　シャムは、女肉と興奮の坩堝るつぼに呑み込まれた。

  

  　コクリは唖あ然ぜんとしていた。

  　ラシャーナの義理の娘が強いという話は聞いていた。

  「南なん天てん五大門派の切り札」とも――。

  　しかしそれにしても、これほどとは予想以上だった。

  　南天派体たい極きよく拳けんの掌しよう門もんの娘、カリン。

  　――はたして、何者なのか？　尋じん常じような少女ではなかった。
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  「ああ……」

  　鎮ちん西ぜい将軍カルザは白はく蛇じや淫いん功こうに支配され、ただただ娘のヒュンラや部下たちとともに快楽を貪むさぼっていた。肉を見つけては食らいつき、あるいは誰かに食らいつかれた。理性は吹き飛んで、あとは肉の快楽あるのみだ。

  　まるで、淫夢を見ているようだった。

  　――ん？

  　そんなカルザだったが、ふと腰に新鮮な刺激が走る。

  　股こ間かんに、温かい感覚がじんわりと広がっていく。

  　浴びるほどセックスしたはずなのに、今までとは違う快感を覚えて淫いん夢むの支配が薄れる。ぼんやりとだが目が覚めてくる。

  「……あっ」

  　仰向けに寝転がったカルザの上に、両腕のない女性が跨またがっていた。

  　カルザの擬ぎ似じ男根は、その女性の陰部にずっぽりと入っている。

  　目が覚めると、いきなり騎乗位で犯おかされていたのだ。

  「あ、あなたは……」

  　見覚えがあった。

  「軍師のホウショウ殿！」

  　カルザは驚きの声をあげた。

  「お久しぶりです。カルザ殿」

  　腰を振りながら、ホウショウは答えた。

  「何をなさっているのですか」

  「見ての通り……」

  　と、ホウショウは汗を飛ばす。




  [image: ]


  「こうやって、白はく蛇じや淫いん功こうの毒を抜いているのです……ああんッ！　薬草を陰部に塗り込んでからの性交で、ある程度中和できると古代の文ぶん献けんで目にしたことが」

  「どうやってここまで……うくッ！」

  　上下の腰の動きに伴う激しい快感に、カルザは低く呻うめく。

  「ラシャーナ様という、南なん天てん派体たい極きよく拳けんの掌しよう門もんに同行しました。色々あって、ジャホウセンを倒すのに協力してくれているのです」

  「では、なぜあなたはここに？」

  「たとえ金きん蚕さん功こうを破っても、ジャホウセンは強敵。人手が足りなくなるのはわかっていましたから。あなたがたを助けておけば、必ずや最後の最後で役に立つと思って毒抜きを。私の召し使いであるリランが、お嬢様の毒を抜いております」

  　ホウショウにそう言われて、カルザは隣となりに目をやった。

  「ああッ、ああッ！」

  　娘のヒュンラが、ホウショウの召し使いであるリランに擬似男根を吸われていた。ホウショウに命じられて、薬草を含んだ口でフェラチオ奉仕しているのだ。リランの献身的な舌使いに、ヒュンラは乱れに乱れた。

  「金蚕功を破る手立てが!?」

  　ホウショウと体を交えつつ、カルザは訊いた。

  「見つけました。今頃、シュンライ様がジャホウセンと戦っている頃です」

  「レイ・シュンライ……」

  　カルザはつぶやいた。

  　大たい罪ざい人にんとして討とう伐ばつする予定だったレイ・シュンライ。

  　その名を聞いても、なぜか敵とは思えない。

  「私は……」

  　カルザの双そう眸ぼうから涙がこぼれた。

  「間違っていた。朝ちよう廷ていの悪あく行ぎようを見過ごすべきではなかった……」

  　快感と忸じく怩じたる思いが一つになり、カルザの中で不思議な高まりが生じる。

  「官位を剥はく奪だつされた時も、私はホウショウ殿を見殺しに……」

  「あの時は、私も調子に乗っていましたから仕方がありません」

  「因いん果が応おう報ほう、自じ業ごう自じ得とく。過去の悪行のせいで、私は娘まで辛つらい目にあわせてしまった。こんな私なのに、ホウショウ殿は助けてくださるという。カルザ、このご恩は一生忘れません……！」

  「恩は、シュンライ様に返してください。すべては、あのお方を中心に動いているのです」

  「ああ、私は敵を間違えていたのか……」

  「カルザ殿。今は、そんなことよりも……」

  「あ、ああッ！」

  「今はただ、気を煉ねりながら性交に集中して……！」

  　カルザの擬ぎ似じ男根が、ホウショウを奥深くまで味わう。

  　肉にく襞ひだは柔らかいが、締め付けは緩ゆるくない。

  　また、搾しぼり取るようなひねりの加わった腰の動きも独特だ。

  　熟うれたホウショウの肉穴の味は、言葉にできないほど素晴らしかった。

  　隣では、リランがぴちゃ、ぴちゃ……と情熱的に奉仕している。

  　ホウショウとカルザの騎乗位セックスは激しさを増す。

  　四人が、ほぼ同時に絶頂に達した。
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  　崩ほう天てん教きよう主しゆの執しつ務む室、私室を抜けて、シュンライは広い寝室に到達する。

  　檻おりに入れられた全裸の女性、燻いぶされた大量の死体。

  「リョウカ、オンリン……！」

  　寝室には、二人とジャホウセンがいた。

  「シュンライ様……！」

  　ジャホウセンは、ちょうど足あし枷かせで拘こう束そくされたリョウカにフェラチオをしていた。その隣となりには、三角木馬に乗せられたオンリンがいる。リョウカとオンリンは、シュンライを見て瞳を輝かせた。

  「きたか……」

  　ジャホウセンが立ち上がって、手の甲で口の回りを拭ぬぐった。

  「拳けん神しん雷らい……レイ・シュンライ。初めて会うという気がしないな」

  「不思議だな。私もだよ」

  「お前ほどの武ぶ侠きようを奴ど隷れいにできるかと思うと、ゾクゾクしてくる」

  　と、ジャホウセンは舌舐なめずり。

  「勝ち目がなくて、来ると思うか？」

  　そう言って、シュンライは首の骨を鳴らした。

  「いい態度だ。しかし必ず私の道理の前にひれ伏す」

  「道理など知ったことか。私には自分の道があるだけだ」

  「威勢がいいな」

  「ここが武林の分かれ道」

  　シュンライは強く言う。

  「悔くい改あらためるなら今しかない。やり合うのなら、覚悟を決めろ。私はお前のような悪人に手加減はしない」

  「リョウカは私のものだ。悔い改めるも何も、私は何も悪くない」

  「どうやら、やるしかないようだな」

  「特別に、三手やろう。三回好きなように攻撃させてやる」

  　ジャホウセンは余裕たっぷりに言った。

  「お前は悔い改めることはないかもしれないが」

  　と、シュンライ。

  「すぐにこの三手を後悔することになる」

  　シュンライは革のベルトを介して、飛ひ刀とうを三十本、[image: ]ひよう槍そうを四本携行している。

  　背中には、ホウテツの胃液を収めた革袋と牙きばを加工した笛。

  　シュンライは、左右の手に四本ずつ飛刀を構えた。

  　指の間に挟はさんだ飛刀を、全力で投げる。

  　シュンライの怪かい力りきによって弾丸の勢いを得た飛刀は、ほとんどジャホウセンを狙っていなかった。八本のうち、ジャホウセンに当たったのは一本だけだ。それも、金きん蚕さん功こうによってあっさりと跳ね返される。

  　シュンライの狙いは、リョウカとオンリンを動けなくしている拘束具だった。三角木馬や足枷が吹き飛んで、二人が解放される。

  「まずは一手」

  　と、ジャホウセン。

  「次だ」

  　シュンライは[image: ]槍を投げた。

  　完全武装の兵士を数十人貫かん通つうする、シュンライの投とう槍そうだ。

  　しかし、やはりジャホウセンには通じない。

  　ジャホウセンに命中した瞬間、[image: ]槍の方が粉々に砕け散る。

  「これで二手！」

  「金蚕功とは、凄すさまじいものだな」

  　シュンライはつぶやいた。

  「だが、ここまでだ」

  　シュンライは、革袋の口を開けてジャホウセンに思い切り投げつけた。

  　ジャホウセンはその中身をほとんど被かぶってしまう。独特の、粘ねん着ちやく質しつの液体が滴したたる。

  「なんだこれは……？　油？　いや違うな……」

  　ジャホウセンは、液体の匂いを嗅かいだり少し舐なめたりしてみた。

  　それでも、正体がよく判らないので眉をしかめる。

  「なんにしても、この液を被っても私の体には何の変化も起きていないぞ。このあと火でもつけるのか？　無駄だと思うが」

  「火などつけない。笛ふえを吹く」

  「笛――だと？」

  「ああ、笛だ」

  　シュンライは、ホウテツの牙きばで作った笛を吹いた。

  　赤子の鳴き声が響く。

  　すると――、

  　何かが割れるような音。

  　赤子の鳴き声に、ジャホウセンの体にかかった液体が反応している。

  「どういうことだ……？」

  「ホウテツの胃液は、ホウテツの鳴き声に反応して活性化する」

  「！　これは魔獣の胃液か！」

  「そうだ。金きん蚕さん功こうを破る唯ゆい一いつの手だ！」

  「ぐ……！」

  　ジャホウセンは、自分の体が震えているのを感じた。

  　体が震えているのではない。皮ひ膚ふ、筋肉に浸しん透とうしたホウテツの胃い袋ぶくろが細かく振動し、ジャホウセンの硬こう気き功こう――金蚕功の気脈を阻そ害がいしていく。それは、これまで一度も味わったことのない感覚だった。

  　皮膚から、弾力が失われる。

  　硬度が失われる。

  　ジャホウセンは、金蚕功の敗北をはっきりと自覚できた。

  「ふッ！」

  　シュンライは飛ひ刀とうを投げた。

  　ジャホウセンは慌あわてて身を開く。ギリギリでかわす。

  　完全にはかわしきれずに、刃は肩をかすめた。

  　かすめた部分に、切り傷が走る。

  「！」

  　久しぶりの出血だった。

  「どうやら……」

  　と、シュンライ。

  「あとは、殴るだけでよさそうだな」

  「ふん……図に乗るなよ。負けはせん！」

  　ジャホウセンは拳けん法ぽうの構えをとった。

  「キサマには判るまい！　仲間を奪われた私の憎しみなど！」

  「仲間だと？」

  「朝ちよう廷ていの陰いん謀ぼうだ！」

  「詳しいことは知らないが、判らないことは、ないさ」

  「適当なことを」

  「私も、師し匠しようを朝廷の汚い策さく略りやくで喪うしなった……」

  　シュンライは、ふと遠くを見るような目をした。

  　そして、続ける。

  「師匠を北ほく天てん戦せんで喪ったあと、私は朝廷に捕らえられ『八はつ卦け封ほう大だい罰ばつ房ぼう』に入れられたのだ」

  「『八卦罰房』！」

  　あのジャホウセンが驚きの声をあげた。

  　リョウカは、その言葉の意味が判らず目を白黒させた。八卦封大罰房――朝廷の監かん獄ごくだろうか？　あのジャホウセンの驚きようからして、とんでもない場所のようだが……。

  「憎しみの量では、私も負けん」

  　シュンライは力強く言い放った。

  「金きん蚕さん功こうを破ったことは褒ほめてやろう……だが、それでも私は無敵のままだ」

  「無理はしない方がいいぞ」

  「ふふ。私はリョウカと同じ器き解かい族ぞく」

  「！」

  「こんなことが、できる」

  　ジャホウセンは、右手で自分の左手をつかんだ。

  　関節を外すように、思い切り引っ張る。

  　シュンライたちは、その動きを見たことがあった。

  　ジャホウセンの腕が抜けて、武器に変化する。

  　大型のなぎなた――大刀の一種「九きゆう環かん刀とう」である。大刀の背には九つの穴が開けられていて、そこに金属製のリングが取り付けられている。相手を威い嚇かくし、馬や獣けものを音で驚かせるためのリングだ。

  　ジャホウセンの九環刀は長さ一丈じよう（三メートル）。

  　重さは、十六担たん（八百キロ）ほどだろうか。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうほどではないが、巨大な武器だ。

  「しかも私は、神しん虎こ族ぞくの体を研究し、彼女らの獣人化の機能を解明した」

  　ジャホウセンは九環刀を華か麗れいに振り回しつつ、発はつ勁けい。

  「そして、身につけたのだ。獣人としての気力の爆発を」

  「！」

  　ジャホウセンの体の内側で、気力が爆発的に膨ふくらむ。

  　修行の足りないリョウカにも、はっきりと視認できるほどの気力量だった。

  　神しん虎こ族ぞくに比べると、外見の変化は少ない。しかし、ジャホウセンの内部で確かに獣人化は完了していた。

  「器き解かい族ぞくの武器と、神虎族の発はつ勁けい。まだ、私に勝てるつもりか」

  

  「シュンライ様、これを！」

  　リョウカが動いた。

  　ジャホウセンの寝台の傍かたわらに置かれていた自分の武器を拾い上げ、シュンライに向かって投げたのだ。

  　両手持ちの刀。刃渡りはおよそ一丈（三メートル）。何も塗っていないはずなのに刀身は油に浸ひたしたかのように濡れていて、光を当てると紫色に輝く。

  「ありがたい」

  　リョウカの左腕――器解族の武器、六ろく門もん解かい尖せん刀とう。

  　ジャホウセンが九きゆう環かん刀とうで打ちかかる。

  　シュンライが六門解尖刀で迎え撃つ。

  　器解族の刃同士が激突した――！

  　大量の火花が散った。ほとんど花火だった。

  　普通の武器なら、確実に耐えられなかったであろう。

  　ジャホウセンは一回転して勢いをつけて、さらに強く打ちつける。

  　シュンライが解尖刀で上う手まく受け流す。

  　ジャホウセンは九環刀を半回転させ、末端の部分で突く。

  　シュンライは身を低くしてそれをかわし、すかさず突き返す。

  　六ろく門もん解尖刀の刃が、ジャホウセンの首筋をかすめた。シュンライはそのまま解尖刀を戻しながら首を切り裂こうとしたが、ジャホウセンが素早く飛びのいたので空くうを切った。

  　さらに数十相打ち合うが、決着はつかない。

  　――ケリをつける！

  　ジャホウセンは、全力で九環刀を振るう。

  　シュンライも、今まで以上の勁けい力りよくを込める。

  　最大の一撃がぶつかり合って――、

  「がッ！」

  　シュンライは六門解尖刀ごと弾き飛ばされた。

  　――力負けした!?

  　普通にやれば、力比べならシュンライがジャホウセンに負けるわけがなかった。しかし、今のジャホウセンには獣人化のドーピングが効いている。

  　あまりに強い一撃をぶつけ合ったので、シュンライだけは一時的に握あく力りよくを失ってしまったのだ。

  　吹き飛んだ解かい尖せん刀とうが天てん井じように突き刺さる。

  「くッ！」

  　あとは、素す手での武術しかない。

  「終わったな、私の勝ちだ！」

  　ジャホウセンは、九きゆう環かん刀とうを振り上げた。

  　食らえばひとたまりもないだろうが――。シュンライは、覚悟を決めて素手でジャホウセンに立ち向かう。

  「そうはいくか！」

  　突然、雄お叫たけびがあがった。

  　象ぞう鼻び刀とうがうなる。

  　シュンライに達する寸前の九環刀に、邪魔が入った。

  「貴様はカルザ！」

  「借りを返しにきたぞ！」

  　象鼻刀を構えたカルザが、ジャホウセンの前に立ちはだかった。

  　カルザの隣となりには、娘のヒュンラがいる。やはり武装している。彼女の愛用の武器である旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの回転はすでに最高潮だ。

  「どういうことだ！」

  「私が二人を助けたのですよ」

  　また別の方向から声があがった。

  「ホウショウ！」

  

  　そんな中、召し使いのリランは物陰を利用して密ひそかにオンリンに近寄っていった。

  「お前は……！」

  「…………」

  　リランは、オンリンの点てん穴けつを突いた。身体機能を回復するための点穴だ。リランはホウショウから、回復の気功と点穴に関して専門の教育を受けている。

  「途中、武器庫で得え物ものを返してもらった」

  　ヒュンラが言った。旋風血滴子を構え直しつつ、オンリンに向かって巨大な鉞えつを投げた。空中を回転しつつ飛翔した鉞が、大きな音を立ててオンリンの目の前に突き刺さった。

  「俺の武器！」

  「必要だろう」

  「どうしてお前が……？　俺はお前にひどいことしたのに……」

  「今は、ジャホウセンの方が恐ろしいと判断しただけだ。勘違いするなよ」

  　ヒュンラは言った。

  「すまねえ、恩に着る！」

  　筋力を取り戻したオンリンは、服装を整えて鉞えつを握り締めた。

  「ザコがいくら群れようが無駄だ！」

  　ジャホウセンは大たい笑しようしつつ叫ぶ。

  「すでに金きん蚕さん功こうは破られているくせに！」

  　カルザが、象ぞう鼻び刀とうを斜めに振るった。

  「いや――」

  　ジャホウセンは、横に回転して「ギュッ、ギュッ」と勢いをためた。

  「最初から判っている！　無駄だ！」

  　勢いをためて、解き放つ。

  　ジャホウセンの九きゆう環かん刀とうが、突とつ風ぷうのように飛び出した。

  　二つの刃がぶつかって――、

  　象鼻刀が砕け散る！

  「なッ！」

  　武器を破壊されると同時に、カルザは後方に吹き飛ばされた。

  「母上！」

  　カルザの代わりに、ヒュンラが前に出た。ジャホウセンを狙って旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを飛ばす。

  「く！」

  　ジャホウセンは素早く身をかわした。

  　旋風血滴子の高速回転が、床を抉えぐる。

  「手伝うぜ！」

  　そこに、オンリンも加わった。

  　大きな鉞を、ぶんと振り回す。

  　ジャホウセンは床を蹴って下がった。狙いを外したオンリンの鉞が、天てん井じようを支える太い石柱のうちの一本を易やす々やすと切断した。柱はたくさん立っているので一本減ったくらいではびくともしないが、このままオンリンが暴れ続ければ建物の崩壊はそう遠くないだろう。

  　今度は、オンリンとヒュンラが同時に仕掛けた。

  　旋風血滴子と特注の鉞がジャホウセンに襲いかかる。

  「遅いぞッ！」

  　と、ジャホウセン。

  　九環刀が閃ひらめいて、旋風血滴子の鎖くさりを切断した。

  「！」

  　器き解かい族ぞくの武器ならではの荒技である。

  「なんて切れ味だ！」

  　鎖が切れて、旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの回転ノコギリ部分が遠くに飛んでいく。

  　武器を失ったヒュンラに、ジャホウセンは蹴りを打ち込んだ。蹴りながら、九きゆう環かん刀とうを反転させてオンリンの鉞えつを弾はじく。巨大な鉞も、九環刀の威力には耐えられない。刃の部分が木こっ端ぱ微み塵じんに四散する。鉄の破片が床に散らばって厳いかつい音を立てる。

  　ジャホウセンの蹴りを食らって、ヒュンラは床の上を転がった。転がるというより、ボールがバウンドするようだった。ゴッ、ゴッと床の上を跳ねて、壁に激突してようやく止まる。

  　オンリンの胸に、九環刀が直撃した。

  「がっ！」

  　オンリンの鉄てつ皮ぴ功こうが復活していなかったら、今の一撃で両断されていただろう。致ち命めい傷しようではないが、かなりのダメージだ。

  　ジャホウセンの怪かい力りきに押し切られて、オンリンは床に叩きつけられた。

  　――ドカン！

  　床にめり込むほど、強く。

  　シュンライは、跳んだ。天井に突き刺さった六ろく門もん解かい尖せん刀とうを回収するためだ。

  　しかし――、

  「させるか！」

  　ジャホウセンも飛び上がった。空中で九環刀を振るう。シュンライは身をひねって九環刀をかわす。

  　ジャホウセンは九環刀を振り抜いて、その勢いを回し蹴りにつなげた。

  　素早い連続攻撃の二発目は避けられなかった。シュンライは吹っ飛んで柱に激突。柱に大穴を開けて貫通し、それから床に激突。ジャホウセンは、金きん蚕さん功こうさえどうにかすれば楽勝というレベルの敵ではなかった。

  「一人ずつとどめを刺していくぞ！」

  　ジャホウセンが高らかに告げる。

  「シュンライ！」

  　建物の外から声がした。

  「これを使え！」

  　南なん天てん派体たい極きよく拳けん掌しよう門もんラシャーナの声だ。

  　直後、壁を突き破って、寝室に巨大すぎる武器が飛び込んできた。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そう。

  　侵入する際、城壁に突き刺したままにしておいたものだ。

  「拾ってきてやったぞ！」

  「ありがたい！」

  　シュンライはすぐに立ち上がり、神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうを受け止めた。

  　その衝撃で、足が床に沈む。

  「う、おおおおおッ！」

  　圧倒的な質量の得え物ものを、構え直す。

  　そして――振り回す。

  　ジャホウセンは、九きゆう環かん刀とうで身を守る。

  　凄すさまじい激突音。

  「！」

  　今度は、シュンライの一撃がジャホウセンの手から九環刀を叩き落した。

  「まだだッ！」

  　ジャホウセンはシュンライに肉薄した。

  「今の私には、崩ほう天てん教きようの神！　器き解かい族ぞくの神！　双そう天てん上じよう帝ていが乗り移っている！」

  　神雷銅手火槍の欠点は、大きすぎて小回りが利きかないことだ。

  　間合いを詰められると、攻撃を当てにくい。

  「崩天教の教主は双そう天てん上じよう帝ていの加護を受けている！　負けるものか！」

  　シュンライの懐ふところに潜もぐり込んだジャホウセンは、後ろ回し蹴り。

  「適当なことを言うなよ」

  　シュンライは、神雷銅手火槍から手を離して防御を固めた。

  「双天上帝の加護を受けるのは、双天武ぶ王おうだけだ」

  　両腕で、ジャホウセンの後ろ回し蹴りを受ける。

  　受け止める。

  「崩天教主！」

  「拳けん神しん雷らい！」

  　互いの二つ名を、絶叫する。

  　あとは、肉弾しかない。

  　ただ、素す手での戦いとなると――シュンライが有利になった。

  　ジャホウセンは、左腕だった武器を取り落とした。

  　つまり、今は右腕だけだ。

  　シュンライの踏み込みながらの打撃を、ジャホウセンは避けることも受けることもできなかった。シュンライの右拳こぶしが、ジャホウセンの頭部をとらえて吹き飛ばす。

  「！」

  　殴られて、ジャホウセンの体が空中で錐きり揉もみ回転した。錐揉み状態のところを、シュンライがさらに蹴る。凄すさまじい威力の蹴りが、ジャホウセンを天てん井じように叩きつける。寝室の天井はかなり高かったが、強烈な勢いで激突した。天井を構成する石材の破片が飛び散る。ジャホウセンの体が落ちてきたので、それに合わせてシュンライは後ろ回し蹴りを打ち込んだ。今度は、ジャホウセンの体が壁に叩きつけられる。

  　石の壁に、ジャホウセンの体がめり込んだ。はりつけのような状態だ。

  　シュンライはつかつかと歩み寄って、ジャホウセンの右腕を狙って突くような前蹴りを繰り出した。シュンライの足が、ジャホウセンの右肘ひじ関節を直撃。一気にへし折る。

  　――それなのに。

  「くく……やるな」

  　ジャホウセンは笑っていた。

  「なぜ笑う」

  「こういうことだ」

  　ジャホウセンは、折れた右腕をシュンライに見せ付けるようにした。

  　その腕の傷が、目の前で急激に治ち癒ゆしていく。

  「……っ！」

  　骨や筋肉がつながって、腕が最初の状態に戻る。

  「無駄だァ！　気き功こうを使った技の中に、治癒の術があるのは貴様も知っているだろう！　器き解かい族ぞくと神しん虎こ族の利点を併あわせ持った私の気力、勁けい力りよくは、破は軍ぐん武ぶ侠きよう数十人分と同等かそれ以上！　多少のケガなど、一瞬で治せる！　金きん蚕さん功こうが破られても、どうせ私にはどんな攻撃も無意味なのだ！」

  　確かに、気功でケガを治す術は存在する。仙せん術じゆつの修行を行ったリョウカにもそれができるくらいだ。しかし、ジャホウセンほど極端なものは例がなかった。

  「ならば――！」

  　シュンライはジャホウセンの腹を殴って動きを止めた。

  「気力のもとを断つしかなさそうだ！」

  　シュンライはジャホウセンの頭をつかんで、片手で持ちあげた。それから、まず壁に叩きつける。そして、床。床に、ジャホウセンの頭をドカンドカン！　と何度も叩きつける。ジャホウセンの鼻の骨が砕け歯も折れるが、それさえもすぐに回復していく。

  　シュンライは、ジャホウセンの背後に回った。

  　後ろから抱えあげて、がっちりとホールドする。

  　ジャホウセンは、大きく足を広げるような格好をとらされた。

  「な、何を――」

  　シュンライの意図が理解できず、さすがのジャホウセンが困惑する。

  「リョウカ……！」

  　と、シュンライ。

  「は、はい？」

  「今すぐ、このジャホウセンを犯せ！」

  「――え!?」

  

  　シュンライの言葉にジャホウセンは低く呻うめいた。

  　リョウカも困り果てて、おろおろしてしまう。

  「今のリョウカの実力でジャホウセンの気脈を乱すにはそれしかない！　やれ！　敵の気力の源みなもとに、お前の気力を叩き込むんだ！　お前にならできる！」

  「で、でも……」

  「急げ！」

  　シュンライに強く言われると、逆にリョウカの気持ちは落ち着いた。

  　リョウカは、オンリンの方を見た。長い間拷ごう問もんされたオンリンは憔しよう悴すいしきっていて、ずっと部屋の隅すみで休んでいたが、リョウカと目が合うと大きくうなずいた。リョウカの耳には、「お前の一撃で、ケリをつけろ」という声が聞こえたような気がした。

  「――はい！」

  　覚悟を決めて、リョウカはジャホウセンに近づいていった。

  　着物の下から、男根を取り出す。

  　シュンライに抱えられて惨みじめに大きく足を広げたジャホウセンを見て、リョウカの男根に気力と血が集まってきた。勃ぼつ起きした。

  「ば、バカ！　やめろ！」

  　ジャホウセンは右腕でリョウカを止めようとするが、シュンライの抱え込む力が強くて届かない。

  「やめないか！　やめてくれ……！」

  　リョウカは、ジャホウセンの着物と下着を横にずらした。

  　意外なほど美しい女陰部である。

  　まず、指を入れて押し広げる。

  「うあ、あ――！」

  　犯おかすことに慣れていても、犯されることに慣れていないジャホウセン。

  　被ひ虐ぎやくの快感か――ジャホウセンの男根も勃起してきた。

  「そ、そんな――まさか、こんな」

  「いきます……！」

  　リョウカは、シュンライが抱えたジャホウセンに腰を突き込んだ。

  「いっ、ひぎぃい……！」

  　ジャホウセンが悲鳴をあげた。




  [image: ]


  「あ、ああっ……！　尋じん常じようではないこの締しまり方！」

  「やめ、やめ……ひどい……！」

  　一度始めてしまえば、リョウカの若いペニスは相手を貪むさぼるだけだ。奥へ奥へと突き込んで、激しいピストン運動を繰り返す。ジャホウセンの表情から、崩ほう天てん教きよう主しゆとしてのプライドが剥はがれ落ちた。

  　ジャホウセンの女陰を犯しつつ、リョウカはジャホウセンの男根を両手でしごいた。二カ所同時の刺激に、益ます々ますジャホウセンの心が乱れる。ジャホウセンは涎よだれを飛ばし、舌を伸ばして泣き喚わめく。

  「熱い……熱いヨォ……」

  　ジャホウセンが、甘えた声をあげた。

  　リョウカとジャホウセン、二人の体が快感で舞い上がる。

  　ジャホウセンは、シュンライに抱えられたまま無意識に腰を使い始めていた。器き解かい族ぞく同士、快感が共鳴していた。リョウカの男根でなくては、ジャホウセンはこうも乱れなかったはずだ。パンパンパンパン！　と打ち付けて、二人は同時に絶頂の高みへとのぼり詰めていく――。

  「あああッ――！」

  　リョウカは、ジャホウセンの中で精液を放った。

  　もちろん、シュンライに言われた通り自分の勁けい力りよくを込めるのを忘れなかった。

  　それは――リョウカは無意識だったが、白はく蛇じや淫いん功こうの基本の技だった。白蛇淫功は、器き解かい族ぞく特有の技なのだ。

  　リョウカの気力がこもった精液を浴びて、ジャホウセンは絶叫。昇天し、そのまま意識を失った。シュンライにあれほど殴られても平然としていたジャホウセンが、リョウカの一撃で闇に沈んだのだ。

  「ようやく――動けなくなったか」

  　シュンライは、ジャホウセンを床におろした。

  　そして、六ろく門もん解かい尖せん刀とうを取りにいく。

  「何をするんですか？　シュンライ様」

  「武器になったら腕は、新しく生えてこないだろう」

  　シュンライは、意識を失ったジャホウセンの右腕を切断した。

  　ジャホウセンの両腕が、どちらも武器となった。

  　部屋の隅すみに転がっていた足あし枷かせをつけて、二度と悪事が働けないようにする。

  

  　――戦いは終わった。

  「シュンライ様……」

  「姉あね者じや……」

  　リョウカとオンリンは、シュンライに飛びついた。

  「信じておりました……！　きっと助けにきてくれると……」

  　リョウカの双そう眸ぼうから涙がこぼれる。

  　オンリンも、子供のように泣いていた。

  「よく頑張った……」

  　シュンライは、大事な二人を優しく包み込んだ。


  


  エピローグ

  

  　崩ほう天てん教きようは壊かい滅めつした。

  　神しん虎こ族ぞくの四姉妹のうち、三人は捕ほ虜りよとなった。一人は行方ゆくえ不明だが、何ができるというわけでもないだろう。

  　崩天教に囚とらわれていた人々は解放され、残党狩りが始まる。

  　問題は、白びやく夜や連れんの三百人である。

  　まさかそのまま朝ちよう廷ていに返すわけにはいかない。

  

  「俺は一度、捕虜を連れて砦とりでに戻ります」

  　と、オンリンが言った。

  　九きゆう谷こく関かん城門の外。

  　左右が険しい山地になっている細い道に、シュンライ、リョウカ、オンリン――そして仲間たちが揃っていた。シュンライたちは、これからもホウショウとリランを連れて旅を続ける。

  　これから目指すのは、大陸西部海岸地帯の小国――ジャン国だ。アルシャとニスーラが案内役を務めてくれる。

  　これからシュンライたちは、ジャン諸島六カ国同どう盟めいの盟主国を朝廷軍から救わなければいけない。それは、シュンライの師し匠しようクバンカサが約束したことなので破るわけにはいかないのだ。

  　今もアルシャの手元には、約束を記した『風ふう雲うん救きゆう国こく状じよう』が存在する。

  「うむ。任せたぞ、オンリン」

  「はい！」

  　オンリンはシュンライが五ご鎖さ衆しゆうによって封じられている間、大規模な山賊団の頭とう目もくに収まっていた。今は部下に預けているが、大きな砦とりでも持っている。白夜連のような大量の捕虜を扱うのに、オンリンはぴったりだった。

  「少し別行動するのは寂しいが……」

  　と、オンリンはリョウカに向かって言った。

  「勝負のことは、忘れちゃいねえ。再会したら、やろうぜ」

  「……はい！」

  　リョウカは、力いっぱい答えた。

  　次、会う日までに、もっと強くなっておく。

  　コクリとロウシュウは、別の仕事が忙しくて見送りにくることができなかった。南なん天てん派五大門派が、この九谷関を支配できないか奔ほん走そうしているらしい。誰がこの街を治めることになろうと、朝廷や崩天教が支配していた頃より悪くなることは有り得ない。

  「白夜連のことだが」

  　と、カルザが口を開いた。

  　そう――ここには、カルザとヒュンラもいた。

  　すでに、拘こう束そくはされていない。二人に、シュンライと戦う気は失せていた。代わりに芽め生ばえたのは、朝ちよう廷ていへの不信感だ。

  「あの兵士たちは、皆いい娘だ。手荒なマネをせずとも、私たちが話せば朝廷軍から離れてくれるだろう」

  　カルザは、オンリンとともに九きゆう谷こく関かんに残る。九谷関でオンリンの部下と合流し、白びやく夜や連れんを連れて砦とりでに移動。そこで、白はく蛇じや淫いん功こうの解げ毒どくと説得をするつもりなのだ。

  「ヒュンラ、お前はジャン国へ行け。そこで朝廷軍の本質を見極めるのだ」

  「はい、母上」

  「私も、白夜連の問題を片付け次第追いつく」

  　シュンライたちも、今更カルザやヒュンラを敵として扱う気はなかった。ジャホウセンとの戦いを通して、武ぶ侠きようの絆きずなが生まれていた。

  

  　そういえば、ジャホウセンと神しん虎こ族ぞくの姉妹たちもジャン国に連れて行く。ジャホウセンには、まだ聞きたいことがたくさんある。神虎族を連れて行くのは、アルシャの要望だ。アルシャは、神虎族が心の底から反省するまで自みずからの手でたっぷり罰ばつを与えたいという。神虎族の長女と次女を倒したのはアルシャの護衛であるニスーラなので、反対意見をあげるものはいなかった。

  　今、ジャホウセンは左右両腕とも武器となっている。その二つの武器は、どちらもシュンライが抱えていた。本来の得え物ものである神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうは特注馬車の上だ。

  　ジャホウセンの両足は鎖くさりでがんじがらめにされ、点てん穴けつを突かれて筋力も低下していた。しかしそんな状態でも、ジャホウセンはシュンライやリョウカに殺気のこもった視線を向けて威い嚇かくする。

  「私を殺さないと、きっとキサマらは後悔するぞ」

  　暴力を振るうことはできなくとも、迫力は失われていない。

  　だが――、

  「後悔なんて、しませんよ」

  　と、リョウカはジャホウセンに微笑ほほえみかけた。

  「あとで、ゆっくりと教えてくださいね。あなたのこと、器き解かい族ぞくのこと、私の母のこと、そして――私のことを」

  「……ふん」

  　リョウカの柔らかい態度に、ジャホウセンは殺気を受け流される格好となった。

  「ではいざ、ジャン国へ」

  　九きゆう環かん刀とうを肩に担かついだシュンライが高らかに告げた。

  「ジャン国へ行けば――」

  　ホウショウが言う。

  「私は、久しぶりに軍を動かすことになるのか」

  「もちろんです」

  　と、アルシャがうなずく。

  「戦場の指揮官が拳けん神しん雷らいシュンライ様、それを補佐するのが名軍師ホウショウ様。これこそ無敵の布陣でありましょう」

  「相手は征せい西せい将軍ラゴン。相手に不足はないな」

  「…………」

  　主人の表情が久しぶりに生き生きと輝きだすのを見て、召し使いのリランは微笑ほほえんだ。

  　征西将軍ラゴン――。

  　その名前を聞いて、リョウカの顔に険けわしいものが走った。

  　ラゴンは、かつて母の一部だった武器を持っているはずだ。

  　器き解かい族ぞくを虐ぎやく待たいし、無実の人々を虐殺したラゴン。

  　ラゴンを、倒す。そして母の一部を取り戻す。

  　そして、目指すは帝都八はつ卦け封ほう。

  　双そう天てん武ぶ王おう、皇帝の武器――。

  　まだまだ、旅は長く続きそうだ。


  


  あとがき

  

  　二巻です。二巻ということは当然、一巻よりもパワーアップしてないといけないわけで。気合いを入れてやってみました。読んでくださった方ならもうご存知かと思いますが、結構ムチャしたんじゃないかと思います。

  

  　──以上、あとがき終了。うーん。他に書くことないなあ。他の本でも何度か書いてきたんですが、深見はあとがきが大の苦手。今回四ページくらいあるらしいので、完全に持て余しています。

  　そうだ。Ｒｅｂｉｓさんに電話かけよう。

  

  深見「あとがきのネタがないのでちょっと話しましょう。具体的に言うと四ページくらい」

  Ｒｅｂｉｓ「え……これ大丈夫なの？　あとで誰か偉い人に怒られないですか？」

  深見「仕上がらない方が怒られると思うんだ。もう締め切り明日だし」

  Ｒｅｂｉｓ「なるほどなあ……ではおつき合いいたします！　というわけで深見真先生がお送りした痛快武侠アクション『武林クロスロード②』。皆様いかがでしたでしょうか？　挿し絵でお力添えさせていただきました、絵描きのＲｅｂｉｓでございます」

  深見「新キャラたくさんだして、苦労をかけました」

  Ｒｅｂｉｓ「本当はリコやハランやシュホウやレンナやファレンや、タスカンやフーホウやリッシンやヨウサンやダコウも描きたかったのですが……力およびませんでした。無念！」

  深見「挿絵の枚数は決まってるんで、出番の少ないキャラは、まあ」

  Ｒｅｂｉｓ「いただいた本文を拝見してると、この絵も描きたいあの絵も欲しいってなって、そのうち『これじゃあ絵本か漫画になっちまう！』という状態に（笑）。だから苦心して絞り込ませていただきました」

  深見「特に手応えがあったシーンとか」

  Ｒｅｂｉｓ「今回はなんといっても、シリーズ最強の女傑・ジャホウセンを描くのが手応えありました！　描くごとに魂か寿命を吸い取られていくようなキャラでしたよー。どのシーンも読んでいてゾクゾクして、筆にも力がこまりました」

  深見「なにしろシュンライが強いじゃないですか。それに対抗できるキャラということでジャホウセンが必要になって。……これ以上はネタバレになるなあ」

  Ｒｅｂｉｓ「シュンライもジャホウセンも他に類のないパワフルなヒロインで、描かせていただくのが本当に楽しいです」

  深見「Ｒｅｂｉｓさんの絵は、本当に深見のイメージ通りで助かります」

  Ｒｅｂｉｓ「やっぱり深見さんの描く筋肉美女って、すぐにはイメージしづらいじゃないですか。だから性を超越した戦女神のような姿を提案させていただきたかった。自由なキャラクターデザインを許してくださったガガガ文庫編集部様には感謝です」

  深見「ちなみに、Ｒｅｂｉｓさんが武林で一番好きなキャラは誰？　俺のは秘密」

  Ｒｅｂｉｓ「いやー、これはもう建前抜きに全員好きですよ……特に女性キャラは。でもやっぱり、主人公であり龍鳳双具であるリョウカには、特別な思い入れがあるかも。少しずつ成長しているリョウカをどう描かせていただけるかが、凄く楽しみです。あ、そうそう。男性キャラだと今後はフーホウの活躍に期待です。まだ武林には武侠定番の『強い老人』が出てないので（笑）」

  深見「そういやそうだな」

  Ｒｅｂｉｓ「今後と言えば、武林三巻が出るとしたら、もう深見さんの中に構想はあるんスか？」

  深見「三巻は、どうだろう。二巻の評判次第だけど……やるとしたら、二巻のラストを受け継ぐ形になるのかな。やりたい気持ちは山々なので、読者の皆様よろしくお願いします……！」

  Ｒｅｂｉｓ「となると次の舞台は海洋国家ジャン国……海、水着、そしてリゾート気分……定番の水着スペシャル回ですかー!?」

  深見「シリーズものは当然、前の巻よりもパワーアップしなきゃいかんと思うわけですよ。で、この二巻でも一巻よりパワーアップするために、色々やってみた。さらに飛ばすとなると、水着は避けられない」

  Ｒｅｂｉｓ「となると自分もエロ水着を大量に描かざるをえない！　と思ったのですが、武林ってもともと水着級の衣装のキャラばっかりですね（笑）」

  深見「いやだからそこはさ。水着と過激な衣装はまたちょっと違うじゃないですか。ビーチで！　中華風水着で！　ここでは書けないようなことの嵐が沸き起こる！　そんな感じ」

  Ｒｅｂｉｓ「けれど、それだけでは済みそうにないのが武林世界！　あとがきから読む方もいるかもしれないのでネタバレは避けますが、さらに強大な敵が現れそうな予感ですよねー」

  深見「そこは、書いてみないとわからないですが……。お、枚数的にそろそろまとめかなー」

  Ｒｅｂｉｓ「なんという素の答え……もっと盛り上がるトークとかないんですか」

  深見「ごめん」

  

  深見「それでは、改めてこの二巻を読んでくださった方に感謝を。ありがとうございました」

  Ｒｅｂｉｓ「深見さんの筆に負けないよう、強くて美しくて可愛いキャラを描けるよう、今後も精進させていただきます！」
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